




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「なるほど、お話は分かりました。……最後にお会いできて嬉うれしかったです、『赤き魔ま法ほう使つかい』ディートリヒ。では、いただきます」

　生家より拉ら致ちされてきたばかりのメリールウ・アセンブルは、ペコリと頭を下げて不老不死の秘薬（仮）を飲み干した。豪ごう奢しやなベッドの上に、崩くずれ落おちた彼かの女じよの長いハニーブロンドの髪かみが広がっていく。

「おい、聞け小こ娘むすめ、最後などではないわ！　理論上、目覚めるまでに最低でも数十年はかかるだろうが、私たちは必ずまた会う!!　最高の術者が最高の実験体を使えば、最高の結果が出るのは当然だろうが!!」

　メリールウより濃こい金きん髪ぱつを振ふり乱みだし、自じ慢まんの美び貌ぼうを歪ゆがめて何やらゴチャゴチャとまくし立てる声は一応聞こえてはいた。しかしながら、彼かれには悪いが他の実験体同様、絶対死んだと思っていた。それでいいのだと、思っていた。

「さよなら、お母様。……さよなら、お父様」

　これで満足してもらえますか？

　アキレスク暦千六百年、三月の最初の光こう精せいの日の話である。
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「あなたの父親のことを格別に憎にくんではいませんよ、ヴィクトール。私とは違ちがう、温ぬくもりを持った優やさしい人だった。違ちがう出会い方をしていれば、本当に好きになっていたかもしれない」

　父の葬そう儀ぎが終わった直後、本当に憎しみのない、憎しみすらない理性の塊かたまりのような声で母は言った。

「ですが、私にもプライドがある。ええ、分かっています、悪いのはあなたたちサンロード一族ではなく、逆さか恨うらみの呪のろいを残したディートリヒという魔ま法ほう使つかい」

　冷静な声がわずかに揺ゆれる。ヴィクトールの期待とは異なり、それは夫や息子むすこへの情ゆえではなかった。

「だけど、呪いによる結けつ婚こんも出産も私の意思ではなかった。ここでの暮らしは、今となっては悪い夢としか思えないの。さようなら」

　ぎこちなく息子の頭を撫なで、彼女は去った。振ふり返かえることはなかった。風の噂うわさに、別の男性と再さい婚こんしたと聞くまでに数年もかからなかった。

　スーテラ暦百十二年、十一月の三度目の月げつ精せいの日の話である。
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　目覚めは唐とう突とつに訪おとずれた。

「ん……？」

　何かが体に触ふれている感かん触しよくがあった。ぱか、と眼めを見開いたメリールウの視界に飛とび込こんできたのは、銀地を黒で飾かざり立たてた、美しいが不気味な仮面だった。

「目覚めたか！　よかった。だが、俺おれに惚ほれるなよ」

　仮面越ごしに緑の瞳ひとみと眼が合った瞬しゆん間かん、知らない男は非常に嬉うれしそうに言った後、すぐに冷静な口調になって命令を下した。

「……ふぇ？」

　出だし抜ぬけに意味不明な命令をされたことに加え、長く喉のどが閉じていたからだろう。思わず上げた声は、自分でも意図しない間ま抜ぬけな響ひびきを帯びていた。

「発見して三十分後、覚かく醒せいを確かく認にん。特別な働きかけは必要としなかった。隠いん微びの結界が破られたことがきっかけか？　第一声、ふぇ」

　仮面は目と鼻だけを覆おおうタイプなので、つぶやく声は明めい瞭りようだ。カリカリという音に視線を下げると、仮面の男は手にした帳面にペンを走らせ、癖くせの強い筆ひつ致ちで「ふぇ」と書き留めていた。

「淡あわい色合いの金の髪かみ、瞳は薄うす紫むらさき。着ているものは褪たい色しよくしたシンプルな白いドレス。寝ね間ま着きの類たぐいかもしれない。宝ほう飾しよく品ひんは大おお振ぶりなイヤリングのみ」

　ブツブツ、カリカリ、物音は続いている。訳が分からないまま、メリールウはおずおずと周囲に視線を巡めぐらせた。うっかり眠ねむりすぎた時のように体が固まっており、首の骨がぎぎ、と軋きしんだ音を立てたが、それぐらいの動作はできた。

　頑がん丈じようそうな大きな寝しん台だいの上に自分は寝ねている。あの日、ディートリヒに泥どろ煮に込こみのような秘薬を飲まされた時から、場所は移動していないようだ。

　場所以外の、あらゆるところに差がある。当時は夜間だったこともあり、薄うす暗ぐらくてよく分からなかった室内は、あちこちから差さし込こむ真昼の光によってまばらに照らされていた。

　室内にいるのに、なぜあちこちから光が差し込んでいるか。それは窓が割れ、色いろ褪あせた深しん紅くのカーテンが床ゆかに落ち、天てん井じように使われている板材の一部がめくれて穴が空いているからだ。

　泥どろ棒ぼうが入った、という風ではない。人じん為い的てきに荒あらされた様子が伺うかがえないのだ。長い歳さい月げつにじわじわと侵しん食しよくされ、埃ほこりまみれになって荒こう廃はいした室内を見ていると、妙みように胸が騒さわいだ。

　割れた窓越しに見える町並みの、貴族の屋や敷しきほど豪ごう勢せいではないのに、全体的に整った頑丈そうな作りもその一因だ。何より、ない。魔ま法ほう使つかいにとって空気も同然、というより空気に溶とけているはずのアレが、感じられない。なんだか、予想と違ちがう方向のとんでもないことが起こっているような気がした。

「起きるなり、周囲の確認をし始める。慎しん重ちような性格の様子」

　目覚める前と後の最大の差さ違いはコレだ。腰こしをまたぐようにして妙な仮面を付けた男が馬乗りになっており、メリールウのすることを一々カリカリと書き留めている。

　声は若い。二十代、せいぜい三十代だろうが、声質自体はディートリヒより随ずい分ぶんと低い。しなやかな体つきをしていた彼かれとは違い、この男はがっしりとしているのでやはり別人だ。髪は艶つややかな黒、じっとメリールウを凝ぎよう視しする瞳は濃こい緑をしている。

　仮面同様、その全身を覆う重たげな黒のロングコートも片マントも、銀色の金具で飾り立てられている。生いけ贄にえの乙女おとめを使って怪あやしい儀ぎ式しきを執とり行おこなわんとする、おとぎ話の魔ま王おうといった風ふ情ぜいだった。赤と金で豪ごう華か絢けん爛らんに装よそおっていたディートリヒといい勝負ではある。

　そこまで観察し終えたメリールウの唇くちびるから、ようやく最初の質問が飛び出した。

「あ、あの……」

「第二声、あ、あの」

「ここは、もしかして、空の彼方かなたにあるという光の島……？」

　死して地上を離はなれた魂たましいは、世界を創造した後去った神を恋こうて空に昇のぼり、星になって光の島に辿たどり着つく。その様は、夜になると星空の形で人の眼に映ると言い伝えられていた。

「違う」

　カリカリという音は続いているので、多分今の言葉も書き留められているのだろう。質問に答えてくれるつもりはあるようだ。

「光の島であれば、原初の神の光に満ちているはずだろう。ここはディートリヒの隠かくれ家がの一つだ。現在は、あまり隠れられていないが」

　メモと解説に集中しすぎているのか、答える声は正確ではあったが、まるで家庭教師をやっている時のメリールウ自身。講義でもするように述べられてしまうと、まあ、そうですよね、としか思えない。ハイここが魂の終着点ですよと言われたら、がっかりもいいところではある。

「ヴィ、ヴィクトール様」

　堪たまりかねたような声が横合いから聞こえた。ヴィクトールとやらがまだ上に乗ったままなので、起き上がれないメリールウが眼だけ動かして見やると、赤い巻き毛の愛らしい少年が困ったような顔をしている。

「メリールウ様は、他の実験体同様、ご自分は死んだものと思っていらっしゃるようです。混乱されているんですから、まずは状じよう況きようの説明をして差し上げたほうが……ていうか、退どいて差し上げたほうが……」

「確かにな。通常の状態であれば、たとえ『期待外れ』の『失敗作』と言われていたとはいえ、あの『白き魔法使い』の娘むすめだ。ここを光の島と見み間ま違ちがえるなどありえない」

「期待外れ」。

「失敗作」。

　あのイヴリンの子であるのにと、繰くり返かえされてきた罵ば倒とうまで、ヴィクトールは講義口調であっさり口にする。サフィールがますます眉まゆをひそめた。

「そういうことを、ご本人の前で言わないほうがいいと思いますよ？　それと、俺に惚れるなよ、もやめて下さい。誤解を招きますし、この方には惚れてもらわないと困るんでしょう……？」

　言いにくそうに口ごもるサフィールをよそに、ヴィクトールは自分の考えに没ぼつ頭とうしている様子だ。

「おまけに、あのディートリヒの一大傑けつ作さく。いや……」

　ディートリヒの、一大傑作。どきりとしたメリールウをよそに、それまで淡たん々たんとしていたヴィクトールの口調に苦みが混じる。黒い手て袋ぶくろに包まれた指先が、神経質なしぐさで自らの顔を覆う仮面を撫なでた。

「……大だい丈じよう夫ぶそうだな。俺に惚れてしまっているなら、体重をかけて押おさえ付つけていても、必死で抱だきついてくるはずだ。サフィールの言うとおり、寝ぼけているだけか」

「……俺に惚れる……？」

　出で会あい頭がしらの第一声といい、失礼ながら変な仮面で顔を半分隠しているくせに、自意識過か剰じようすぎないか。思わず復唱してしまったメリールウは、ヴィクトールが律りち儀ぎに「俺に惚れる」と書き留める音を聞きながら、胸の中で心臓が跳はね回まわり出すのを感じていた。

　ヴィクトールに惚れたからではない。ここはディートリヒの屋敷だと断言され、メリールウとはっきり呼ばれた。自分が「白き魔法使い」イヴリンの娘であり、不老不死の実験体とされたことまで彼かれ等らは知っているのだ。

「まさか……、あなたたち、お母様に頼たのまれて、さらわれた私を連れ戻もどしに……？」

「違う」

　臆おく病びような期待に満ちた質問を、これまたばっさりと、ヴィクトールは一刀両断した。カリカリとペンの音を響かせながら、器用に説明を始める。

「『白き魔法使い』の娘、お前は死んでいない。よってここは光の島ではない。もちろん、空の落とし穴に捕つかまった訳でもない。個人的には、いつか行ってみたい場所ではあるが……」

　かすかな感かん嘆たんを交えてヴィクトールが口にした空の落とし穴とは、魂が光の島を目指す途と中ちゆうになんらかの理由で道を外れ、辿り着いてしまう闇やみの世界である。そこに落ちた魂は、光を妬ねたむ闇の手先──悪あく魔まと化し、他の魂が光の島を目指すことを邪じや魔まする存在に成り果てる。

「ヴィクトール様、また脱だつ線せんしてます」

　見た目は空の落とし穴にいそうな主あるじをサフィールがすばやく諫いさめた。ちなみに彼の格好は、ヴィクトールほど華か美びではないながら、体型ぴったりにあつらえられたテールコートだ。魔王に仕える少年従者といった趣おもむきがある。

　だがその中身は耽たん美びからは程ほど遠とおく、口から出るのは懲こりない主へのお小言ばかりだ。

「ようやくこの方を見付けられて嬉しいのは分かりますけど、さっさと最低限の状況を教えてあげて下さい！　僕ぼくだって、あなたに最初に会った時の率そつ直ちよくな感想は、『助けに来てくれた気がするけど帰ってほしい』でしたからね？　とにかく、このままですと、惚れられるどころか嫌きらわれちゃいますよ？」

「なに、それはいかん。『白き魔法使い』の娘、どうか俺を嫌わないでくれ」

「え、ええ……」

　嫌われたくないのなら、一応結けつ婚こん前の娘なので早く退いてほしい。私、寝間着しか着ていないし……お母様に見付かったら、絶対怒おこられるのは私だし……と、だんだん冷静になってきたメリールウは思ったが、ヴィクトールの話はまだ続く。

「ああ、だが、俺に惚れるのは……いや、過度に好きになるのはやめてくれ。お前のために」

「ヴィクトール様！」

　また脱線してますよ！　とばかりに名を呼ばれたヴィクトールは、ようやく順を追って説明する気になったようである。

「そうだな、ではまず名乗るとしよう。俺はヴィクトール・サンロード辺へん境きよう伯はく、こちらは従者のサフィールだ。お前はディートリヒの不老不死実験の実験体とされ……」

　次の瞬間、どーん、と鈍にぶい音がした。屋敷全体を揺ゆるがすような激しい振しん動どうが走り、大きなベッドが床を滑すべるように移動した。

「きゃ……!?」

　一いつ緒しよに滑り落ちそうになったメリールウの足先が、ふわりと宙に浮うく。すばやく帳面をしまい込こんだヴィクトールが彼かの女じよを抱かかえ上あげたのだ。

「くそ、もう気付かれたか」

　色々な意味で固まっているメリールウを抱いたまま、立ち上がったヴィクトールは左右に視線を走らせた。

　メリールウの耳にも荒あら々あらしい足音や、ウオオオオオオと地鳴りのような雄お叫たけびが聞こえていた。大勢がこの屋敷に突とつ撃げきしてきたのだ。その気配はすぐに、メリールウたちがいる部屋の前に集結した。
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「ヴィクトール様ァァァァ！」

　ただの雄叫びめいていた叫さけびも、距きよ離りが近くなったことでヴィクトールを呼んでいたのだと分かった。しかもその声が、どうも女性のものらしいことまで分かってメリールウは眼を白黒させる。ここがディートリヒの屋敷なら、彼の信しん奉ぽう者しやたちでも押おし寄よせてきたのかと思っていたが、どうも様子がおかしい。

　だが、ヴィクトールにとっては予期していた状況であるようだ。

「最近はネティラの夜もガス灯のせいで明るく、宵よいっ張ぱりの連中が多いからな。昼間なら、かえって大たい抵ていの女は忙いそがしいと思っていたが、『魅み了りよう』の呪のろいの抑よく止し力りよくにはならんか……今度来る時は、確実に眠っている時間にしよう」

　ガス灯？　『魅了』の呪い？　一体、なんの話をしているのだろう。

「あ、あなた、呪いにかかっているんですか？　もしかして、ディートリヒの……？」

　形の良よい耳じ朶だに嵌はまった、凝こった意い匠しようの銀のピアスを見上げて尋たずねる。太陽を模したそれは、おそらくアーティファクト──強力な魔ま法ほうが込められたアイテムだ。だが、それよりもなお眼を惹ひくのは、ピアスに突つき刺さされた格好の黒い星のアザだった。

「──さすが魔法使い全ぜん盛せい期きの時代の人間だな。呪いの存在を、否定しないか。そういえばお前も、俺と同じようにアザを隠しているな」

　ヴィクトールの指が不意にメリールウの耳朶に触れ、息が詰つまる。母から贈おくられたイヤリングの留め金が食い締しめているのは、同じ黒い星のアザ。ディートリヒの象しよう徴ちよう。

「他の実験体には、このアザはなかったような……いや、話は後だ。とにかく俺の城へ行く。サフィール、馬車が着くまで後数分、頼むぞ」

「が、がんばります……！」

　小こ柄がらな少年は青白い顔でうなずきながら、どん、どんと外から乱暴に押されているドアを必死に押し返している。閂かんぬきまでしっかりかけられているのだが、開こうとする力は非常に強く、サフィールだけではいくらも保たないのは明白だった。

「あの、みんなで一緒に押さえたほうがいいのでは……？」

　メリールウでは腕わん力りよくも、使用できる魔法でも役に立たないかもしれないが、どう見たってヴィクトールのほうが体格がいい。メリールウを楽々と抱えているのだから力も強いのだろう。大がかりな衣い装しよう自体、結構重そうである。

「だめだ。俺との距離が近付けば近付くほど、『魅了』の呪いは効力を増す。とにかく、ここを離れ……、くそ！」

　窓の外を見ていたヴィクトールが、メリールウを抱いたまま飛とび退すさった。ついに扉とびらが耐たえきれなくなり、サフィールを弾はじき飛とばすようにして開いたのだ。

「ヴィクトール様ァァァァァァ!!」

「お会いしたかったァァァァァァァ!!」

　絶ぜつ叫きようしながら雪な崩だれ込こんできたのは、やはり女性たちだ。いずれもメリールウが知るよりもかなり軽装である。素そ朴ぼくなワンピースの少女、アフタヌーンドレスの淑しゆく女じよ、年季の入ったメイド服に身を包んだ老婦人、軍服を着た中年女性、ペチコートやドロワーズをスカートとして着こなした年ねん齢れい不ふ詳しようの女性と、年も身なりも社会的な立場もバラバラだ。

　共通しているのは何かに取り憑つかれたような、血走った眼である。中には赤あかん坊ぼうを背負った乳う母ばらしき女性もいた。雇やとい主ぬしの子供がワンワン泣きわめいているのにもかかわらず、ギラつく瞳でヴィクトールだけを見つめている。

「ヴィクトール様、嬉しい！　私に会いに来て下さったのね!!」

「馬ば鹿かを言わないで、あたしに会いに来たの！　ばーさんは引ひっ込こんでな!!」

「はぁ？　ふざけるんじゃないよ、小娘が。相手にされてないって分かってないの!?」

「あーら、自己紹しよう介かいありがとう！」

　人数が多すぎて、戸口に詰まった彼女たちは、押おし合あいへし合いしながら罵ののしり合っている。メリールウは呆あつ気けに取られ、ヴィクトールは眉み間けんにしわを寄せて瞳を逸そらした。仮面のせいで、眉間のしわは本人以外には分からないが。

「マリーベル、気にするな。この女たちも呪いにやられているだけだ」

「ええと、私、メリールウですが……」

　気になることがどんどん増えていく。どこから質問すればいいか分からず、混乱するメリールウの顔を刺とげ々とげしい視線が刺さし貫つらぬいた。

「……ちょっと、何、その女」

　ヴィクトールだけを見ていた瞳に、ようやく邪魔者の存在が映り込んだのだ。戸口にぎゅうぎゅう詰めの女性たちの、刃は物もののようなまなざしが一いつ斉せいに集まってくる。

「誰だれよあんた！」

「ヴィクトール様から離れなさいよォ!!」

「なんでその方に抱えられてるの、いい気にならないで!!　あんたなんか、ヴィクトール様に相応ふさわしくないんだからァ!!」

　口々に放たれる罵倒。それを口にする彼女たちは、にぎやかな物音にそそられて、こっそり母のサロンを覗のぞいた時の母にひどく印象が似て見えた。相応しくない、というその言葉も。

　ただでさえ訳の分からない状況だ。一いつ瞬しゆんで喉が干ひ上あがり、何も言い返せないメリールウの体をヴィクトールが無言で抱え直す。背筋を伸のばし、彼は堂々と言い放った。

「彼女は二百五十年間ここで眠り続け、エーテルの器うつわという生きたアーティファクトと化した貴重な存在。そして今日から、俺の婚こん約やく者だ」

　しん、とあたりが静まり返った。『魅了』の呪いとやらをヴィクトールが与あたえたショックが上回ったようだ。

「ヴィクトール様、何を!?」

　床に転がって震ふるえていたサフィールも思わず起き上がるぐらいの破は壊かい力りよくだ。それはそうよね、とメリールウも思う。なにせ一から十まで、メリールウ本人も初耳である。

「エーテルが消え去り、魔法の大半が失われたこの世界で、お前は非常に貴重な資源だ、サリー。魔法使いの全盛期を教えてくれる、大切な資料でもある。俺はずっと、お前を探していた。まさか、こんなに近くにいるとは思わなかったが……辺境に飛ばされてみるものだな」

　情熱に光る緑の瞳がメリールウを覗のぞき込こむ。いえ、私はサリーじゃなくてメリーです。頭の中に浮かんだ反論は瞬またたく前に消えた。名前の呼び間ま違ちがいなど、他のことに比べればささいな話だった。

「あの……、にひゃく、ごじゅーねん？」

「そうだ」

「私、アキレスク暦千六百年、三月の最初の光こう精せいの日に実験体とされたはずなんですが……」

「資料どおりだな。今日はアキレスク暦で言うと、千八百五十年、四月の二度目の火か精せいの日だ。現在はスーテラ暦に改められているが。ちなみにスーテラ暦で言うと、百二十二年だ」

　ていねいに教えてくれたおかげで計算しやすい。いや、そういう問題ではない。

「二百五十年、ぐっすりスヤスヤ？」

「ぐっすりスヤスヤだったかどうかは分からない。まだ調査を始めたばかりだからな。途中で目覚めたり、起き上がったりしていた可能性はある」

　断定を避さける口調は優ゆう柔じゆう不ふ断だんゆえ、という訳ではなく、断定できるだけの情報がないという確固たる判断によるものだった。

「しかし、ベッドの埃の積もりようから見るに、寝ね返がえりを打ったような様子さえない。他の実験体は大抵がもがき苦しんだ末に死んでいた。お前にはそれだけ、奴やつの術がよく馴な染じんだということだろう。そうなると、本当に二百五十年間、ぐっすりスヤスヤだった可能性は……、おい！」

　悠ゆう長ちように説明してくれている間に、件くだんの女性たちがショック状態から脱だつした様子だ。ぎゅうぎゅう詰めから一人、二人と抜ぬけ出だして、ヴィクトールに向かって突撃を開始する。

「なにが婚約者よ、ふざけないで！」

「ヴィクトール様、それより先に私と結婚しましょう!!」

「やめろ、エリーに危害を加えるな!!」

　咄とつ嗟さの判断により、メリールウは古びたベッドに向かってぽーいと放り投げられた。突とつ然ぜんのことに驚おどろきはしたが、着地先には柔やわらかな布ふ団とんがある。派手に埃は上がったものの痛みは感じなかった。

　だがヴィクトールは女性たちの集団に取り囲まれ、壁かべ際ぎわへ追い詰められている。

「エリーって誰ですか、ヴィクトール様!!」

「アリーは、いずれお前たちをも呪いから解放してくれる存在だ!!」

「アリーって誰!?」

　ヴィクトールが説明を重ねるたびに話がややこしくなっていくようだ。止めに入ったほうがいいのだろうか。いいや、せっかく逃にがしてくれたのに、ヴィクトールの厚こう意いを無む駄だにするだけの結果にならないか。

　逡しゆん巡じゆんするメリールウの耳に車輪の音が聞こえてきた。はっとして振ふり返かえると、割れた窓の向こうに、ヴィクトールのピアスと同じ太陽の紋もん章しようが入った馬車が走り込んできた。

「くそ、どけ！」

　待望の馬車が来たことを知ったヴィクトールが女性たちをかき分け、窓のほうへ進もうとする。しかし異様な輝かがやきに満ちた眼をした女性たちは、彼の四し肢しに絡からみついて行く手を阻はばんだ。

「ヴィクトール様……！」

　堪りかねた様子でサフィールが一人の女性にタックルを仕し掛かける。よろめいた彼女の顔が憤ふん怒ぬに歪ゆがんだ。

「何するのよ、邪魔しないで!!」

　無ぶ遠えん慮りよな力で放たれた蹴けりが、サフィールの足に決まった。女性とはいえ成人、それも子供相手という手加減ゼロの蹴りである。鋭するどい痛みに耐えかねたサフィールが床に倒たおれる。

「サフィール！　くそ、放せ……!!」

　仮面を奪うばわれないように押さえながらヴィクトールが怒ど鳴なりつけるが、理性を失った女性たちの力はとてつもなく強いようだ。ヴィクトール様、ヴィクトール様と呼ぶ声は腐くさった果実のように甘あまいのに、長い手足を押さえ付け、あまつさえ服を脱ぬがせようとしている気配があった。重じゆう厚こうかつ煌きらびやかな服は脱がせるのも容易ではなさそうなのが救いだ。

「やめろ、この……！　馬鹿な真ま似ねはよせ、お前たちも母上のようになりたいのか!?」

　ヴィクトールの抵てい抗こうが強くなり、ついに一人の女性を突つき飛とばした。だが彼女が背負っていた赤ん坊が火のついたように泣き出した途と端たん、ぐっと奥おく歯ばを嚙かみ締しめ、動きを止めてしまう。突き飛ばされた女性もすぐさま戻ってきて、うっとりと厚い胸むな板いたにすり寄り直した。

「よせ！　せめて、その子供をどこかに置いてこい……!!」

　赤ん坊は変わらず泣いているが、心配しているのはヴィクトールだけだ。全ての女性が子供好きとは限らないことはメリールウも承知しているが、すぐ側そばでこれだけ泣いている赤ん坊を全員が放置した上で、一人の男を取り合っているのは異様な光景である。やむなくサフィールが赤子を取り上げ、メリールウの隣となりに寝かせても誰も反応しない。

「メリールウ様、あなただけでも馬車に乗って下さい！」

　サフィールは逃げろと言ってくれるが、メリールウは決意した。聞きたいことはたくさんあるにせよ、眼の前の状況を放置はできない。扉を押さえることには向かなくても、この状況を打破する魔法なら自分にも心当たりがある。

「神の光よ、我わがために逆巻け！」

　アセンブルの家系が得意とする、風を生み出す攻こう撃げき魔法を唱える。といってもごく初歩的なもので、威い力りよくもかなり絞しぼった。女性たちは明らかに正気ではないのだから、軽く驚かせてヴィクトールの逃にげ道みちを用意できればいいと思ったのだ。

　想定外のことが二つ起こった。一つ目、髪をかき乱すレベルの突とつ風ぷうを吹ふかすつもりで、室内に小型の竜たつ巻まきが生じた。

「……え？」

　二つ目、ただでさえ様々な情報でグチャグチャの頭を、急激に込こみ上あげた眠ねむ気けが白く霞かすませていく。

「え、ぁ……？」

　震える指がパタリと落ちる。実験体となったあの日と同じように、ハニーブロンドの髪が敷しき布ふに零こぼれた。

　あれから二百五十年が過ぎている、とヴィクトールは言った。

　ならば、当たり前かもしれない。一瞬でも眼が覚めたことが、奇き跡せきなのかもしれない。ディートリヒが不老不死を得るため、魔法使いの名家の子息をさらっては実験失敗により殺害しているのは有名な話だった。

　──ちょっぴり時間がかかったけれど、お母様もお父様も、きっとこれで満足でしょう。すでにお二人とも、星になって空の向こうで輝いているでしょうけど。だって私、弟たちや妹たちの孫の孫の孫が生まれるぐらいまでの時を、ぐっすりスヤスヤと寝過ごしてしまったのだもの。

「やめろ！　ミリー!!」

　完全にまぶたが落ちる寸前に感知できたのは、女性たちの手を振りほどき、メリールウが生み出した竜巻の中へと突っ込むようにして向かってくるヴィクトールの姿だった。衝しよう撃げきで片マントが引ひき裂さかれ、仮面が吹き飛び、黒々と濃い眉に高い鼻び梁りようが特とく徴ちよう的てきな、男らしい美び貌ぼうが露あらわになっている。

　まあ、ミリーでもいいです、と思った。自分のことだというのは分かるし、そんな風に必死に呼んでくれる人など、二百五十年前にはいなかった。その声を支えに、今度こそ迷うことなく、光の島へと辿り着けるだろう。







　そうはならなかった。

「何が呪いだ、非科学的な！　母親に捨てられた理由がほしいだけだろうが。下らない噓うそをつきおって、お騒がせサンロードのボンボンが！　ちょっとモテるからと、いい気になりおって……!!」

　知らない男の怒鳴り声が聞こえたと思ったら、ガタゴトと激しく揺れる車輪の音に紛まぎれて遠ざかっていく。自分を支える腕うでが、小さく身じろいだ気配がした。

「……ん？」

　夢か現うつつか、どちらにしろ後味の良くない声が消え去るのと入れ替わりに、目覚めが訪れた。

「エミリー！」

「まあ、エミリーでもいいです……」

　嬉しそうなヴィクトールの呼びかけに寝ぼけながら妥だ協きようしたメリールウは、ゆっくりとあたりを見回した。

　そこはガタガタと忙せわしなく揺れる馬車の中だった。ヴィクトールに抱き抱えられていなければ、今いま頃ごろ体の節々が激しく痛んだことだろう。そもそもがぐーすか寝っぱなしだったため、体のあちこちに違い和わ感かんがある。目覚めた直後、あまりにも色々なことが起こりすぎたせいによるショック性麻ま痺ひが消えたからだ。

　窓の外に覗く景色は夕ゆう闇やみに沈しずみゆく深い森。人里から遠く離れた、ろくに舗ほ装そうされていない急な坂道を走る馬車の中で、彼女はヴィクトールの膝ひざに乗せられていた。また二百五十年が過ぎた、ということはなさそうだが、少なくとも半日余りは経たっているようだ。

「私……」

「よし、抱きついてもこないな。眼が合ったような気がしていたが、すでに眠りに落ちた後だったようだ」

　彼女の反応を確かめたヴィクトールが、安あん堵どの息を漏もらす。どうやら彼はメリールウを抱き抱えているというより、不本意な事態を防ぐために拘こう束そくしている様子だ。仮面もしっかり装着し直している。

「俺に惚れることもなく、貴重な資料が目覚めてくれてよかった……」

「ヴィクトール様、正直なのはあなたの美徳ですけど、思ったことを全部口に出すのはやめましょうね……？」

　向かいに腰こし掛かけたサフィールが呆あきれる。次し第だいに頭がはっきりしてきたメリールウは、意識を失う前の自分のやらかしを思い出した。

「だ、大丈夫ですか、ヴィクトール様!!　ごめんなさい、私、あなたを助けるつもりで」

「くッ」

　思わずメリールウが動いた拍ひよう子しに、傷が痛んだのだろう。ヴィクトールが小さく苦痛の息を詰めた。慌あわてて謝罪するが、彼は取り合わない。

「いや、大丈夫だ、ある程度の処置は済ませた。お前が脅おどかしてくれたおかげで、女たちを傷付けずに逃げられたからな」

　女性たちに大事なかったのは喜ばしいが、それはつまり、彼は怪け我がを負ったということではないか。遅おくればせながら、薬草と軟なん膏こうの匂においが鼻先をくすぐった。

「治ち癒ゆ魔法でも対処しきれないような怪我を、負わせてしまったのですね……」

　サンロードといえば、魔法使いの名家の一つ。魔法使いの一族に生まれた者ならば、修しゆ行ぎよう中ちゆうに負う傷を回復するため、よほど治癒系統の才能がない限りは治癒魔ま術じゆつの一つや二つは身に着けるものだ。

　自分の常識に当てはめて胸を痛めたメリールウであるが、その瞬間、さっきヴィクトールが口にした言葉を思い出した。

「そういえば、あなたは先さき程ほど、エーテルが消え去り、魔法の大半が失われた、と……？」

　創世の神去りし後、大気に溶け残った忘れ形見、エーテル。魔法使いは詠えい唱しようによって自らの魔ま力りよくを活性化させ、エーテルに働きかけることで奇跡の力、魔法を行使するのだ。ところがヴィクトールは、エーテルがなくなってしまったのだと言った。

「ああ、そうだ。だからお前は、非常に貴重な存在なのだ、リリー」

　怪我の痛みなどどこへやら、ヴィクトールの口調に熱が入った。相変わらずメリールウの名前は間違えているが。

「時系列の順に話そう。二百五十年前、お前はディートリヒの不老不死実験の実験体とされ、それ以降はずっと先程の屋敷で眠っていた」

　二百五十年。いまだおとぎ話のように響く数字を、ヴィクトールは改めて口にした。

「結論から言えば、お前の実験は失敗だった。ディートリヒの求めた基準には届かなかった、という意味だ。年も取らずに今まで生きてはいたが、不老不死になった訳ではない。目覚めたこの先は、普ふ通つうの人間と同じ時を過ごしていくものと推察される」

　馬車の窓に映るメリールウの姿は、なるほど十六歳の時のままだ。眠りに就ついたあの日から、二百五十年先の世界へ飛ばされた、というのが感覚としては正しい。

「だが、お前が眠っている間に世界は激変した。ディートリヒがエーテルを独どく占せんする禁きん呪じゆを開発していたことは知っているだろう？　やつのせいで世界の大気からエーテルがほぼ消え去り、魔法が使えなくなった魔法使いは死に絶え、彼等による支配は失われた」

　だからなのね、とメリールウは悟さとった。あの屋敷のエーテル濃のう度どが異様に低いことには気付いていた。

　場所の問題かとも思っていたが、ディートリヒが隠れ家として選ぶ屋敷のある場所としては不自然である。そして今も、相変わらずエーテル濃度が低い、というか、ほとんど何も感じられない。暦こよみが違うのも、支配体系が変わったからだろう。

「あの……一応、伺っておきたいのですが。ということは、私の家族も……？」

「──ああ。全員、とうの昔に亡なくなっている」

「ヴィクトール様ッ！」

　正直すぎるとサフィールは悲鳴じみた声を上げたが、ヴィクトールは揺らがない。仮面のせいで表情が伺いにくい彼の顔は、突き放すような冷れい酷こくさを帯びて聞こえた。

「事実だからな、隠しても仕方がない。……いつか分かることを先延ばしにしても、傷が深くなるだけだ」

　実体験の重みをまぶした声を聞いて、メリールウの口くちの端はしが引きつる。そこから、ふ、とかすかな吐と息いきが漏れた。

「ローリー、ショックなのは分かるが、ここからが大事なことだ。事態は一刻を争う。俺の話を……」

　ヴィクトールの声が遠い。眼の前が霞み、頰ほおをつーっと何かが伝った。母の顔が、父の顔が、弟てい妹まいたちの顔が浮かんで消える。無意識に伸ばした指先が趣しゆ味みに合わない、だが母からの唯ゆい一いつの贈おくり物ものであるイヤリングに触れた。

　二百五十年の経過。エーテルの消しよう滅めつ。それに伴ともなう魔法使いの絶ぜつ滅めつ。家族の死。膝の上をポタポタと雫しずくが叩たたいているが、ヴィクトールの言うとおりだ。過ぎ去った過去を嘆なげいても仕方がない。同じ感情を吐はき出だすなら、他のやり方がいい。

「ふ、ふ……あは、は」

　ヴィクトールもサフィールもぎょっとしたように身を引いた。それを気にすることなく、メリールウは体を二つに折って盛せい大だいに笑い転げ始めた。

「あはははははは！　二百五十年、二百五十年!?　私ってば、二百五十年もぐっすりスヤスヤ眠っていたの!?　お母様もダリルも、みんな死んでしまったのに、二百五十年!!　ダリルがお婆ばあさんになって死んでしまった後も、ざっと百五十年は寝ていたのね、私!!」

　一番小さな妹のことを脳のう裏りに描えがく。勉強を教える時にしか顔を合わせない姉のことを、本気で家庭教師だと思っていたのだろう。「メリー先生」と無む邪じや気きに呼ぶ、残ざん酷こくで可か愛わいいダリル。そんなあの子も、とっくの昔に年老いて死んでしまったのだ。

「何が目覚めるまで最低数十年よ、その十倍じゃない!!　革命は本当に起こったんだわ!!　血筋にこだわる魔法使いが力を失うことぐらいは予想していたけど、まさかエーテルがなくなってしまうなんて……!!」

　自信満々で自分に秘薬を飲ませたディートリヒを思い出せば思い出すほど、込み上げる笑いが涙なみだを蹴け散ちらした。

　ディートリヒはメリールウが生まれるよりもずっと前、つまりは魔法使いが王族や貴族として絶対の力を振るっていた時代に、貧しい村で生まれ育った。彼の祖先に魔法使いはいない。つまりは通常であれば魔力を持たない農のう奴どとして搾さく取しゆされ、死ぬまで働き続けるだけの運命だった。

　しかしディートリヒには気き紛まぐれな悪魔が投げ寄よ越こしたような、莫ばく大だいな魔力が備わっていた。そうと気付いた彼は生まれ持った素養を育て上げ、旧来の魔法使いたちが避けてきた禁呪に次々と手を付けた。

　高名な魔法使い一族は彼を嫌ったが、革命児としてもてはやす者も多かったのだ。メリールウもひそかに、彼の考えに共感を覚えていた。魔法使いも世界の初めから全てを支配していた訳ではない。遠い未来では、母も国王も権力を失っているのかもしれない。

　でも、私はここで死ぬんだから、そんな未来なんて関係ないわね。そう思いながら眼を閉じたはずなのに、本当に遠い未来で目覚めてしまうとは！　魔法使いが権力を失うどころか、魔法そのものが失われているとは!!　長生きはするものである。

「……おい、大丈夫か。泣くのもよくないが、あまり笑いすぎると、喉や神経に支障が出るぞ……？」

　恐おそる恐おそる、といった風なヴィクトールの声に、メリールウはようやく笑いを収めた。まだ少し潤うるんだ瞳を見つめ、ヴィクトールの声こわ音ねに苦みが混じる。

「すまん。つい、気が急せいた。せめて城に着いてから話すべきだったか」

「いえ、いいんです。ヴィクトール様のおっしゃるとおり、いつか分かることを先延ばしにして、真実から眼を背そむけていても、悪い結果にしかなりませんから」

　目め尻じりに残った最後の涙を拭ぬぐい去さり、胸に手を置いて心臓の鼓こ動どうを確かめる。

「ええ、大丈夫……私は、大丈夫。私は、生きて、ここにいる」

　笑うしかないほどに全てを失ってしまったようだが、幸か不幸か命は続いている。それで十分だと、思わねばならないだろう。

「失礼しました、取り乱してしまって。大丈夫です、続けて下さい」

　順応性は高いほうだ。ペコリと頭を下げて申し出ると、ヴィクトールは何やら感心したような顔をしている。

「さすが物分かりがいい。エーテルの器としてはもちろん、人としての器量も大きいようだな。冷静な判断力は、優すぐれた魔法使いの絶対条件だ」

「そ、そうですか？　僕はこの物分かりの良さが、ちょっと心配ですけど……」

　不安げなサフィールを尻しり目めに、ヴィクトールは続きを話し始めた。

「お前の実験結果を基もとに、ディートリヒは限りなく不老不死に近い肉体を手に入れた。だがそれでも足りず、完かん璧ぺきな術により世界の頂点に立つことを求めて各地で暴れ回っていた。百二十年前、俺の祖先であるジャーヴィス・サンロードがやつと戦い、重傷を負わせることに成功した。──しかし、それと引ひき換かえに、血脈に『魅了』の呪いを刻まれた」

　指先が目鼻立ちを隠す仮面に触れる。メリールウは彼の言葉と、目覚めてから起こった事実を繫つなぎ合あわせ、おおまかな事情を摑つかんだ。

「『魅了』というのは普通、相手を支配下に置くための術です。ディートリヒの得意技わざでしたけど……呪いとなると、先程の女性たちのように、誰彼構わず異性を引き寄せてしまう、という理解でいいですか？」

「すばらしい！　やはり魔法使い同士は話が早いな」

　メリールウの理解の早さをヴィクトールは大層喜んでいる。なぜかサフィールも、少しだけ嬉しそうな顔をした。

「そうだ。俺の素す顔がおを一目見れば、女はたちまち熱ねつ烈れつな恋に落ちる」

「……一目」

「ああ、一目でな。厳密に言うと、アーティファクトであるこの仮面を通さずに眼を合わせるのがよくないらしい。いったん視線を介かいして『魅了』に堕おちてしまうと、その女は全てを放り出して俺を求めるようになる。一定の距離を置けば影えい響きようは緩かん和わされるが、迂う闊かつに近付くとあの通りだ」

　さっきの惨さん状じようを思い出したか、ふう、と嘆たん息そくしたヴィクトールは表情を引ひき締しめて続けた。

「我が一族はこの呪いを解くため、敗走したディートリヒの捜そう索さく、及およびやつの討とう伐ばつを目標としている。しかし、やつのせいで魔法という概がい念ねん自体が死に絶えた世の中だ。その上『魅了』の呪いのせいで、お騒がせサンロードなどと呼ばれるほどにあちこちでトラブルを起こすことになり、ついには俺の父の代でオストアルゴに飛ばされた……」

「あら、では、ここはオストアルゴなのですか？」

　オストアルゴといえば、ここバイレールの隣りん国ごくリトリーナとの境にある地だ。メリールウが暮らしていた地域からはかなり北のほうである。夜間にいきなり拉ら致ちされたので、具体的な地名などは分からなかったのだ。

「そうだ。だが、結果としては、それでよかった。オストアルゴの領主となったおかげで、資料に存在だけは記されていたが、ずっと見付からなかったお前を手に入れられたのだからな……ネリー」

　感かん慨がい深ぶかげな様子の割に、いまだ名前を覚えてくれないヴィクトールであるが、メリールウを見つめる瞳には濁にごりのない情熱があった。娘を召めし使つかいたちの暮らす別べつ棟むねに追いやり、食事も一緒にさせてくれなかった母とは、明らかに違った。

「他の実験体よりもいい結果を出したお前に未練があったのだろう。ディートリヒはお前が眠った後も数十年間、お前の体に禁呪によって集めた大量のエーテルを注つぎ込こんでいた。その結果お前は、莫大な量のエーテルを溜ため込こんだ、生きたアーティファクトとなった訳だ！　これこそが奇跡だ!!」

　感かん極きわまった様子でヴィクトールは叫び、何やら期待に満ちた表情で右手をかざした。

「さあ、実験開始だ。神の光よ、我わが身みを満たせ」

　それはごく初歩的な治癒魔法である。詠唱は正しい。サンロードの末まつ裔えいと考えると少ないが、この魔法を使うには問題のない魔力も感じる。しかし残念ながら、というかこれまでの説明どおり、奇跡が成る様子はなかった。

「発動しないな。お前のほうは、どうだ？」

「え、いえ……特に、何も」

　戸と惑まどいながら答えると、ヴィクトールはさほどの落らく胆たんもなくうなずく。

「やはりか。なら、お前に俺を好きになってもらうしかない」

「は？」

　俺に惚れるなよって言いませんでしたっけ？　困こん惑わくするメリールウだが、ヴィクトールの中に矛む盾じゆんはないようだ。

「お前も知ってのとおり、アーティファクトは高度なものであればあるほど、使用条件が限定される」

　開いた瞬間に一回だけ炎ほのおを噴ふき出だす本程度なら、魔法使いでない人間でも扱あつかうことができる。だが強力なアーティファクトであればあるほど、使用には特定の場所や日付、別に触しよく媒ばいを必要とするなどの制限がかかっているのだ。

「お前自身は、自らの中に蓄たくわえたエーテルだ。もちろん使うことができる。むしろ先程などは、自分でも使用量の目安が分からずに強大な力を振るったばかりか、反動で気を失ったようだな」

「も……、申し訳ありませんでした」

　反射的に謝あやまったメリールウにヴィクトールは首を振った。

「責めているのではない。お前の存在は、我が一族の希望だ」

　不意に手を握にぎり締しめられ、眼をぱちくりさせるメリールウに彼は自分の望みを告げた。

「だから、俺に心を開き、お前の中に眠るエーテルを俺にも使用できるようにしてほしい。ああ、魔力のほうは鍛きたえて維い持じしてあるので心配しないでくれ」

「……え……？　それはつまり、ディートリヒを倒して『魅了』の呪いを解くため、あなたも魔法を使えるようになりたい、という意味ですか？」

　嚙かみ砕くだいて聞き返すと、ヴィクトールはうなずいた。

「そうだ。そのために、俺たちの心を通じ合わせることが必要だと、これまでの研究で分かった」

　だから「好きになってもらうしかない」などと言い出したのだ。しかも、「好き」の種類を彼は指定し始めた。

「ただし、色いろ恋こいの意味ではない。……これ以上、女に惚れられるのはごめんだ。友情、尊敬、親愛、なんでもいい。とにかく恋れん愛あい以外の愛情を、俺に向けてほしい」

「え、ええ……？」

「婚約者だと言ったのは、『魅了』の呪いがあの宣言で薄うすまることを期待してだ。──俺の父も、母を娶めとることによって、対象を母一人に限定させたからな。あまり効果がなかったようで残念だ。だが、俺は少なくともこの呪いが消え去るまでは、誰とも本当に結婚する気は……」

「ヴィクトール様、ヴィクトール様、ちょっと！」

　黙だまって聞いているのも限界に達した様子だ。堪りかねたように、サフィールが声を張り上げた。

「なんだ、サフィール」

「ちょっとって言ってるでしょ!?　いったんメリールウ様と離れて下さい！　あーもう、やっぱり先にアントニオさんのレッスンを受けさせるべきだった……!!　とにかく！　作戦会議が必要です!!」

「離れろと言われても、馬車の中だぞ？　このまま聞く」

「だめですよ！　このままだと、メリー様に丸聞こえじゃないですか!!　とりあえず、その方を膝から降ろして下さい！」

「いや、だめだ。単純接せつ触しよくの回数が増えるほど、親愛の情というのは呼び覚まされるものだそうだからな。それに道が悪い。支えておいてやらないと、貴重な資料が損そこなわれる可能性がある」

　血相を変えて説教するサフィール、真ま面じ目め腐くさった顔で正論らしきものを述べるヴィクトール。嚙み合わないやり取りを見つめているメリールウの唇から、笑えみが零れた。

「……ふふっ」

　瞬間、馬車の中に緊きん張ちようが走った。先程の大笑いが響いているのだろうが、安心してほしい。

　元々いるかいないか分からない、空気のような娘だと言われていたのだ。目覚めたら二百五十年経っていて、一いち族ぞく郎ろう党とう死に絶えていた以上に心を揺らすことなど、もう二度とないだろう。

「面おも白しろい方ですね、ヴィクトール様って」

　ヴィクトールの言うことは、ものすごく端たん的てきで身も蓋ふたもなく自分勝手で、正直だった。

　母の機き嫌げんを読み続け、彼女の真の求めに相応ふさわしく振ふる舞まうことに疲ひ弊へいした胸には、いっそ爽さわやかに染しみた。

「分かりました。そのお話、お受けします」

「ええ!?　いいんですか、メリー様!?」

　真っ先に反応したサフィールに、笑え顔がおでうなずいてみせる。

「構わないわ。だって私、気付けば家族もみんな死んで、一人ぼっちになってしまったんだもの。ヴィクトール様に協力すれば、衣食住の世話ぐらいして下さるでしょう？」

「当然だ。『白き魔法使い』の娘に相応しい待たい遇ぐうを約束しよう」

　間かん髪はつを容いれずヴィクトールは請うけ合あってくれた。ぐーすか寝ている間に過去との訣けつ別べつは済み、未来の保証も得られた訳だ。何やらとても不安そうなサフィールには悪いが、むしろ人生で一番、晴れ晴れとした気持ちだった。

　だって、もう、誰もいないんですもの。ディートリヒにさらわれても、もしかしたら誰かが助けに来てくれるかもしれないと、そんな希望を持つ必要すらなくなった。

　自由なのだ。そう思うと、なんだかよく分からないうちに手に入った莫大なエーテルや魔力とは別に、やる気とか未来への希望みたいなものがムクムクと湧わいてくる。

「絶対に死んだと思っていたけど、こうして目覚めたのも、神様の思おぼし召めしだと思うの。いろいろな名前で呼ばれるのも、生まれ変わった感じがするし。新しい人生、なんでもチャレンジしてみなくっちゃ!!」

　えいやと腕を突き上げて、はつらつと宣言する。生家の隅すみで息を殺し、じっと身を潜ひそめていた時とは大違いの開放感にメリールウは包まれていた。不老不死チャレンジは失敗に終わったが、やった甲か斐いはあったというものだ。

「なんと前向きな娘だ、すばらしい」

　ヴィクトールもメリールウの反応がいたくお気に召めした様子である。

「大丈夫ですか？　メリー様が向いてるの、本当に前ですか？」

　サフィールの不安はかえって増している様子だが、前だけを向いて生きていくと決めたメリールウは、さっさと次の話題へと話を進めた。

「ところで、私自身の力によってディートリヒを倒す、というのはありですか？　なんだか私、すごく強い魔法使いになったみたいなので」

　唯一精算できていない過去、ディートリヒ。彼が与えてくれた力によって彼を滅ほろぼす。それこそが、この目覚めの最大の意味のような気もしていた。

「もちろんだ。お前も戦ってくれるなら、それに越こしたことはない」

　メリールウをただの資源として利用する気はないようだ。逆に矢や面おもてに立たせぬよう、自分を魔法使いにしてくれと言ったのだろう。

「だが、お前を一人で戦わせる訳にはいかない。平行して、俺も魔法が使えるようになるよう、協力してほしい。我が一族の恨うらみは、できれば俺の手で果たしたいからな」

「ええ！　がんばって、あなたのことを程ほど々ほどに好きになってみせます!!」

　チャレンジ！　とばかりにメリールウは笑う。その様をサフィールは、一人気を揉もみながら見守っていた。







　ヴィクトールの治ち療りようを申し出たメリールウであるが、髪をそよがせるつもりで竜巻を出してしまった前科がある。現在の魔法使いとしての能力について、正確に把は握あくできてからでいいと断られた。

「まあ、それはそうよね。ディートリヒも過度な治癒魔法の使用で、相手を殺したことがあったし……」

　筋の通った話に納なつ得とくしたメリールウを乗せ、興味を示したヴィクトールに説明しつつ、馬車は山道を占しめる森の中を進む。

　ここはオストアルゴ北ほつ方ぽうにある自然の砦とりで、ザドス山脈の一部だそうだ。風光明めい媚びで有名な観光地である。やがて見えて来た美しい城は、雄ゆう大だいな景色と星明かりの化け粧しようを施ほどこされ、濡ぬれ光るような輝きを発していた。

「あれが、ヴィクトール様のお城なのですね」

「そうだ。黒こく鳥ちよう城じようという」

　誇ほこらしげに教えてくれたヴィクトールの居城は、一目で城主が分かるほどセンスがそっくりだった。黒と銀をベースに贅ぜい沢たくに飾かざり付つけられた佇たたずまいは、魔法使いの住まいとして相応しい。炎カラスと呼ばれる、嘴くちばしと足だけが赤いカラスが屋根のあちこちに止まっているのもそれっぽい。

　ここには左さ遷せんされてきたようなことを言っていたが、辺境伯と言えば強大な権力の持ち主と相場が決まっている。いずれにせよ、いかにも金のかかる城を用意できるだけの財力の持ち主という訳だ。

　母がせっせと金をつぎ込こんでいた生家に思いを馳はせている間に馬車が停とまった。真っ先にサフィールが飛び降りる。

「お二人は、一度こちらでお待ち下さい。ヴィクトール様が急に女性を連れて戻ったと知ったら、アントニオさんたちがびっくりされてしまいますから!!」

　そのまま駆かけ足あしで城の中へ走り込む少年を迎むかえ入いれるため、大きな扉が静かに開く。魔法により自動開閉する扉はメリールウもよく知っているが、これは少し違う。門もん扉ぴを守る、荒あらい目鼻だちのみが彫ほられた人形──サーヴァントたちの力だ。

　サーヴァントとは、魔法使いが使し役えきする下げ僕ぼくの総そう称しようだ。人形、好みによっては動物の模型などを魔力で操あやつり、便利な召めし使つかいとするのである。

　サンロード家はサーヴァントを使役する術に定評のある一族。エーテルが失われたに等しい現在でも、対象に太陽の家か紋もんを刻み、血を媒ばい介かいとすることで単純作業程度なら任せられるらしい。

「そうか、伝令魔法が使えないのですね」

「残念ながらな。城まで戻ってくれば、サーヴァントに手紙を持たせることもできるが、お前については情報量が多い。ここはサフィールに任せよう」

　言いながら、ヴィクトールは馬車を降りた。

「他の召使いの方たちは、私が来ることをご存じないのですか？」

　その手を借りて同じく馬車を降りたメリールウは、馬型サーヴァントたちを物もの珍めずらしげに見やりながら尋ねた。馬車の中にいた時は気付かなかったが、疲つかれ知らずで御ぎよ者しやなしでも指定のルートを走る、便利な代しろ物ものだそうだ。

「急な話だったのでな。なにせお前がいたあの屋敷は、年月が経ち隠微の結界が綻ほころびたせいで発見されたはいいが、付近に住む者たちの判断で取とり壊こわされる寸前だった。内部に何があるか、ろくに調査もしないまま……」

「まあ！」

　驚くメリールウに、ため息交じりに理由を説明してくれる。

「魔法は完全にこの世界から死し滅めつした訳ではない。だが、魔法使いの大半が世を去ったことにより、何やらうさんくさいもの、という考えが定着してしまった。……特にこのあたりは、サンロード家が領主になったことで魔法への反発が強くなった。妙なものを見付けたら手を触れず、連れん絡らくするように申し伝えてあるのだが、なかなか徹てつ底ていされない」

「では、ヴィクトール様は本当に私の命の恩人なのですね」

　彼等に発見されなければ、あと二百五十年ぐらい寝ているのではないかと悠長に考えていたが、そう甘くはなかったようだ。秘薬を飲んだ時に死んだとは思っていたが、屋敷ごと潰つぶされて死ぬというのは、なかなかぞっとしない。

「ああ、そうだ。ふむ、恩人という間あいだ柄がらはいいな。程ほど良よい親密さを感じさせる」

「そうですね。今のお話で好感度が上がった気はしました。では後で、魔法が使えるようになっているか試ためしてみますか？」

　のどかに話し合っているところへ、ばたばたと忙しない足取りが近付いてきた。

「うわ、本当にヴィクトール様が女の子を連れて来てるじゃねーか!!」

　開きっぱなしの扉から飛び出して来たのは二人の男性である。まず、眼を丸くして驚いているのは金きん髪ぱつの爽やか青年。腰にエプロンを巻いており、どうやら料理人の様子だ。その割に、まるで友達のような気安い態度だが。

「ほう、面白い相をしている。そこをヴィクトール殿どのに見み込こまれたのか」

　もう一人は褐かつ色しよくの肌はだをした男性だ。二十代と思おぼしき先の青年より年とし嵩かさで、三十半ばといったところではなかろうか。

「ちょ、あの、待って、ちょっと、まだ説明が終わってないですよ!!」

　彼等を追いかけてサフィールも姿を現した。広い城内を走り回ったせいか、顔が髪色に近いほどに赤くなっている。

「しょうがねえだろサフィール、これが落ち着いていられるか！　あのヴィクトール様が、自主的に女連れで戻もどって来きたんだぞ、こいつは奇跡だ!!　しかもすでに、抱いて運ぶほどの仲良しこよしだ！」

　びし、と彼が指差すように、ヴィクトールは当たり前のようにメリールウを抱き上げている。裾すそが魔法によって切り裂かれているものの、豪ごう奢しやなマントも外して彼女をくるんでやっていた。

「マリーの履はき物ものを用意できなかったのでな」

「寝ているところを拉致されましたので、寝間着姿ですしね、私。ありがとうございます、ヴィクトール様。とても温かいです」

　ぬくぬくとその腕に抱えられているメリールウは、完全に庇ひ護ごされた小動物扱いであったが、興奮した金髪青年は続けてまくし立てる。

「だがな、ここで油断しちゃいけねえ。長く付き合っていくためには、最初が肝かん心じんだからな。ヴィクトール様のことだ、一夜の遊び相手を見み繕つくろってきたとは思わないが」

「アントニオ、レイリーは一夜の遊び相手などではない。俺の婚約者だ」

　そんな安い扱いはしないと、ヴィクトールはきっぱり言い切った。一瞬、場が水を打ったように静まり返る。

「いやったぁー！　ばんざい！　ばんざーい!!　これでサンロード家が絶えずに済む!!」

　次の瞬間、アントニオと呼ばれた金髪青年は両手を振り上げて大喜びし始めた。

「む、婚約者だと？　しかし私の占うらないでは、まだ恋の兆きざしなど出てはいないのだが……」

　褐色の肌の男性はカードを片手に納得のいかない顔だ。目鼻立ちのしっかりした濃い顔付きといい、アクセサリー多めのエキゾチックな服装といい、一人だけこのあたりの人間ではなさそうである。もっと南方の出身ではないだろうか。

「ストップ、ストーップ！　全員お黙だまりなさーい!!　メリールウ様がびっくりしちゃうでしょうがー!!」

　口に手を当て、サフィールは騒がしい男たちを叱しかりつける。周りに年上が何人いようが、諫め役は彼、というのが変わらぬ現実であるらしい。
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「気にしないで、サフィール。一度にしゃべり出した人たちの話を聞き分ける、これも新しいチャレンジよ」

　怒ど濤とうの勢いでやって来た二人に驚いたのは事実だが、気き遣づかってくれる必要はないのだ。微笑ほほえんだメリールウは、気持ちだけ頭を下げて元気よく挨あい拶さつした。

「初めまして、みなさん。私はメリールウ・アセンブルと申しますが、覚えにくければ適当に呼んでいただいて大丈夫です。形式上はヴィクトール様の婚約者ということになっております。二百五十年前の人間ですので、今の時代についての知識が不足しておりますから、至らぬことも多いと思いますが、なんでもチャレンジ！　の精神で挑ちよう戦せんしていくつもりです。いろいろと教えていただけると嬉しいです!!」

　場は再び静まり返った。

「……は？」

　アントニオが間抜けな声を出し、サフィールが「ほら、最後まで説明を聞かないから……」と天を仰あおぐ。対照的に、褐色の肌の男性は瞳を輝かせ始めた。

「アセンブル！　なんと、アセンブルの娘か。それも二百五十年前の……道理で不思議な相をしているはずだ……！　そうか、ついにディートリヒの実験の生き残りを見付けたのだな!!」

　察しの良さに加え、彼から伝わる微び細さいな魔力の波動にメリールウはピンときた。

「あなたはもしかして、魔法使いの方？」

「ああ、そうだ。もっとも、メリールウ殿の常識からしてみれば、物の数にも入らないレベルだと思うがね。すでにご存じかとは思うが、今の世界からはエーテルがほぼ失われているせいで、魔力を保つのもなかなか難しいのだ」

　ゆったりと微笑んだ彼は、短く刈かり上あげた黒くろ髪かみを撫でて自己紹介を始めた。

「私はモルダートン。この城には僭せん越えつながら客分として逗とう留りゆうしている。火の魔法も少しばかり使えるが、カードを使った占いが一番得意だ。特に恋占いが、ね」

　指で挟はさんだカードを振って気取ってみせるモルダートンに、メリールウは臆おくすることなく「よろしくお願いします、モルダートン様」と微笑み、サフィールは頭を抱えた。

「い、一番の常識人が食いついてしまった……魔法使い絡がらみなら、無理もないけど……」

　サフィールの目もく論ろ見みとしては、モルダートンぐらいは一緒に周囲の暴走を食い止めてくれると踏ふんでいたのだろう。しょっぱなから当てが外れて悲しむも、慣れた展開ではあるらしく、立て直しを図はかり始めた。

「あの……、とりあえず、長旅とか怪我とかで、僕らは大変に疲れております。詳くわしいお話は、明日にでも」

「そうだな。俺は大丈夫だが、お前とケリーは一晩休んだほうがいいだろう」

　もっともらしくヴィクトールが同意する。

「僕もちょっとは怪我してますけど、ヴィクトール様が一番ひどいんですからね……？　ご自分の頑丈さを過信しすぎると、また前みたいにぶっ倒れますよ……？」

　呆れるサフィールの頭を飛び越え、アントニオはモルダートンとすばやく目配せを交かわし合った。

「そうだな、ヴィクトール様とサフィールは休め。そのレディのことは、いったん俺たちに任せな。なあ、モルダートン？」

「ああ、そうだな。いろいろと、お聞きしたいこともある」

　何かを含ふくんだ表情で彼等はうなずき合ったが、ヴィクトールはあっさり断った。

「いや、ユーリーの面めん倒どうは俺が見る。だが……」

「え、あんたが面倒を見んの？」「自分の面倒もロクに見られず、サフィールに迷めい惑わくをかけているのにか？」と驚くアントニオたちをよそに、彼は忌いま々いましそうにつぶやいた。

「……しまった。急な話だったので、着き替がえの類いを用意するのを忘れていた」

「あー、そういや、そうだな。この城、女物の用意なんてないものなー」

　アントニオが気まずそうに髪をかき混ぜる。

「こちらにお住まいなのは、あなたたちだけなんですか？」

　メリールウの問いにモルダートンは肩かたを竦すくめた。

「もう聞いていらっしゃると思うが、例の呪いのせいで、とてもじゃないが普通の女性はヴィクトール殿の側に置けないのだ。男性の召使いも、魔法の研究をする主を嫌いやがるのでね。幸いにサーヴァントたちのおかげで、最低限の人手は足りているのだが」

　つまりはお仕着せのメイド服などもない、ということなのだろう。いくら冷れい遇ぐうされていたとはいえ、さすがにメイド服は着たことがなかった。この際チャレンジしてもいいかもしれない、と考えていたが、当ては外れたようだ。

　メリールウがどうでもいいチャレンジについて考えている間に、ヴィクトールは苦く渋じゆうに満ちた決断をした。

「当面は、母のものを使わせる」

「えっ、いいんですか、ヴィクトール様!!」

　目を剝むくサフィールに、ヴィクトールはやむを得ない、とため息をつく。

「ロベルト商店の定期便は、昨日来たばかりだろう。ネティラで騒ぎを起こしたばかりだからな。例の件も控ひかえていることだし、あまり人心を騒がせるのはよくない」

「……まあ、それもそうですね」

　サフィールも納得し、ヴィクトールはメリールウを抱いたまま城内に向かって歩き出した。

「フィリー、腹は減っているか」

「二百五十年、寝ていたからですかね？　まだ体が本調子ではないのか、あまり食欲は感じません。それよりも、今は休ませていただけるとありがたいです」

　いくらヴィクトールがスプリングを務めてくれようが、山道を馬車で登れば結構体に堪こたえる。あまり外出の機会がなかったので、なおさらだ。

「分かった。寒くはないか？」

「大丈夫です。このマント、防寒機能もあるようですね。とても温かいです」

「それが分かるとはさすがだ。これも一種のアーティファクトで……」

　話がアーティファクトに及ぶと、明らかにテンションの上がったヴィクトールの声が遠ざかっていく。二人を見送る召使いたちの唇から、ややあって深いため息が零れ出た。

「……なんというか……」

「拾ってきた子こ猫ねこの面倒を見る子供を見守るようなハラハラ感があるな……」

「無機物の扱いには長たけた人なんですけど、生身の生物は不得手な方ですから……しかも、ご自身にあまりその自覚がないし……」

　モルダートンとアントニオは顔を見合わせ、サフィールは早くも胃が痛そうだ。

　不安は募つのるばかりであるが、暗い顔をしていても始まらない。アントニオは思考の切り替えに努めた。

「まあ、いいほうに考えようぜ。あのヴィクトール様が、ついに自分から女の子を連れて来たんだ！」

「しかもアセンブルの娘だからな。ディートリヒへの対たい抗こう策としては大いに期待できる!!」

　話し合う大人たちの期待が決して的外れではないことをサフィールは知っていた。

「でも、盛大に的が外れそうな気しかしないんだよなぁ……」

　楽天的な二人の横で、心しん配ぱい性しようの少年はそっと胃を押さえていた。







　召使いたちの不安をよそに、ヴィクトールはメリールウを抱いたまま城内を突き進む。道すがら、内部の作りを大おお雑ざつ把ぱに説明してくれた。

　門を入ってすぐ先は中庭を抱いた城門館であり、東の塔とうと奥おくにある本館に繫がっている。本館は五階建ての建物で、一階と二階は召使い用の部屋、三階はヴィクトールの実験室、四階から五階へ吹ふき抜ぬけるような形で玉座の間があるのだそうだ。

「俺の部屋は四階、当面お前に使ってもらう部屋の隣だ」

「ヴィクトール様のお母様の部屋、ですね」

「……そうだ」

　本館に続く渡わたり廊ろう下かの途中で教えてもらったとおり、彼の足は四階の一室で止まった。

「ここだ」

「まあ……すてきなお部屋」

　案内されたヴィクトールの母の部屋は、豪ごう華かだが長く使われていない場所であるようだった。メリールウが知る最高の貴婦人といえば母だが、母の私室に勝まさるとも劣おとらないほど立派だ。好みの差や時代の流れによる流行の変へん遷せんは伺えるものの、贅ぜいを尽つくし、主の格を示そうとしている点は同じである。

　ここに住んでいた女性は、よほど愛されていたのだろう。胸にチクリとしたものを覚えるメリールウを抱えたまま、ヴィクトールは室内の様子を観察して眉をひそめた。

「む、いかん、少し埃っぽい。単純作業しかできないサーヴァントでは、細かなところまで掃そう除じの手が回らんから……とりあえず、今夜は我が慢まんしてくれ。明日にでもサフィールか誰かに掃除させよう」

「ありがとうございます。大丈夫です、お掃除なら自分でできますから」

「いや、お前には『白き魔法使い』の娘に相応しい待遇を約束したからな。せっかく上がった好感度が下がってはいけない」

　生き真ま面じ目めに答えながら、ヴィクトールはメリールウを豪華なベッドに降ろしてくれた。

「その格好なら眠るには支障はないな。クローゼットに入っている服は好きに着てもらって構わんが……いかんな、ここにはメイドもいない」

　貴婦人のドレスというのは、一人で脱だつ着ちやくできるようにはなっていないのである。ヴィクトール様の服も絶対に無理ね、とつい考えてしまったメリールウを尻目に、ヴィクトールは数秒の逡巡の末、結論を出した。

「仕方がない。明日から俺が手伝おう」

「え？」

「安心してくれ、下心などない。俺は貴重な実験体としてのお前にしか興味はないからな」

　正直にすぎる断定に目を丸くしたメリールウをよそに、ヴィクトールはもう次のことを考え始めている。

「いっそ掃除も俺がすればいいか。人の部屋の掃除をしたことはないが、お前の好意を得るためなら……どうした？」

　思わずくすくすと笑い出してしまったメリールウを見て、ヴィクトールは眉まゆ根ねを寄せた。

「──大丈夫か？　あまり大笑いすると、また喉を痛めるかもしれんぞ」

　心配そうな声音に危あやうく更に笑いそうになったが堪えた。安心してほしい。過去のアレコレについては、メリールウの中ではすでに決着が付いている。

「いえ、ご心配なく。お掃除も着替えの手伝いも結構ですわ。私、普ふ段だんから自分のことは自分でしてきましたし」

「……『白き魔法使い』の娘である、お前が？」

　不ふ審しんそうな目付きに少し慌てたメリールウは、さり気なく話の流れを変える。

「あの、私の好感度を上げることをご希望でしたら、さしつかえなければあなたのお母様のことを話して下さいません？」

　ヴィクトールの目付きがさらに険しくなる。二百五十年前のメリールウであれば、失敗したと青くなったかもしれないが、今のメリールウに失うものは何もないのだ。

「城主のお部屋はヴィクトール様が今使っていらっしゃるんでしょう？　ということは、お母様は城主ではなく、従ってサンロード家の方ではない、ということになりますよね」

　魔法使いに男女の能力差はない。優ゆう秀しゆうなほうが家長となる文化であり、アセンブルもイヴリンが主を務めていた。

　だが城主の部屋が別にあるのだから、ヴィクトールの母は城主ではない。つまりはサンロード家の人間ではない女性であり、サンロード家の男性である彼の父にかかった呪いの対象だ。

「大切な秘密を打ち明ける。親愛の情を呼び覚ますには、手っ取り早い方法だと思いますわ。……ヴィクトール様は失礼ながら、それほどお年という風ではありませんのに、お父様もお母様もいらっしゃらない様子なのは、どうして……？」

　前の城主夫妻がいるのなら、召使いたちと同様、ディートリヒへの切り札として紹介ぐらいしてくれてもいいはずだ。だが実際にその気配はなく、彼の母の部屋は何年も使われた様子がない。お騒がせサンロードなる二つ名と、何か関係があるのだろうか。

「──そうだな。お前には、隠しても意味がなさそうだ」

　仮面の縁ふちを軽く指でなぞってから、ヴィクトールは口を開いた。

「十年前、遠乗りに出た先の事故で父は死んだ。それによって母にかかっていた『魅了』が解けた。だから、母は出て行った。すでに別の男と再さい婚こんしているはずだ」

　自分について語る際も、ヴィクトールの説明はシンプルで余計な付け足しがなかった。

　ただ、少しだけ、仮面の奥の瞳が揺れていた。

「……教えて下さって、ありがとうございました」

　術者が死ねば、大抵の場合術は解ける。先程見たように、ヴィクトール以外の全てを忘れさせるほどの術であっても、解ける。

　影響力が大きい分、解けた後の反動もまた大きいのだろう。結婚、出産という人生の一大イベントが「魅了」によって過ぎ去ったと知った時、ヴィクトールの母が受けたショックは想像に難かたくない。別の男性との再出発を願うのも無理はない。

　同じ過あやまちを繰り返さぬよう、ヴィクトールは自分の助力を求めているのだ。少しばかり、「魅了」の呪いについて思うところもあったが、振り切るようにメリールウは宣言した。

「私、きっとあなたを立派な魔法使いにしてみせます。でなければ、私がディートリヒを倒してご覧に入れます！」

「頼もしいぞ。お前を発見できてよかった」

　湿しめっぽいのも後ろ向きも、本来の性に合わないらしい。メリールウの気合いに応じ、ヴィクトールはすぐに元の調子に戻った。

「まずはお前の能力の確認、平行して俺へのエーテル使用許可証となる好感度の累るい積せき、ディートリヒの居場所の捜索！　最終的には奴やつの討伐!!　忙しくなるぞ、よく眠っておけ!!」

「ええ！　私も押し潰される前に、ヴィクトール様に見付けていただけてよかった!!　それじゃあ、おやすみなさい!!」

　明るく手を振ったメリールウを残し、ヴィクトールも満足そうにうなずいて出て行った。

「本当に、面白い方」

　一人きりの部屋の中、メリールウはぽつりとつぶやく。

　我ながら、もっと盛大に落ち込んでいい場面が何カ所があった気がするのだが、ある意味ヴィクトールのおかげである。落ち込んでいる暇ひまもなく、気が付くと割に今の時代に馴染んでいる自分がいる。

　目を上げれば窓の外には無数の星。死者の魂は星になるという。

　あの星は、母だろうか。父だろうか。弟だろうか。妹だろうか。

　メリールウはゆっくりと右手を掲かかげた。家族の誰かが輝いているかもしれない空へと、ひたりと照準を合わせる。

　髪をそよがせる風を出すつもりで、竜巻を呼んでしまったのだ。

　ならば、僭越ながら「期待外れ」なりの本気を込めて、この身の内に溜め込まれた全てのエーテルを出し尽くす勢いで魔法を使ったとしたら。

　刹せつ那なに込み上げた衝しよう動どうはため息となってどこかへ去った。手を下ろしたメリールウは、あの日ディートリヒにしたようにペコリと頭を下げる。

「さようなら、みんな。私、これからは生まれ変わった気持ちで楽しく生きていきますから、どうぞそちらもご自由になさって。……もしも生まれ変わっていても、会いに来てほしいなんて思いませんから」

　そしてヴィクトールに言われたとおり、さっさとベッドに潜もぐり込こんでぐっすりスヤスヤと眠った。
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　翌日、すっきりした気分で目覚めたメリールウは自分で服を選び、着き替かえた。

「うーん……ヴィクトール様の好みと私の容姿のバランスからすると……これ！」

　悩なやんだ末、クローゼットの中から一着を選び出して姿見の前で合わせてみる。

「色もデザインも、ちょっと私には大人っぽすぎるけど……これもチャレンジよね」

　ヴィクトールの母のドレスは、いずれも深くて濃こい色の、豪ごう華か絢けん爛らんなものばかり。その中から選び出したのは、濃のう紺こんをベースにしたシックなものだった。

　他のものと比べると色目と装そう飾しよくはややおとなしいのだが、着こなせるかどうかは正直自信がない。メリールウ同様、化け粧しようをしなければ地味な顔の母も避さけた類たぐいのドレスだ。

「……まあ、サイズ違ちがいは厳しいものがあるけど、これもまたチャレンジ！」

　その思いであっちを詰つめ、こっちをたくし上げ、どうにか形になったところでヴィクトールたちが迎むかえに来た。緊きん張ちようしながら部屋の外に出たメリールウは、仮面越ごしの視線が静かに全身を眺ながめるのを感じた。

「……い、いかがですか」

「……そう、だな」

　隣となりのサフィールは明らかにハラハラしているが、ヴィクトールは一いつ瞬しゆん眼めを見張ったものの、取り乱したりはせずにうなずいてくれた。

「とても魔ま法ほう使つかいらしく、すばらしい！　強力な魔法使いは、こうでなくてはな。……だが、お前には、もっと淡あわい色のほうが似合いそうだ。魔法使いらしさとお前らしさを両立させたドレスを、早く仕立てさせないとならん」

「ありがとうございます」

　ほっとしたメリールウが慎しん重ちように歩き出す。具合を確かめるような、ぎこちない歩き方にヴィクトールはすぐ気付いた。なにせ彼かれは今日も帳面を手にしており、メリールウを観察する気満々なのだ。

「どうした？　どこか痛むのか？」

「いえ、そういう訳ではないんです。服のサイズ違いはどうにかできましたけど、靴くつは詰め物をしても歩きにくくて……きゃあ！」

「確かにな。そこに思い至らずに悪かった。サイズの合うものが届くまでは、俺おれが直そう」

　そして、それが間に合うまでは道中のメモを諦あきらめて抱だいて運ぶ、ということらしい。思わず悲鳴を上げてしまったが、ヴィクトールのやり方にはだいぶ慣れてきたメリールウである。おとなしく運ばれていきながら、別の気になることについて質問した。

「ヴィクトール様、靴を直せますの？」

「やったことはないが、なんとかする」

　謎なぞの自信に満ちた断言を、サフィールが苦く笑しようして補足する。

「……任せてあげて下さい、メリー様。この方、頭はいいし手先も器用ですし約束は守りますよ。必要だと思えばやり通す実行力をお持ちです。……ちょっと手段を選ばないだけで……」

　それも大体分かっていたことではあった。少なくとも、その場しのぎの噓うそでごまかすような性格ではない。

「分かりました。お願いしますわ、ヴィクトール様」

　最悪靴がなくても、山の中はちょっときついが、城の中なら歩行は可能だ。新たなチャレンジだと思えばいい。心配なのは別のことである。

「ですけど、ご自身のお体を第一になさって。まだお怪け我がが治りきっていないのに、昨日も遅おそくまで起きていらしたのでしょう？　顔色がよくありませんわ」

　顔の半分が仮面に隠かくれているので分かりづらいが、アセンブルは治ち癒ゆ魔ま法ほうも割と得意だ。不調の印を見み逃のがさず指し摘てきすると、ヴィクトールはちょっと驚おどろいた様子で首を振ふった。

「俺はこれまでも、魔法の研究で怪我をしたり、何日も徹てつ夜やを」

「ヴィクトール様」

　柔やわらかく、しかしたしなめる言い方でメリールウは彼を呼んだ。

「私はこれまでの研究よりも、ずっと重要で、その分慎重に扱あつかうべき存在なのでしょう？　ですから、ヴィクトール様もより万ばん全ぜんの体調で当たって下さらないと。治癒魔法でも、体力までは元に戻もどせませんのよ」

　ヴィクトールの性格に沿った言い方は効果抜ばつ群ぐんだった。

「一理ある。努力しよう」

「そうしていただけると、私もサフィールも喜びますわ」

「……ええ、もちろん！」

　感謝に輝かがやく瞳ひとみでサフィールも同意してくれた。そのまま三人は階段を降りて、二階にある会食の間に入った。

「まあ、こちらも立派なお部屋ですのね」

　城全体の統一された趣しゆ味みに従い、豪華なシャンデリアが下がった室内は広々としており、天てん井じようも高い。母が毎夜のように開いていた、華やかな晩ばん餐さん会かいもここなら開かい催さいできるだろう。

「ああ、城の規模に合わせるとこういう作りになった。もっとも、『魅み了りよう』の呪のろいが解けないままでは、ここに人を呼ぶことは難しいが……」

　ただし参加者は解説してくれるヴィクトールとメリールウ、給きゆう仕じをするアントニオとサフィールのみ。モルダートンは習慣で朝食は先に済ませたそうで、席を外している。

「なら、もぐ、こちらに人をお呼びできるように、もぐもぐ、私もがんばらないといけませんね、もぐもぐもぐ」

「その意気だ」

　うなずくヴィクトールとメリールウを交こう互ごに見つめ、ポリッジ粥に続いてブラックプティングやベイクドビーンズの盛り合わせを運んできたアントニオは顔を引きつらせた。

「──何をしているんだ？　ヴィクトール様」

「掃そう除じも着き替がえの手伝いも断られたので、食事を与あたえている」

　主あるじとして上座に腰こし掛かけているヴィクトールは、何を当たり前なことを、と言わんばかりの態度で答えた。

「まあな。飯は食わせないとな。だってこのレディは、二百五十年間何も食わずに寝ねていたんだ。だが、なんであんたが手ずから食わせているんだ？」

「決まっているだろう。好感度を得るためだ」

　斜ななめ前の席に座すわったメリールウの口に、さっきからずっとヴィクトールはせっせとポリッジをすくっては与えていた。

「好感度を得られるか、これで？」

「こんな風に人に食べさせていただくなんて、子供の頃ころ以来ですから。少し恥はずかしいですけど、新しん鮮せんではあります、もぐもぐ。昔より香こう辛しん料りようたっぷりでおいしい！　もぐもぐもぐ。アントニオはお料理上じよう手ずね、もぐもぐもぐもぐ」

　悪い気分はしないし、二百五十年前より味が豊かで美味だとメリールウは感想を述べた。まずはポリッジからにしたのがよかったのか、胃がもたれたり苦しい、ということもない。

「ただ、ちょっと食べづらいですね」

「やはりか。俺も、人が食べる速度に合わせて食べ物を差し出すのは、存外難しいと痛感していたところだ」

「そうでしょうね。ていうか、今気付きました？」

　サフィールは呆あきれ顔がおをしているが、メリールウはやんわりと微笑ほほえんだ。

「そんなに難しいことを、ヴィクトール様だけにさせるのはよくありませんね。それに、ヴィクトール様がちっともお食事ができておりませんし。はい、あーん」

「なるほど、一理あるな、もぐもぐ」

　入いれ替かわりに、メリールウがヴィクトールの口にポリッジを運ぶと、彼も素す直なおに食べ始めた。

「メリールウ様、お優やさしい……でも、ヴィクトール様をあまり甘あまやかさないほうが……」

「……甘やかしてるか？　コレ」

　なんの儀ぎ式しきだよ、と眉まゆをひそめるアントニオであるが、何しろ彼は料理人だ。

「まあ、いいんだけどな。普ふ段だんのあんたは、研究に夢中になるとメシもロクに食わねえんだから。俺が精せい魂こん込こめて用意した料理を食いさえするなら、食べ方に細かいことは言わねーよ」

　肩かたを竦すくめた彼が次の料理を取りに行くのをよそに、メリールウはポリッジを食べさせ終えた。

「次は……」

「いや、次は俺の番だ。ところで、お前は特に抵てい抗こうもなくこれらのものを食べているが、二百五十年前と現在では食事に差さ違いはないのか？」

「そうですね、お野菜はあまり食べませんでした。肉が主食で、もぐもぐ」

「そうか、そのあたりは今も昔も変わらんのだな」

　メリールウの口にベイクドビーンズを運んでやりながらヴィクトールは感心した顔をしている。と、タイミングがずれ、メリールウの口に入り損そこねた豆がテーブルに転がった。

「あら、申し訳ありません」

「いや、こちらこそ悪かった。やはり人に食べさせるのは難しいな。この微び妙みような距きよ離りが……」

　数秒間考えたヴィクトールが立ち上がる。メリールウに近付いてきたので、椅い子すごと隣に持っていく気かと思ったら、腰こしを摑つかまれて抱かかえ上あげられた。

「きゃっ!?」

「ヴィクトール様、何を!?」

　いよいよおかしくなったかとサフィールも仰ぎよう天てんするが、ヴィクトールは抱え上げたメリールウを平然と自分の膝ひざに降ろした。

「これでいい。ほら、続きだ」

　抱え上げられるのには慣れてきたメリールウではあるが、この展開は想定していなかった。数秒はさすがに固まっていたが、ヴィクトールが何事もなかったかのようにもう一度促うながすと、小さく笑って素直に口を開けた。そこへ揚あげたてのパンを持って取って返してきたアントニオが盛せい大だいに首を傾かしげる。
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「いや、本当に文句言わねーけど、毎回こうやって食わせ合うのか？　こんな……恋こい人びと同士みたいに。それとも、お貴族様の婚こん約やく者しや同士って、こういうもんなのか……？」

「恋人同士？　馬ば鹿かを言うな。婚約も『魅了』の呪いに対たい抗こうする一つの実験だ。うまくいかなかったが」

「失敗しても、チャレンジそのものが尊いですものね。それに貴族同士なら、婚約も婚約破は棄きも当たり前ですし、もぐもぐ」

「その通りだ。ああ、熱いから気を付けろ」

　ご褒ほう美びとばかりにちぎった揚げパンを与え、ヴィクトールはうなずく。

「とにかく、誤解しないように。俺はただ、ネリーを愛あい玩がんしているだけだ」

　すっかりタイミングを覚えたようである。メリールウが食べきるのに合わせ、的確に次の料理を食べさせてやりながら、ヴィクトールはアントニオの見解を否定した。

「昨日お前が、まるでキャリーは拾われた猫ねこのようだ、と言っただろう。それを俺たちの関係の定義として採用した」

「聞こえてたのか……あんたのことを、猫を拾った子供みたいだって言ったのも覚えていてほしかったな……」

　遠い眼をするアントニオの独白は聞こえていないらしい。

「主と愛玩動物。程ほど良よい情愛を育てるには適切な関係だろう。魔法使いにはサーヴァントはもちろん、ファミリアも付きものだからな」

　ファミリアとは、多くは動物、時には悪あく魔まや精せい霊れいなどを魔ま力りよくで従えたものだ。サーヴァント同様、魔法使いが使し役えきするものとして有名だが、元が生物であるため反はん抗こうされることもあれば、主と召めし使つかいの枠わくを超こえた愛情を育てることもある。

「メリールウ様、嫌いやなら嫌と、そろそろ言ったほうがいいですよ？」

　仮にも魔法使い一族の娘むすめをファミリア扱いだ。無礼もいいところでは、と魔法使いではないサフィールも感じているようだが、今のメリールウは気にならない。

「ヴィクトール様がおっしゃるとおり、魔法使いにはファミリアも付きものよ。サーヴァントの扱いが得意な家系でいらっしゃるし、いっそファミリアとして契けい約やくを結べば、すんなりエーテルの使用が可能になるかも」

「試ためす価値はありそうだな」

「不安しかねーぞ。おい、この後、魔法の実験を始めるんだろう？　片付けが終わるまで待っていろ、俺も見張りとして参加するからな？　ああくそ、レディの扱いをもっとちゃんと教えておくべきだった……！」

　モルダートンもアドバイザーとして加わる予定と聞いているが、彼もメリールウに妙みような興味を示していた。一いつ般ぱん人じん枠の突つっ込こみが必要だろうと、アントニオは言いい渡わたしたのだった。
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　なんとか食事も終わった。なお、ファミリア契約についてはさすがにうまくいかず、チャレンジ失敗で終しゆう了りよう。片付けも済んだ全員が移動したのは、三階にあるヴィクトールの実験室だった。

「こちらもすごいですわ……まさに、魔法使いの実験室ですわね」

　メリールウが使っている部屋を三室ほどぶち抜ぬいたような広い室内に、おびただしい数の魔法書やアーティファクト、実験器具や魔法薬などがところ狭せましと並んでいる。見覚えのあるものが七割ぐらいだったが、中にはどう使うのか不明なものも多かった。特に気になるのは、

「現代の魔法使いの実験室は、ベッドを真ん中に置くのですね。もしかすると、これもアーティファクトなのでしょうか？」

　古めかしい作りだが豪華なダブルベッドを興味深く眺めていると、先に部屋で待っていたモルダートンが苦笑した。

「いや、これはメリールウ殿どのの実験をするために用意した、ただのベッドだ。あなたがどんなタイミングで眠ねむりに入るか分からない、とのことなのでな。この上で術を行使してもらえば、倒たおれてどこかを打ったりせずに済む」

　用意のいいことだ。物を持ち上げる魔法が使えればメリールウにも可能なことだが、おそらくはサーヴァントたちに手伝わせたのだろう。

「そういうことだ。メーテル。さあ、降ろすぞ」

「エーテルと混ざった、新しいパターンですね。分かりました」

　ここまでヴィクトールに抱えられていたメリールウは、彼の腕うでからベッドの上へと移動した。物もの珍めずらしさからキョロキョロしている間に、フラスコと温度計を合体させたような器具を持ったヴィクトールが近寄ってくる。

「やりたいことはたくさんあるが、まずは基本を押おさえないとな。メルティーが持つエーテル量の測定から始めよう」

「だいぶ近くなりましたね」

　メリールウの評価をよそに、ヴィクトールはエーテル測定器の下部にあるスイッチを入れて測定を開始した。半透とう明めいの内部にぼんやりとした青い光がみるみる溜たまっていく。エーテルは色のない輝きなので、見た目に分かりやすいように着色しているのだろう。

「エーテルの単位って、ルミナスなんですね。そういえば二百五十年前は、みんな感覚でエーテル量を測定していたので、特に単位は……きゃっ!?」

　測定器の目盛りに書かれた単位に眼を留とめたメリールウが物珍しげにしゃべり出した直後、ぼん、と小さな爆ばく発はつ音おんが響ひびき、エーテル測定器は白はく煙えんを噴ふいた。ヴィクトールでもメモを取る暇ひまもない早さだった。

「まあ、これではだめだろうな。最初にお前のエーテルを測定した時も同じように壊こわれた。ちなみに一ルミナスで、手のひら大の光を生み出す魔法が使える量だ」

　言いながらヴィクトールは、百まで目盛りの打たれた計器の残ざん骸がいをサフィールに渡す。手で持ち運べる大きさのそれは、普段からエーテル濃のう度どの高いところを探すために携けい帯たいしているもののようだ。

「エーテルが無む尽じん蔵ぞうのエネルギーのように思われていた時代は、測定自体がほとんど必要とされていなかったので、単位すら存在していなかったようだな。現在は五ルミナス以上のエーテルを検出できる場所は、エーテル濃度が高いとされている。ディートリヒが各地に持っている隠かくれ家がでは、おおむね五ルミナス以上の濃度が検出される」

「そういう場所を探すと、あの人の隠れ家に辿たどり着つける可能性が高い訳ですね……」

　メリールウの理解にうなずいたヴィクトールは、次いで大小ズラリと並んだ計器の中から酒さか樽だるほどの大きさのものを選んだ。今度の計器は一気に容量が増え、最大目盛りは五千と記しるされている。

　ところが測定が始まった直後、樽形測定器もあえなく白煙を噴いて機能を停止した。帳面を開きかけていたヴィクトールが思わず手を止める。

「これもか。しかも、こんなに早く……」

「ご、五千を易やす々やすと突とつ破ぱしてしまうとは、凄すさまじいな……」

　モルダートンも眼を白黒させている。サフィールも日ひ頃ごろからヴィクトールの実験を手伝っているからだろう、表情に怯おびえが浮うかび始めていた。

　続いてヴィクトールが選んだのは、サフィールが用意していたものではなく、部屋の片かた隅すみにでんと鎮ちん座ざする巨きよ大だいな測定器だった。見た目も重量もメリールウが乗っかっているベッドほどありそうだ。

「ああ、お前はそのままそこにいろ。これは作動させると、周辺のエーテルを広こう範はん囲いに渡り……、いかん！」

　スイッチを入れた途と端たん、急きゆう上じよう昇しようする目盛りを見て取ったヴィクトールは、帳面を放り出して測定を中止した。十万まで目盛りの打たれた計器は、七万と少しをカウントしたところで動かなくなった。

「だめだ。これ以上は想定していた量の上限を超える。計測器が保もたない」

「ごめんなさい、お手間をかけてしまって……」

　ただ座っているだけのメリールウであるが、次から次へと計器が泡あわを吹ふく様には恐きよう縮しゆくしてしまう。アントニオもさすがに言葉を失っている様子だった。一番魔法と縁えんが遠そうな彼であっても、桁けた違ちがいのエーテル貯蔵量を見せつけられて平静ではいられない。

「謝あやまる必要はない！　お前は本当にすばらしいぞ、シャーリー!!」

　だがヴィクトールの声は大層弾はずんでいた。感かん極きわまった様子でメリールウの手を握にぎり締しめ、

「お前が本気になれば、この部屋、この城、いや、この国ごと吹ふき飛とばせるかもしれない……!!」

「まあ、それは新しいチャレンジですね」

「そのチャレンジは絶対やめて下さいね!?」

　具体的な数字としてメリールウの秘めた能力を見てしまった後だ。洒落しやれにもならないと、サフィールは泣きそうな声で止めに入った。ヴィクトールもいったんメリールウの手を放すが、別に従者の忠言を聞き入れたからではない。

「心配なのは、魔法を使った後に来る眠ねむ気けだな。昨日は数時間で眼を覚ましたが、大きな魔法を使えば使うほど、眠る時間も長くなるのかもしれない。この城を吹き飛ばしたはいいが、また二百五十年眠ってしまうようなことになると、研究ができない」

「それは困りますね」

「いや、城を吹き飛ばす段階でだめだろう。現代の魔法使いとして、ちょっと興味があるのは否定しないが、それを割り引いてもだめだろう？」

　真顔で止めに入ったモルダートンをよそに、ヴィクトールは真しん摯しな声で言った。

「大事なお前を失う訳にはいかない。無理はせず、一つ一つ段階を踏ふんで、ゆっくりと進めていこう、モリー」

「ええ、ヴィクトール様……」

　仮面の奥おくできらきらと光る緑の瞳を見つめて、メリールウはにっこりした。

「……ここだけ聞くと、順調にロマンスが進んでいるように聞こえるんだがなぁ……」

　微笑ましい光景であるが、二人の間に流れる感情がそのようにスイートなものではないことぐらい、女性関係に強いアントニオにはお見通しである。召使いたちの苦く悩のうを尻しり目めに、ヴィクトールはメリールウに体調に変化はないかと尋たずねた。

「いえ、私はただこうして座っているだけですから。おなかも空すいておりませんし、眠くもないです」

「なるほど、やはり魔法を使わなければいいのだな。よし、では城の外に行くぞ、カーリー」

「分かりました」

　メリールウはただちに了りよう解かいしたが、サフィールたちはにわかに慌あわて始めた。

「な、どうしてお城の外へ!?」

「もちろんベッドも運ぶ。ああ、お前はそのまま座っていろ、ホリー。俺の操あやつるサーヴァントたちなら、お前一人が乗っていてもベッドごと運べる」

「さすがサンロード家の方、サーヴァントの使役はお手の物ですね」

「いやいや、そうじゃなくてな。何をする気、というか、メリールウ殿に何をさせる気なのだ……？」

　ゴクリと喉のどを鳴らすモルダートンに、ヴィクトールはどうしてお前に分からないのか、という顔をしたようだ。仮面に隠れているので見えはしないが。

「計測の結果、現在の技術ではセロリの貯蔵しているエーテルは計測不能だ」

「急に野菜をぶっ込んでこないでくれよ、混乱するだろ。ていうか、仲良くする気があるなら、そろそろまともに名前を覚えりゃどうだ？」

　呆あきれるアントニオにもヴィクトールは調子を崩くずさない。

「計測不能は計測不能だ。つまりは、それだけ莫ばく大だいな、無尽蔵と表現していいレベルのエーテルが彼かの女じよの中にしまわれているということだ……！　となれば、後は実じつ践せんしかないだろう!!」

　ヴィクトールの言葉に応じるように、規則的な足音を響かせてやって来たのは四体のサーヴァントである。ベッドの四よ隅すみをそれぞれ受け持った彼かれ等らの膂りよ力りよくは凄すさまじく、メリールウごとあっさりと持ち上がった。

「まあ、ベッドに乗って運ばれるなんて、新しいチャレンジですね」

　のんきに初体験を喜ぶメリールウは、おおらかすぎて当てにならない。まだ理り屈くつが通じる主のほうがまし、と見たサフィールが必死に止めようとし始めた。

「待って下さいヴィクトール様、実践って何をさせる気なんですか!?　まさか本当に、この城を吹き飛ばさせる気じゃあ……！」

「そんなことはしない。さすがにこの城を吹き飛ばすと、いろいろと困る」

「ヴィクトール様、成長されて……」

　だいぶ基準がおかしくなってきているらしく、サフィールは本気で感動して眼を潤うるませている。

「適当な山を吹き飛ばしてもらおう」

「待てサフィール、この人全然成長してねえぞ！」

「チャレンジ！」

「メリールウ殿、やめなさい、本当にやめなさい!!」

　アントニオがわめき、モルダートンまで慌てふためくが、サーヴァントは一度下された命令は忠実に守る。あれよあれよという間にメリールウオンザベッドは城外へ担かつぎ出だされ、全員なし崩くずしにその後を追った。







　春の風が草原を優しく撫なでている。抜ぬけるような青空の下、ザドス山脈の雄ゆう大だいな自然をバックに、黒こく鳥ちよう城じようはますます輝いて見えた。

「いいお天気ですねえ。こんな日に、外にベッドを持ち出してのんびりなんて、すばらしいチャレンジですわ」

　メリールウがベッドごと運ばれてきたのは、城を見下ろせる位置にある崖がけの上の草原だった。山の麓ふもとの平原を、大きな河が悠ゆう々ゆうと流れていく様まで広く見通せる。

「黒鳥城も本当に美しいですし、まるで一いつ幅ぷくの絵画のよう。あれがエーマ河で、そのほとりにあるのは、私が眠っていたネティラの街ですわよね」

　豊かな水量により、バイレールやリトリーナを始めとした近きん隣りん諸国の生命を支える一方で、激しい氾はん濫らんを起こすことも多い暴あばれん坊ぼうとして有名だったエーマ河。二百五十年後の世界でも、雄大な流れは健在のようだった。岸辺に見える大きな街がネティラだろう。

「それにしても、エーマ河にあんなに大きな橋が……治水技術も向上しているのですね。あら、あれは……？」

　川かわ幅はばが広いこともあって、頑がん丈じような橋をかけることが難しく、かけてもすぐ流れてしまうエーマ河。移動魔法や水を制せい御ぎよする魔法に頼たよらねば渡るのに難なん儀ぎした河に、馬車でも平気で渡れそうな大橋がかかっているとは驚きだった。しかもその上を、馬車よりもっと大きな何かが煙けむりを上げて走っている。

「この後、景観が変わるかもだけどな……」

　アントニオにとっては見慣れた光景である。むしろ見慣れた光景がとんだことになる予感のほうが問題らしく、疑問を覚えるメリールウを尻目にヴィクトールに食ってかかった。

「ヴィクトール様、やっぱりやめたほうがいいって！　でかい魔法をぶっ放したら人目を引く!!　ただでさえ、国王夫妻のお越こしが近いんだろう!?」

　国王夫妻、という一言に少しだけ眉をひそめたヴィクトールであるが、この反論は想定内だったようだ。豪ごう奢しやなマントの裾すそを風に遊ばせながら、事も無げに言った。

「俺たちが魔法の実験で大きな音を出したり、何かを破は壊かいしたりするのはいつものことだ。今さら騒さわがれることもあるまい。……恐おそれて来なくなるなら、それに越したことはない」

「自覚はあるんだな」

　思わずつぶやいたアントニオにサフィールも加勢する。

「でも、山を吹き飛ばすなんて、本当にやめたほうがいいのでは……？　アントニオさんもおっしゃいましたけど、景観が変わる可能性があります。国王陛へい下かが来なくなるのは別にいいですけど、観光客の数が減るかも……これ以上財源が減るのはまずいですよ」

「あら、失礼ですけれど、辺へん境きよう伯はくは危険な任務だからこそお金持ちなのでは……？」

　他国との境にある辺境伯といえば、常に隣りん国ごくの動きに警けい戒かいせねばならない重職である。その分権限も大きく、懐ふところが豊かで、時には王をも凌しのぐ存在へと成長する。だからこそ、国王が視察に来るのだと思っていたのだが。

「二百五十年前はそうだったのだろうな。しかし現在、隣国との和平条約も締てい結けつされているため、かつてのような緊張状態はない。従って、辺境伯は文字どおりの左さ遷せん先という訳だ」

　そういえば彼は、オストアルゴに「飛ばされた」との表現を使ったのだった。メリールウの恐縮の意味をヴィクトールは誤解したらしい。

「大だい丈じよう夫ぶだ、イーリー。オストアルゴ自体がそう豊かではないのは事実だが、サンロード家には強力なパトロンが付いている。お前に不自由をさせることはないので、嫌きらわないでほしい」

「いえ、多少の不自由ならば、新たなチャレンジとして受け止めますけれど……でも、ありがとうございます」

　相変わらずの物言いに微笑むメリールウの横でサフィールは浮かない顔をしている。

「パトロン、か。あまりロベルト商店を財源として頼るのもよくない気がするんですよね、僕ぼく……」

「とにかく、景観を損なう可能性については心配しなくていい。本日狙ねらってもらうのは、あの一帯のハゲ山だ」

　話を戻したヴィクトールの手て袋ぶくろに包まれた指先が指すのは、連なるザドス山脈の一番東側である。

「確かに、あのあたりだけ、妙に緑が少ないですね。魔法……のせいでは、ないでしょうけど」

　そちらを見やってメリールウが相あい槌づちを打つと、ヴィクトールは「そうか、お前は知らないか」とつぶやいた。

「あの山がハゲたのは、そら、丁度ネティラの駅に停とまっている、あの蒸気機関車のせいだ」

「じょうききかんしゃ？」

　ヴィクトールが遥はるか向こうの眼下に指し示したのは、さっきメリールウが眼を留めたモノだ。黒くて四角い、馬車が何台も連結したようなそれは、確かにネティラの端はしで停まっている。

「蒸気の持つ熱エネルギーによってピストンを動かし、動輪を回して走る巨大な馬車のようなものだ。決められた線路の上を定期的に走り、駅という施し設せつで停まっては人や荷物を上げ下ろししている」

「蒸気？　あら、ということは、蒸気使いの方が操っていらっしゃる……？」

「蒸気の使用に知識や訓練は必要だが、魔力やエーテルは不要だ。蒸気を作り出すための火は主おもに石炭を燃やして得ている」

「まあ、なんてすばらしい！　今の時代の人たちは、あれに乗って河を渡るだけではなく、あちこち旅をすることができるのですね!!　すてき！　いつか蒸気機関車にもチャレンジしてみたいですね!!」

　はしゃぎ出したメリールウを、ヴィクトールは不思議そうに見つめた。

「お前は魔法使いだろう？　どこに行くにも、飛行魔法、もしくは転移の魔法でひとっ飛びできるのではないのか？」

「移動魔法に長たけた魔法使いであれば、そうですけど……移動魔法自体が非常に高度ですし、何より魔法使いがいないとだめですわ。駅にしか行けないとしても、あれだけ大量の人を一度に運べるのはすごいことです。なるほど、魔法が使えなくなればなったで、人類はちゃんと別の手段を考えるものなのですね……」

　いまだ魔法が息づく黒鳥城の中の人々はともかく、一いつ般ぱんの人々は魔法使いの助力抜きでどうやって暮らしているのだろうと思っていたが、魔法に代わる、それも素養なしで使えるエネルギーが開発されていたのだ。感激するメリールウであるが、ヴィクトールはふう、とため息をついた。

「それはいいのだが……蒸気機関に使うからと、燃料用木材の勝手な伐ばつ採さいが後を絶たなくてな。地じ盤ばんを支えていた根が減少した結果、雨が降るたびに土ど砂しや崩くずれを起こすので入山禁止にしている」

「あら、もしかしてヴィクトール様は、蒸気機関車がお嫌い？」

　これもまずい話題だっただろうか。念のために聞いてみたが、ヴィクトールの見せた憂うれいはあくまで領主としてのものであるらしい。

「いや、そんなことはない。むしろ興味はある。できれば乗ってみたい。可能なら運転もしてみたいし、解体してから元に戻したい」

「うーん、元に戻すならセーフ、か……？」

「アントニオ、お前の線引きもだいぶ怪あやしくなってきているぞ」

　モルダートンが突っ込むのをよそに、ヴィクトールの憂いは再び色を変えた。

「……だが、全てはディートリヒを倒し、『魅了』の呪いを解いてからだ。あれに乗って事故を起こせば、オストアルゴの者だけではなく、旅りよ客きやくまで犠ぎ牲せいになる」

　お騒がせサンロードの末まつ裔えいとしての物思いを振ふり払はらい、彼はメリールウを促した。

「さあ、準備をしてくれ、マリーベル」

「呼び名が一周しましたね。分かりました！」

　そう、全てはディートリヒを倒し、『魅了』の呪いを解いてから。そのためにはメリールウががんばらねばならないのだ。

「どうしましょうか。持てる最大の魔力で攻こう撃げき魔法を使いますか？　目覚めたばかりの頃と比べると、ある程度制御できるようになっているとは思いますが」

　昨日より今日のほうが、メリールウは自身の魔力及および貯蔵されたエーテルの安定を感じていた。もうヴィクトールに竜たつ巻まきを食らわせるようなことはない、と思う。

「それも見てみたいが、お前の身に何かあってはまずい。眠りに落ちない程度に制御しながら攻撃魔法を使う、というのはできそうか」

「チャレンジしてみます！」

　新しい課題を与えられたメリールウは、おもむろに右手を掲かかげた。祖先から受うけ継ついだ魔力で体内のエーテルに干かん渉しようし、望む奇き跡せきを編み上げていく。一昨日おとといの段階ではまさか自分の中にエーテルが貯蔵されているとは思ってもおらず、暴発を招いてしまったが、今度はどこに向かって魔力を使えばいいか分かっているのだ。

「多分大丈夫でしょう！」

　不安を覚えたサフィールが腰にすがってきたので、アントニオは黙だまってその頭を撫でてやった。

「神の光よ、我わがために逆巻け」

「そうか、アセンブルは風の魔法が得意だったな」

　モルダートンは不安より好こう奇き心しんが勝まさったようで、ヴィクトールと並んで興きよう味み津しん々しんに状じよう況きようを見守っている。威い力りよくには曜日も関係してくるのだが、水すい精せいの日である本日は、風の魔法には特に何も影えい響きようしない。

「疾とく、強く、大いなる嵐あらしと化せ……！」

　強力な術は詠えい唱しようも長くなる。炎ほのおカラスたちがいなくなったのを見計らい、風の中級攻撃魔法を唱え終えたメリールウの指先から、巨大なかまいたちが飛び出した。それはあっという間に速度を増し、例のハゲ山の山頂付近をかすめて空の彼方かなたに消えた。

「……うわ」

　さながら、空飛ぶ死神の鎌かまである。光の残像を引いてかまいたちが消しよう滅めつしても、観客たちの眼にはその残像が焼き付いているようだった。

「山が吹き飛びは、しなかったが……」

「ちょっと低くなってないか、あの山……？」

　口々に感想を述べるモルダートンとアントニオの間で、サフィールはどっと噴ふき出だした汗あせを拭ぬぐっている。最悪の場合は向こうの山ではなく、この崖が爆発四散する予想をしていたようだ。

「……すばらしい！」

　ヴィクトールは感に堪たえない様子である。子供のように輝く瞳で削けずられた山を観察しつつ、その手は恐ろしい早さでメモを取っていた。恩人が満足してくれたようでメリールウも嬉うれしい。

「威力は思ったより大きくなってしまいましたが、狙いはばっちりです。あまり大きな音も出なかったと思います。眠気も少しありますが、まだ大丈夫……ふわあ」

　小さなあくびを嚙かみ殺ころし、軽く頭を振った。眠いことは眠いが、即そく座ざに意識を失うまでではない。

「段々コツが摑めてきました。もっと強力な魔法も使えるかと思いますが、どうしましょうか？」

「いや、一度休きゆう憩けいにしよう」

　もちろんだ、と言われると思っていたが、予想に反してヴィクトールは首を振った。

「確かに顔色にも問題はなさそうだが、今見せてくれた魔法の威力は先日の比ではない。人間が食らったら真っ二つだろう。そのような魔法を連発させると、お前にかかる負ふ荷かが心配だ」

「そうだ、その意気だぜ、ヴィクトール様！　レディにはそれぐらい優しく」

「お前はこの上なく希少かつ貴重な資料なんだ、ローリー。無む闇やみに消しよう耗もうさせたくない」

「アントニオさん、諦めましょう。ヴィクトール様はこういう性格です……」

　一連の言葉にしばし眼をパチクリさせたメリールウは、ふふ、とはにかんだ笑えみを漏もらした。

「ん、なんだ、大丈夫か？」

　いきなりメリールウが笑うことへの警戒はいまだ緩ゆるめていないのだ。様子を窺うかがうようなヴィクトールの心配を察し、軽く首を振って否定する。

「あ、違うんです。また妙な衝しよう動どうを覚えた訳ではなくて」

「ではなんだ。お前を不安定にさせる要素は全て取り除かねばならない。理由をちゃんと教えてほしい」

　真ま面じ目めな調子で詰つめ寄よられてしまい、少々困りながら答える。

「いえ、本当に大したことではなくて……魔法の威力を、こんなに褒ほめられたのは初めてなので……」

　しどろもどろに言ってから、ヴィクトールがいぶかしそうな眼をしていることに気付いた。

「ほら、私、『期待外れ』と言われておりましたので！　大丈夫です、別にあなたに惚ほれてはいません」

「……ならいいが」

　七割程度納なつ得とくした声でヴィクトールはつぶやいた。つまりは彼の性格上、納得はしていないと察したメリールウは急いで話を変える。

「あの、一つ提案なのですが。治癒魔法を……あ、いえ」

　口に出した途端に後こう悔かいを覚えたが、訂てい正せいする前にヴィクトールが食いついてきた。

「治癒魔法？　お前、まさか、どこか怪我でもしたのか。今の魔法のせいか!?」

　誤解させてしまったらしい。にわかに気色ばんだヴィクトールがぐっとメリールウの手を摑んで引き寄せる。無理をさせたのでは、と疑っている様子だ。

「い、いえ、特には。ただ……、その、昨日ヴィクトール様に負わせてしまった怪我が申し訳なくて……まだ完全には治っていないんじゃないですか？　それにサフィールも、蹴けられたりしていたし」

　引き合いに出された瞬しゆん間かん、サフィールが真っ青になって首を振る。

「い、いえ、いいです、僕はいいです！　ちょっとアザができているだけですから！　真っ二つは嫌です……!!」

　サフィールが青くなって首を振る。

「大丈夫よ、さすがに使う魔法を間ま違ちがえたりはしないから」

　かまいたちを出したりはしないので、安心してほしいとメリールウは言うが、サフィールの怯えも分かる。メリールウ自身も、まだ自分のコントロールを完全には信しん頼らいできないのだ。

「でも、そうね。魔法がなくなっている上に、私の制御に不安があるんじゃ、怖こわいのは当たり前よね。それじゃあヴィクトール様、私自身の靴ずれ未満を治してみようかと思います」

　ヴィクトールが来る前、靴のサイズを合わせるために歩き回っていたので、足首がちょっぴり擦すれているのだ。放置しておいてもすぐに治るだろうが、実験に使うならちょうどいい。

「だめだ」

　これにもヴィクトールは首を振り、なぜかいきなり左手の袖そでをまくり上げ始めた。筋すじ張ばった固い筋肉に覆おおわれた腕には、竜巻に刻まれた痕あとが少し残っている。

「俺を治せ、マリエール」

「……私の力を、信じて下さるのですか？」

「現状では絶対の信頼を置いている訳ではない」

　だから不安がっているサフィールではなく、貴重な資料であるメリールウでもなく、自分が名乗りを上げたのだ。

「コントロールできるようになっているのは間違いないからな。俺で試せ。その程度には、信じている」

「……分かり、ました」

　ごく、と喉を鳴らしたメリールウは深呼吸をした。攻撃魔法と違って治癒魔法は相手の魔力抵抗に関係なく作用する。要するに、暴走させると下へ手たな攻撃魔法より危ないということだ。

　一瞬、母の顔が脳のう裏りに浮かんだ。ディートリヒの顔も浮かんだ。

「だ……、だめ！」

　恐ろしい勢いで自分を叱しかりつける母の顔。泣なき叫さけぶ敵に限度を超えた治癒魔法をかけ続けるディートリヒ。嫌なイメージが頭の奥から湧わき出して、集中をかき乱す。

「ごめんなさい、だめです。もうちょっと時間を置いてから……！」

「む、それはいかんな。ヴィクトール殿、一度休憩にしよう」

　モルダートンがメリールウに倣ならって慎重論を唱えるが、ヴィクトールは首を振った。

「いや、大丈夫だろう。お前のコントロール能力は思った以上だった。先さき程ほどのかまいたち、実に見事だったぞ。俺は正直、この崖が爆発四散することも覚かく悟ごしていた」

「でも、あれは、万一吹き飛ばしても構わないハゲ山が相手でしたし……！」

　相手は人間だ。しかも恩人であるヴィクトールだ。他に治癒魔法を使える者がいないことも含ふくめ、危険すぎるチャレンジではないか。

　尻しり込ごみするメリールウに、ヴィクトールがふう、とため息をつく。失望させてしまった、と感じたメリールウはびくりと肩を竦めたが、それは杞き憂ゆうだった。

「俺は別に、ここでお前が失敗して、今度こそ真っ二つにしたとしても怒おこったりはしない」

　つぶやく声はいつもと変わらない。取り立てて優しくもないが、内心の恐きよう怖ふや落らく胆たんをごまかしている訳でもない。

「言い出したのはお前だが、了りよう承しようしたのは俺だ。責任は俺たちが均等に負うべきだろう。失敗は成功への過程に過ぎない。チャレンジしないことこそが、もっとも成功を遠ざける。俺は一刻も早く、ディートリヒを倒して不ふ名めい誉よな二つ名を返上したい。……他人の運命をねじ曲げる呪いと、おさらばしたい」

　裏表はない方だ、とサフィールがヴィクトールを評したことを思い出す。彼は本当にメリールウの魔法によってどうなっても怒りはしないのだろう。実験結果としてメモするだけに違いない。

「……メモできる状態で済めばいいけれど……」

　いささか不ふ謹きん慎しんな独り言が心を軽くしてくれた。極度の緊張と緩かん和わが適度なプレッシャーとなり、感覚を鋭するどく研とぎ澄すませる。

「か……神の光よ、彼かの者を満たせ……」

　少し震ふるえる声の詠唱に合わせ、エーテルの貯蔵庫と化した身の内から清せい浄じような光があふれるイメージが脳裏に広がった。長年使ってきた自分の魔力と大量のエーテルの波長がピタリと合い、望む奇跡を具現化する。

「や、やりました！　チャレンジ成功、ですっ！　適量の魔力とエーテルを使えたせいか、あまり眠くもありません!!」

　竜巻に刻まれたとはいえ、傷はごく浅い。過度な魔力もエーテルも必要ない。目覚めてすぐはそこの調整がうまくいっていなかったせいで、メリールウ自身への負荷が大きく、眠気も強きよう烈れつだったのだろう。

「ああ、問題ない。うまいものだ」

　傷の消えた腕を軽く曲げたりしながら、ヴィクトールは具合を確かめている。サフィールたちも心底ほっとした様子だ。

「よくやってくれた、パセリ。治癒の手段が確保できたとなれば、この先少々荒あらっぽい実験をしても大丈夫だな……！」

「だから急に野菜をぶっ込んで来るのやめろって言ったろ？　そういや、余っていたな、パセリ……」

「ヴィクトール殿、治癒魔法で治すにも限度がある。程ほど々ほどにな？　あなたのことだから、ご自身を実験体とされるのだろうが、だからこそ限度を見失う可能性があるからな……」

　アントニオが夕食のメニューに思いを馳はせ、モルダートンが魔法使いらしくたしなめては来たが、メリールウはひそやかな興奮を嚙かみ締しめていた。

　やっと、完全にコツが摑めた。それも嬉しいが、もっと嬉しいことがある。

　魔法使いとして、認めてもらえた。寝ね起おきの、訳の分からないまま放った力ではなく、ちゃんと自分でコントロールした魔法を認めてもらえた。

「嬉しそうだな」

　ヴィクトールの指摘に、はっと我に返る。

「これまでにもいろいろと贈おくり物ものをしてきたつもりだったが、お前が心から喜ぶ顔は初めて見た気がする」

　美しい城へ案内され、ヴィクトールの母のものとはいえ豪華な部屋とドレスを与えられ、かつてより味の良よい食事を主の手ずから食べさせてもらった。そのどれよりも勝る笑え顔がおに、ヴィクトールは目め敏ざとく気付いていた。

「いや、サフィールに聞いたが、貴き殿でんがメリールウ殿に言い渡した条件を考えると素直に喜べないのは当然じゃないか？　私は別段魔法使いの資料として扱われても構わん。気が向けばすぐに出て行ける客分の立場だからな。しかし身寄りも行く当てもないメリールウ殿には、いくら『魅了』の呪いがあるとはいえ、もうちょっとだな……」

「これなら、俺にもいけるか。よし、靴くつ擦ずれを見せてみろ」

　モルダートンの説教も耳に入っていない様子だ。ヴィクトールは無造作にメリールウの足首に手をかけた。

　メリールウの常識によれば、貴婦人の足はドレスの下の宝石。みだりに見せたり、まして触ふれていいものではない。びく、と震えた瞬間、ヴィクトールはさっと手を引っ込めた。

「すまない、痛かったか？」

「いえ……、大丈夫、です」

　レディの権利にやかましいアントニオが何も言ってこないということは、二百五十年後のこの世界では、それほど大したことではないのだろう。そう思うと、一瞬の震えはすぐに引いた。

「神の光よ、彼の者を満たせ」

　ヴィクトールが厳おごそかに治癒魔法を詠唱する。彼の魔力に呼応して、メリールウの中から何かが引き出されていくのが分かった。

「おお！」

　ヴィクトールが歓かん喜きの声を上げる。メリールウもまあ、と思わずつぶやいた。靴擦れにより傷付いた皮ひ膚ふが塞ふさがり、腫はれも引いている。
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「やった！　ついに魔法が使えたぞ!!」

「すげー！　おめでとう、ヴィクトール様!!　あんた本当に魔法使いの末まつ裔えいだったんだな、ただの魔法研究馬鹿じゃなくて!!」

　モルダートンとアントニオも口々に祝福してくれる。さっきまであんなに怖がっていたサフィールも嬉しそうだ。

　誰だれよりも、もちろん一番ヴィクトールが嬉しそうである。恩人の悲願が叶かなったのだ。メリールウも喜んであげたい。

　それなのに、どうしてか、胸に淡い影かげが差す。

　一度コツを摑めば、靴まで直せるらしい器用なヴィクトールである。元々魔力の素養は高いのだ。魔法使いとしてぐんぐん成長していくだろう。

　そうなれば、彼は当初の望みどおり、ディートリヒと戦う。いいや、メリールウのエーテルを使用し、彼のみが戦うことになるかもしれない。かつてのサンロード伯はく爵しやくのように。

　もちろんヴィクトールに勝ってほしい。しかし、良くも悪くも魔法使いのプライドに縛しばられないディートリヒである。追おい詰つめられたら、あのことを。

　さっきより大きく体が震えた。イヤリングが、耳たぶに食い込んだ気がした。

「よし、ならこれはいけるか……ん？」

　喜びから一転、不意にヴィクトールは怪け訝げんそうな眼をメリールウに向けた。

「どうかしたか」

「い、いえ……」

「しかし……いや、試せば分かるな。神の光よ、炎と化せ」

　それはごく初歩的な炎を出す呪じゆ文もんだった。攻撃系の術を扱う者ならば誰でも最初に習う詠唱だ。モルダートンもある程度エーテルがある場所であれば、火花を出すぐらいはできるらしい。

　だが、先程と違って、何も起こらなかった。

「ありゃ、さっきのは偶ぐう然ぜんか」

「残念ですね。でも、一回できたんだから、訓練を続けていけばきっと……！」

　魔法の素養のないアントニオとサフィールは違い和わ感かんに気付いていないようだ。しかしモルダートン、そしてヴィクトールは何かを察した眼をしている。

　身を縮こまらせるメリールウであるが、ヴィクトールは彼女が危き惧ぐしたように責めたりはしてこなかった。

「通じ合えたのは、一瞬だけだったようだな」

「も、申し訳ありません……」

　そこまでがっかりしている様子はなかったが、メリールウは申し訳なさに顔を上げられない。

　分かったはずだ。一度繫つながった経路を断ったのは、メリールウの側だったと。

「気にするな、昨日会ったばかりだ。時間だけが大切ではないが、親愛の情というものは一いつ朝ちよう一いつ夕せきに育つものではあるまい。──そんなものを成なし遂とげるのは、呪いだけだ」

　ヴィクトールの声の調子が下がったのは、メリールウのせいではない。彼の一族にかかった呪いを思い出したからのようである。

「いや、そうとも限らねーよ、ヴィクトール様」

　ここぞとばかりにアントニオが割わり込こんできた。

「一ひと目め惚ぼれ、というのは実際にあるからな。俺だって、あんたほど強烈じゃないが、ちょっと声をかけただけの女の子に、よく追いかけ回されたもんだ」

「アントニオさんの場合、ちょっとじゃないでしょう。歯が浮きそうな甘い言葉をペラペラ口にするのが悪いんじゃないですか？」

　そりゃ誤解されるだろう、と冷めた眼で突っ込むサフィールとは対照的に、ヴィクトールは真顔で感心している。

「確かにな。お前は顔の作りもいいし、マメで料理がうまい」

「お……、おう、分かってるじゃねーか」

　自分が褒められると照れるらしい。黙ったアントニオの眼をヴィクトールはじっと見て、

「そうだな。サフィールの言っていたお前のレッスン、受けてみるか」

　決断したヴィクトールは、ばさりと片マントを翻ひるがえす。

「リー、俺はそろそろ仕事もあるので執しつ務む室しつへ戻る。今日の実験はここまでにしよう。サーヴァントにベッドごと部屋まで運ばせので、夕食まで好きにしてくれ」

「そこだけは覚えて下さっているんですね。分かりました」

「アントニオは俺と来てくれ」

「よっしゃ！　この際だ、人付き合いの基本から叩たたき込こんでやるぜ!!」

　がぜん張りきり始めたアントニオとヴィクトールが揃そろって踵きびすを返かえし、慌ててサフィールが二人を追いかけていく。ベッドの四隅で守護神よろしく待機していたサーヴァントたちが、よっこいしょ、とメリールウごと持ち上げた。

「あの、ヴィクトール様。それでは私、あなたの実験室で少し魔法の訓練をしていてもいいですか？」

　ヴィクトールが意外そうに振ふり返かえった。

「お前一人でか」

「ええ、ある程度、コントロールが効くことは証明できたと思いますから。まだそんなに眠くもありませんし、私のほうでも自主訓練をしておけば時間の短縮になりますわ」

「そうだな。だが、あまり張りきりすぎるな。お前に何かあったら、元も子もない」

　労いたわりの言葉だけでなく、ヴィクトールはお目付役を指名した。

「モルダートン、イリーに付いていてくれ。危険な真ま似ねをしようとしたら、必ず止めろ」

「私に止められるかどうか自信はないが、引き受けよう」

　慎重なモルダートンの言葉にうなずいて、ヴィクトールは城へと戻っていった。メリールウもえっちらおっちらオンザベッドで担がれた状態で実験室へ戻った。







「おお、本当に飛行魔法も使えるのか！　なるほど、風の術に強い家系であれば当然だな!!」

　ベッドの上空、三十センチほど浮き上がってみせたメリールウを見てモルダートンは瞳を輝かせている。

「そうですね。でも、飛行魔法は難しいので、やっぱり眠くなります……補助してくれるアーティファクトがあれば、制御もしやすいかもしれないですが……ふわぁ」

　飛行を補助するアーティファクトといえば箒ほうきがポピュラーだ。幸いにもヴィクトールがこの部屋に数本保管していたので、試しにまたがってみると、消費する魔力もエーテルも込み上げる眠気もかなり改善された。

「ヴィクトール様は、蒸気機関車に乗れないのですものね。飛行魔法でご一いつ緒しよできれば、きっと喜んでいただけるわ」

　あるいは、彼も魔法を使えるようになれば。

「ああ、そうだな。でも無理はするなよ、メリールウ殿。あなたにもしものことがあれば、ヴィクトール殿は一番悲しむ……うむ、確かに仲は進展しているのだよな……」

　言いながら、モルダートンは占うらないに使うカードを取り出した。慣れた手付きでテーブルの上に広げ、そこに生じた意味を読み取るも、ううん、と首を捻ひねってしまう。

「恋こいの兆きざしは見えんか。ふむ、だがお互たがいに好意自体はある……出会って二日でこの状況なら、まあいいと見るべきか……？」

「モルダートン様やアントニオは、私とヴィクトール様に本当の恋人になってほしいのですか？」

　出で会あい頭がしらから、特にアントニオは世よ継つぎについて言げん及きゆうしていたのだ。ストレートに聞くと、モルダートンは濃い眉を寄せた。

「ううーん、それは、まあ、当人同士の話だからな。おまけにヴィクトール殿は……」

「……お母様のことを気にしていらっしゃいますものね」

　微妙なニュアンスで、ヴィクトールの出生の顚てん末まつをメリールウも聞いていると分かったのだろう。モルダートンは重々しくうなずいた。

「……そうだ。だが、あの方も年とし頃ごろだからな。メリールウ殿も貴族かつ魔法使いの家いえ柄がらなのだ、お分かりかと思うが、当主として子孫を残すことがあの方に課せられた義務だ。あなた方二人の御子であれば、きっとすばらしい……」

　同じ魔法使いとして、つい口が滑すべったようである。モルダートンはゴホン、と咳せき払ばらいをした。

「いや、失礼を。全てはディートリヒを倒し、『魅了』の呪いがなくなってからだな。その上で、あなたとヴィクトール殿、双そう方ほうの気持ちが揃そろっていれば……！」

「……そうですね。ヴィクトール様に嫌われないうちに、早くディートリヒを倒さないと」

「ん？」

「なんでもありませんわ」

「ところでな、メリールウ殿。さしつかえなければ、炎の魔法を使ってみてくれないか？　私の親も出せて火花レベルだったが、立派なファイアーボールなど見せてもらえれば、イメージが摑めるのではないかと思うのだ。アセンブルは炎の魔法の素養は少ないと聞いているが、今のあなたであれば……」

「……あ、ごめんなさい、本格的に眠くなってきちゃった。ぐう」

　何度かのお昼ひる寝ねタイムとサーヴァントを通じて差し入れされた昼食を挟はさみつつも、メリールウは夕食までの間、かつて習い覚えた魔法に一通りチャレンジすることに時間を費ついやした。
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「今日は悪かった」

　夕食の席は、ここまでメリールウを抱いて運んできたヴィクトールの謝罪から始まった。

「アントニオのレッスンを受けたのだが、お前と長く気持ちが通わないのは、愛玩動物扱いがよくなかったのでは、という結論が出た」

「俺のレッスンを受ける前に出すべき結論だけどな！」

　山鳥のパイを切り分けながらアントニオが突っ込む。

「……すまなかった。俺は、ただ……」

「分かっていますわ」

　自分でパクパク料理を食べながら、メリールウはにっこり微笑む。

「ヴィクトール様は、私があなたの『魅了』の呪いにかかってしまわないように、気を遣つかって下さっているのですよね」

　程良い距離を保つための、ベストな人間関係を探さぐり当あてよう。その意図自体は分かるので、怒る気にはなれなかった。

「不老不死の実験動物扱いに比べれば、愛玩動物扱いなど大したことではありませんし……」

「レディも考え直せ、マイナス百点がマイナス五十点になってもマイナスはマイナスだぞ？」

　律りち儀ぎに突っ込んでくるアントニオであるが、メリールウは気にしない。

「それに、チャレンジに失敗は付きものですもの」

　鷹おう揚ような微笑みを浮かべて彼女は語る。「モルダートンのおっさん、俺は割とこの二人、お似合いだと思うんだが」「奇き遇ぐうだな、私もだ」とコソコソささやき合う外野を尻目に、話題を転じた。

「それはそうとして、私、今日は飛行魔法の練習をしておりました。勝手ながら箒のアーティファクトを使わせていただいたので、ペース配分さえちゃんとしていれば、あまり眠くならずに……」

「なに、飛行魔法！」

　ツボに入ったらしい。シュンとしていたヴィクトールの眼に生気が蘇よみがえる。

「なんとすばらしい。さすが風の魔法の使い手だ！」

「ヴィクトール様、落ち着いて下さい。あまり眠くならずに、ですよ？　眠くなってはいるんですよ？　空を飛んでいる間に眠くなったら、ただでは済まないんですよ!?」

　元気になってくれたはいいが、元気すぎる主はロクなことをしないと誰よりも知っているサフィールだ。慌ててブレーキをかけようとするが、ヴィクトールはとっくにトップスピードである。

「では明日は、飛行魔法の実験を行おう」

「はい、ヴィクトール様。明日もチャレンジ！」

　おまけに、今は彼に並へい走そうするものがいる。顔を覆うサフィールの両りよう肩かたに、アントニオとモルダートンがそっと手を置いた。
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「ここは初心に立ち返り、俺おれと友達になってもらいたい」

　翌日の朝食の席は、ヴィクトールのこんな宣言から始まった。

「はい、分かりました！」

　二つ返事で引き受けたメリールウをサフィールは心配そうに見やる。

「あの、僕ぼくが言うのもなんですが、そんなに簡単に引き受けて大だい丈じよう夫ぶですか……？」

「そうね、私もお友達って初めてだから、うまくいかないかもしれないけれど……努力してみるつもりよ」

「え？　メリールウ様も、お友達がいなかったのですか？」

　思わず復唱してしまったサフィールは慌あわてて口を閉ざし、ヴィクトールはほう、と興味深げにうなずいた。

「奇き遇ぐうだな。俺もだ」

「そんな気がしておりました。初めて同士なら、かえってうまくいくかもしれないですね！」

　当の二人はきゃっきゃと盛り上がり、サフィールは一人で勝手に胃を痛めてうずくまった。

「……まあ、あんたらがいいなら、それでいい。とにかく、まずはお友達から、というやつだ」

　焼きたてのスコーンを給きゆう仕じしながらアントニオが含ふくみのある様子で言うと、ヴィクトールがすかさず反応した。

「アントニオ、それは昨日のレッスンによると、口く説どいてもすぐにはうんと言わない女の懐ふところに入るための常じよう套とう句くという話だったが？　俺はリナリーと恋こい人びとになる気はないし、口説かなくても素す顔がおを見せれば一発だ」

「よく覚えてるな！　興味さえ向けば完かん璧ぺきに覚えるのが本当にムカつくな!!　っとに、モテるからっていい気に……、っ！」

　──ちょっとモテるからと、いい気になりおって……!!

　冷たい男の声が、メリールウの耳の奥おくで木こ霊だました。アントニオも途と中ちゆうで口が滑すべったと気付いたのだろう、はっとして黙だまり込こむ。

「俺は別に、いい気にはなっていない」

　緊きん張ちようした空気が流れたが、ヴィクトールはいつものように淡たん々たんとした調子で否定した。

「呪のろいで人の気持ちを左右しても、嬉うれしくない。見境いなく求められるのも迷めい惑わくだしな」

「……そうだな。そのように思われることを見み越こしての呪いだろう。ディートリヒのやつめ、いやらしい手だが、さすがの腕うで前まえと言わざるを得ない」

　モルダートンがうなる。

「……そうですね。普ふ通つうの攻こう撃げき魔ま法ほうなら、ヴィクトール様の祖先も対応を考えていたでしょうに……まさか『魅み了りよう』をこちらに付ふ与よされるとは思いませんよね」

　そういう発想の転てん換かん力りよくも、ディートリヒの強さの秘密だったのだ。ある意味チャレンジ精神にあふれた人ではあったのだわ、と考えながらクロテッドクリームをすくうメリールウをよそに、ヴィクトールはばつが悪そうにしているアントニオをじっと見て、

「それに、俺は呪い抜ぬきでも、お前より顔がいいのでモテると思う」

「系統が違ちがうだろ、系統が！　俺は爽さわやか系、あんたは精せい悍かん系!!　受けるタイプが違うから安心しろ！　年下じゃなかったら、何発か殴なぐってるところだぞ!?」

　地じ団だん駄だを踏ふむアントニオ、「殴なぐり合あいでも負けないと思うが」と冷静なヴィクトール、「私も捨てたものではないと思うが」と張り合うモルダートンを見比べて、メリールウは思わず言った。

「そうよね、確かに……」

「ん？」

　ヴィクトールが怪け訝げんそうな眼めをした。メリールウは咄とつ嗟さに取とり繕つくろう。

「あ、いえ、その、なんでも。ア、アントニオのほうが、ヴィクトール様より年上なのね！　女の子は年上の男性に弱いものなのよ。お料理が得意というのもすばらしいわ」

「──いけないぜ、レディ。俺は全世界のレディのものなんだ。ましてあなたは、ヴィクトール様の婚こん約やく者しやなんだからな」

　誤解が生じたらしい。妙みようなスイッチの入ったアントニオであるが、サフィールに「アントニオさん、何か言いたいことがあったのでは？」と脇わき腹ばらをつつかれた。

「いや、そうじゃなくてな！　いいじゃねーか、本当にこのレディとの結けつ婚こんを考えてもよ！　だってあんた、さっさと身を固めねーと、これ以上国王陛へい下かに睨にらまれちゃまずいだろ!!」

「まあ、アントニオは優やさしいのね」

「ほら見ろ！　レディまで俺に傾かたむき始めている!!　ツラはとにかく、あんたの中身まで許容してくれる女性はそうそういねーぞ、今のうちにしっかり捕つかまえておけ!!」

「もちろん、絶対に逃にがしはしない。彼かの女じよは俺のものだ」

　そこはきっぱりと、ヴィクトールは断言した。

「……俺には劣おとるが声もいいから、一いつ瞬しゆんだまされそうになったが、分かってるからな！　貴重な実験体として、以外の意味じゃねえんだろ!?」

「今日からは友人としても大事にするつもりだが」

「いいか、レディ。さっきもうっかりしたことを言ってしまったが、いくら顔が良くて料理がうまくてマメでケンカが強いこのアントニオにも、弱点はある」

　もうヴィクトールと話す気がなくなったらしい。アントニオは完全にメリールウだけを見て言った。

「しょせん俺は魔ま法ほう使つかいじゃない。魔法については正直、うさんくせー手品だとずっと思っていた。ここに来たのだって、ネティラのレディたちを惑まどわせるのをやめろと、怒ど鳴なり込こんだのが最初だったからな」

　道理で態度がフランクすぎるはずである。アントニオは最初はむしろ、ヴィクトールを嫌きらっていたのだ。

「まあ、それが今の時代の一いつ般ぱん的てきな見解だ。私も幾いく度どとなく手品師扱あつかいされてきた」

　モルダートンは苦く笑しようして肩かたを竦すくめ、ヴィクトールはさっき無視されたことを意に介かいした風なく口を挟はさむ。

「だが、今ではお前も、魔法について理解してくれているだろう。だからここに留とどまって、料理人として働いてくれている」

「……まあな。そりゃ、あんたが……、いや」

「あの時は俺もちょっと気が立っていたので、サーヴァントをけしかけて捕まえた上で、椅い子すに縛しばり付つけて半日の間魔法についての講こう釈しやくを垂れてしまったが、結果として理解してくれてよかった」

「なんで俺がうまくごまかそうとしたことをバラす!?」

　食ってかかるアントニオを、サフィールが「まあまあ」となだめた。

「でもヴィクトール様は、本当に優しい方なんですよ。僕の命の恩人でもありますし……」

　アントニオがあえて自分を下げようとした意図を汲くんだらしい。サフィールもヴィクトール上げに参加した。

「本当の魔法使いがいなくなったせいか、魔法もどきの妙な儀ぎ式しきをしたがる人が増えていて……僕、親に売られて、悪あく魔ま召しよう喚かん実験の生いけ贄にえにされかけたことがあるんです。なんでも、ちょっとだけ魔法の素養を持っているらしくて」

「まあ……」

「そこにヴィクトール様が、助けに来て下さったんです！　どうですか、男らしく勇気のある、すてきなエピソードでしょう!?」

　ここぞとばかりに主あるじを売うり込こむサフィールであるが、肝かん心じんの主が訂てい正せいを飛ばす。

「いや、あの時はお前を助けに行った訳ではなく、奴やつらの召喚実験があまりにも稚ち拙せつで口を出さずには」

「黙だまらっしゃい！　本当に、恩人じゃなかったら僕だって殴ってますからね!?」

　なぜ自分のいいところを自分で潰つぶすのか。召めし使つかいたちに怒おこられても、ヴィクトールは動じない。

「正しい説明をしないとだめだ。後でまやかしだと分かれば、その分の反動が来る」

　その一言に男性陣じんは一いつ斉せいに黙り込んだが、メリールウは一瞬の沈ちん黙もくの後、笑え顔がおになってみせた。

「そうですね。でも、大丈夫です。今のお話を聞いて、ヴィクトール様は本当に正直な方なんだなって思って、とっても好感度が上がりました！」

　本人の言うとおり、「魅了」の呪いに頼たよらずとも、好きになる人はいるに違いない。翳かげる心を押おし隠かくして微笑ほほえむと、ヴィクトールは逆に不思議そうな表情をした。

「そうか。女というものは、よく分からん理由で好感度を上げるものだな。だが、あまり過度に」

「惚ほれるなよ、でしょう？　分かっております。もちろん、お友達としての好意ですわ」

　心得て付け足すと、安心してくれたようだ。そのまま食事は進み、本日の実験のためにとメリールウは席を立った。

「この靴くつも、ありがとうございました。おかげで歩きやすいです。すごいですわね、本当に靴まで直して下さるなんて……」

「お前の足を実際に見て触さわったからな。詰つめ物ものの具合で大体のサイズも把は握あくしやすかった。大したことはない」

　謙けん遜そんでもなんでもなく語るヴィクトールであるが、疲れの気配をメリールウは見み逃のがさなかった。

「ですけど、まだ少し顔色がよくありませんわ。無理をされたのでは？　夜中までずっと起きていらっしゃるようですし」

　部屋が隣となりなので、なんとなく動向が分かるのだ。少なくとも昨日と一昨日おとといは、メリールウがベッドに入った後もヴィクトールは何かやっていた。

「少々寝ね不ぶ足そくなのは事実だが、気力は充じゆう実じつしているので問題ない。貴重な資お料前を前にして、何もしないほうが体に悪い」

「まあ、そこまで求められるなら、仕方がないですね……」

　何やら艶つやっぽい会話に聞こえるが、中身はあくまで魔法の実験の話である。モルダートンがさっと空からになった卓たく上じようにカードを並べ、「うーん、今朝と変わらずだな」とつぶやいた。

「分かりました。なら、本日の実験を始めましょう」

　魔法使用の実験自体は、ヴィクトールの体に負担をかけるものではないのだ。メリールウが失敗さえしなければ。

「早さつ速そくだがアリー。本日は東の塔とうの上から、魔法で飛んでみてくれないか」

「チャレンジ！」

「ノーチャレンジ!!」

　片付けを手伝っていたサフィールが思わず足を止めて叫さけんだ。

「ただでさえ危ない実験なのに、しかも東の塔の上からなんて正気ですか!?　落っこちて無事で済む高さではないんですよ!?」

　東の塔は三階建てだ。本館より背が低いとはいえ、現状では満足に治ち癒ゆ魔法が使えるのもメリールウだけなのだ。サフィールの言うように、何かあったら取り返しの付かないことになる可能性がある。

「いや、大丈夫だと思うぞ、サフィール」

　メリールウの実験の目もく撃げき者しやであるモルダートンが助け船を出す。

「昨日も、何度か眠ねむりに落ちられたのは事実だが、意識的に魔ま力りよくやエーテルを多く使用した時に限った。箒ほうきアーティファクトを使用して、実験室中を飛び回ってみせて下さったのだぞ」

　典型的な魔法使いの姿を思い出して、モルダートンはうっとりしている。

「私も後ろに乗せてもらったが、とても楽しかった……」

「なに」

　にわかにヴィクトールが気色ばんだ。

「お前、見張りをしているだけではなく、俺より先に空を飛ばせてもらったのか？」

「ああ、うん、まあな。付いていてくれ、との話だったので」

　食いつかれて驚おどろいたモルダートンの言うとおりである。ヴィクトールもそれが分かったらしく、すぐに引き下がった。

「……まあ、そうだな」

「お、嫉しつ妬と……ではないな。本当に乗せてほしかっただけか……」

　再びカードを展開し、がっかりしているモルダートンに話を逸そらされてしまったサフィールはもどかしげにしている。それに気付いたメリールウは軽く屈かがんで少年に微笑みかけた。

「ねえサフィール。あなたがここに来た理由を思えば、魔法に拒きよ否ひ反応が出るのは当たり前でしょうに、心配してくれてありがとう。優しいのね」

　サフィールの怯おびえようは、生け贄にされかけたことにも由来しているのだろう。ヴィクトールの実験に散々付き合わされた結果かもしれないが、あえてそこには触ふれず、メリールウは赤い巻き毛に覆おおわれた頭を優しく撫なでた。

「え、あ……」

　驚いたようにサフィールが固まる。一いつ拍ぱく置いて、その顔がかーっと真まっ赤かになった。髪かみの色と肌はだの色の区別が付かないぐらいだ。ヴィクトールも、なぜか一瞬固まった。

「ごめんなさい。よく弟や妹にしていたものだから、つい」

　笑って背筋を伸のばしたメリールウは「だから、私のことを信じてほしいの。大丈夫、日に日にコントロールは利きくようになってきているから」と結んだ。

「よし、では行くぞ、メイビー」

「今度は頭かしら文も字じを覚えて下さったのですね。もう少しですね！」

　チャレンジ！　とばかりにヴィクトールを励はげましながら、メリールウはまだ顔の赤いサフィールを伴ともなって東の塔へと向かった。







　塔の外観は麗うるわしく整えられていたが、中は物置に等しかった。実験室に収まりきらなかったと思おぼしきアーティファクトが無む作さく為いに並べられている。これはこれで風ふ情ぜいがある、とも言えた。

「まあ、すばらしいですわ。これなんて、王家の宝ほう物もつ庫こにあってもおかしくないのでは……」

　螺ら旋せん階段を上がっていきしな、厳重に布で保護された手鏡型のアーティファクトなどについ眼を留とめてしまうメリールウであるが、本日の目的はそれらとは違う。ヴィクトールのおかげでしっくりと足に馴な染じむ靴で一段一段上がっていくうちに、塔の最上階へと辿たどり着ついていた。

「メアリー、準備はいいか」

「かなりいい線です！　分かりました！」

　マントを風に遊ばせながらヴィクトールが差し出した箒を受け取って、メリールウは意い気き揚よう々ようとうなずいた。

「うう、やっぱり高いよぉ……」

　いざ現場に着くと、サフィールは心配がぶり返した様子だ。彼かれの気持ちも分かる。三階という高さは、眼下のものがはっきり視し認にんできるだけに怖こわさも増す高度だ。

　ただしメリールウにとっては別に怖くもなんともない。二百五十年ぐーすか寝ねていたせいで恐きよう怖ふが麻ま痺ひしているという訳ではなく、飛行魔法の使い手としては当然の認にん識しきだ。どんなに高いところから落ちても、死にはしないという自信があるのだから。

「二百五十年寝ているだけで死にませんでしたしね。ああ、それにしても、いいお天気。程ほど々ほどに風もありますし、空を飛ぶにはいい日ですわ」

　ハニーブロンドを風に梳すかれながら、メリールウはゆっくりとあたりを見回した。風光明めい媚びな風景の中に佇たたずむ黒こく鳥ちよう城じよう本館を見上げ、まぶしさに瞳ひとみを細める。どこからか小鳥の歌声もかすかに聞こえ、絶好のシチュエーションとはこのことだった。

「今日は木もく精せいの日だが、飛行魔法の使用に問題はないか」

「問題ありませんわ、昨日も大丈夫でしたし。では、行きます！　神の光よ、我わが翼つばさとなれ！」

　箒のアーティファクトにまたがり、軽く塔の床ゆかを蹴ける。詠えい唱しようによって導かれた魔力が、体内のエーテルに反応し、彼女の体に不可視の翼を与あたえた。ふわりと危なげなく浮うき上あがったメリールウの体は、窓を抜ぬけ出だして見る間に高度を増していく。

「ああ、気持ちいいわね……」

　人への警けい戒かい心しんが強いはずの炎ほのおカラスが一羽わ寄ってきた。飛行魔法が廃すたれた時代であるため、飛んでいるなら仲間だと勘かん違ちがいされたのかもしれない。

「ふふ、競争する？　負けないわよ！」

　今のメリールウは、魔法を使えば使うほど喜んでもらえるのだ。速度を上げ、炎カラスを振ふり切きって黒鳥城の本館最上階より高く上がる。

　いったん止まって見回せば、東の塔から顔を出し、しきりにメモを取っているヴィクトールはもちろん、周囲の景色もよく見えた。ザドス山脈、ネティラの街、エーマ河、蒸気機関車も走行可能な大橋があちこちにかかっている。

「……あっちが、私の家……」

　さらに南へと視線を向ける。ざっくりと見る限り、ここから分かるような大きな地形の変化はなさそうだ。もっと近付けば細部まで確かく認にんできるかもしれないが、

「やめておきましょう。人里に近付いて見み咎とがめられたら、言い訳できないわ」

　つぶやいて、そのまま東の塔へ向かって高度を下げていった。

　アセンブル家も他の家と同様に、歴史の表おもて舞ぶ台たいから消えてしまったのだ。屋や敷しきが残っている可能性は低い。存在していたとしても、全く知らない誰だれかの持ち物となっているだろう。

　確認したい欲も感じたが、それは今ではないはずだ。葛かつ藤とうを仕し舞まい込こんで戻もどってきたメリールウを、ヴィクトールは少年のようにきらきらと光る瞳で出で迎むかえてくれた。

「すばらしい！　速度も高度も申し分ない。まさに伝説の魔法使いそのものだ！」

「ありがとうございます」

　たかだかこの距きよ離りを往復しただけで、こんなに褒ほめてもらえるとは。嬉しくなったメリールウが、もう一周してきましょうか、と申し出かけた時だった。

「問題はなさそうだ。よし、では俺を連れて一いつ緒しよに飛べるか、メリッサ」

「方向性が変わってきましたね！　チャレンジ！」

　躊ちゆう躇ちよなくメリールウは承しよう諾だくしたが、サフィールは一人慌て始める。

「だ、大丈夫ですか、本当に大丈夫ですか!?」

「平気よ。昨日モルダートン様も乗せてみたけど、大丈夫だったから」

「でも、モルダートン様よりヴィクトール様のほうが背も高いですし、装そう飾しよくの分重いでしょうし……」

「確かにそうだけど、今の私には誤差の範はん囲いだわ。おそらくサフィールも乗せて飛べるけど」

「ノーチャレンジ！」

　巻まき込こまれるのを恐おそれてサフィールは逃にげ腰ごしになり、ヴィクトールも「そうだな、安全を確かめてからにしたほうがいい」と賛同した結果、止める者はいなくなった。ヴィクトールは早速箒に乗り込むかと思いきや、マントの中に手を突っ込んで幾いくつかの品物を取り出した。

「安心しろ、サフィール。万一の落下に備え、身を守るアーティファクトは用意してきた」

　取り出された品々は、流りゆう風ふうの水すい晶しようをあしらったお守りと、装着者に危険が迫せまると自動的に防ぼう御ぎよ壁へきを展開するシールドベルトだ。

「そうですね、このベルトは飛行魔法を学ぶ時に着けておくものです。二本着けておけば、確かに安全だと思います」

「何を言う。一本はお前の分だ」

　事も無げな言葉にメリールウはきょとんとしてしまった。

「いえ、私は、たとえ落下したとしても自分の身は自分で……ちょっと飛んだぐらいでは、取り立てて眠くもありませんし」

「確かに魔法で身を守ることはできるかもしれないが、俺という荷物を抱かかえて飛ぶんだ。万一ということがある。腕うでを上げろ」

　言われるままに万ばん歳ざいしたメリールウの腰にシールドベルトを装着したヴィクトールは、自分も同じベルトを着け、お守りは自分の懐にしまい直した。その上で箒をまたぎ、メリールウの後ろに腰を落ち着ける。

「よし、いつでもいいぞ」

「はい！　神の光よ、我が翼となれ！」

　二人分の重さを計算に入れ、調整した翼が力強く羽ばたく。サフィールの不安そうな顔とは裏腹に、メリールウたちは安定したバランスを保って窓を抜け、青空へと浮かび上がった。さっきの炎カラスがリベンジとばかりに近寄ってきたが、ヴィクトールはそれさえ意識に上らぬようだ。

「……すばらしい！」

　見る間に遠ざかる塔を眼下に眺ながめ、ヴィクトールは感かん嘆たんの声を漏もらす。

「さっきと同じように、城の上をぐるっと一周してみますね」

「ああ、ぜひそうしてくれ」

　弾はずんだ声を上げるヴィクトールが望むまま、メリールウは一周、もう一周、何度も城の上空を旋せん回かいしてやった。途中でだんだん眼が回ってきたので、逆回りに切きり替かえた。

「まだ飛びますか？　それとも違うところへ？」

「行ってみたいのは山々だが、下へ手たに飛び回ると目立ってしまうだろうからな……だが、ありがたい。飛行魔法は、長年の夢だった……」

　憧あこがれをこめて言ったヴィクトールが不意に黙り込んだ。以前感じ取ったよりも強い魔力の波動が立ち上る。メリールウに触しよく発はつされたか、あるいは知らないところで訓練を行っていたのだろう。

「神の光よ、我が翼となれ」

　詠唱は問題ない。ヴィクトールの魔力はその意図に従って組み上がり、奇き跡せきを成そうと働きかけている。サンロード一族の血に残された魔法の素養があるとはいえ、この世の中でここまで磨みがき上あげるのは大変だっただろう。

　しかし、肝心の奇跡の素がこの世界には存在しない。メリールウの中に残されたそれも、今回はヴィクトールの呼びかけに応こたえない。

「まだ、だめか」

　無念そうにヴィクトールはうなった。

「そのようですね……私の中のエーテルも、特に反応はしていないです」

「モルダートンも何度か試ためしてみたが、だめだったと言っていたな。一度はうまくいったのだから、親しくなればいい、という方向性は間ま違ちがっていないはずだが……」

「……そうですね」

　メリールウとしては、出来れば別の方法を探してほしいが、そんなものがあれば女性との接せつ触しよくを避さけているヴィクトールだ。とっくの昔に試しているだろう。

「二百五十年かけて私と一体化しているものですものね。おなかを割さいたとしても、取り出すことはできないでしょうし……さすがにそのチャレンジは遠えん慮りよしたい……いえ、でも、新たな扉とびらが開く可能性も……？」

　考え込むメリールウの後ろでヴィクトールも苦く悶もんしている。

「友達でもだめか……かといって、それ以外の好ましい関係とはどういうものだ……？」

　二人、上空で静止したまましばし思おもい悩なやんだ後、ヴィクトールが不意に口を開いた。

「……風を使って飛んでいる割りに、暑いな」

「飛んでいる間は周りの風を操あやつっているので、さほど自然の風の影えい響きようを受けませんからね。今日はお天気がいいですし、箒に乗って体を支えるのも結構神経を使いますし……」

　メリールウの魔法による支えが大きいとはいえ、ヴィクトールも体幹を使ってうまく箒の上に乗ってくれている。その分、彼にかかる負担も大きかろう。

「それに、やはりこれを着けていると蒸むれる」

　メリールウと違って、ヴィクトールは仮面で顔まで覆っているのだ。忌いま々いましそうにつぶやいた彼の手が仮面の留め具にかかった。パチン、という音にはっとする。

「ヴィクトール様、仮面を外されるのです……!?」

「!?　いかん！」

　メリールウとのやり取りにも慣れ、油断したのだろう。初めての飛行に意識を持って行かれていたヴィクトールは、ごく自然に仮面を外しかけて慌てた。思わず両手を離はなし、留め具を元に戻す。

　その拍ひよう子しにバランスが崩くずれ、右に傾いたヴィクトールと一緒にメリールウも箒から落ちそうになる。咄とつ嗟さにヴィクトールが背中からメリールウを抱だき締しめた。

　落ちまいとしがみついたのではない。一回り小さな彼女を我わが身みですっぽりと覆うしぐさは、メリールウを落下の衝しよう撃げきから守るためのものだ。

「きゃ……!?」

　二重の意味で驚いたメリールウであるが、なんとか箒から手を放さずに踏ふん張ばり、もう一度飛行魔法を詠唱して浮ふ力りよくを上げる。ヴィクトールに包まれたままで箒を中心にぐるんと一周し、元の体勢に戻ることができた。いつの間にか二人に追いついてきていた炎カラスは、巻き込まれるのを避けてそのまま飛び去っていった。

「す、すまん、大丈夫か」

「な、なんとか……あ、でも、今のはちょっと面おも白しろいチャレンジでしたね」

　慣れればぐるんぐるん回って遊べるかもしれないが、見守っているサフィールが泡あわを吹ふいて倒たおれそうである。せめて一人の時にやりましょう、と思わず考えていたメリールウの乱れたハニーブロンドにヴィクトールが触れた。直そうとしてくれたのだろう。

　だが、すぐに彼は指を引っ込め、物もの憂うげなため息をつく。

「……お前が女じゃなかったらよかったのにな、メリー」

　初めてちゃんと名前を呼ばれたことよりも、そこに込こめられた切ない響ひびきが複雑に胸を打った。

「……そうですね。男同士、女同士であれば、友情を築くのもたやすかったでしょう。でも……」

　ヴィクトールの気持ちは分かる。彼の抱えた苦しみも理解している。

　それでもと、つい思ってしまうのだ。

　──そこにいるだけで、女性限定とはいえ、たくさんの人に愛されるなんて。気の毒だけれど、ほんの、少し……

「冷れい却きやくの術をかけましょう。氷を扱う術はあまり使ったことはないですが、少し冷やすぐらいなら」

　心とは裏腹に、当あたり障さわりのない提案を冷たい声が遮さえぎった。

「何を考えた？」

「え？　あ……、あまり扱ったことのない術ですと、失敗が怖いですものね。炎も……いえ、その、やめておきましょうか。これ以上、サフィールを不安にさせても悪いですし」

　ごまかそうとするが、妙なところで鋭するどい観察眼を発揮するヴィクトールには通じない。

「でも、なんだ。何か言いたいことがあるのなら、言え」

「べ、別に何も」

「お前も、俺を疑うのか。……だから、一度はエーテルを引き出す経路が繫つながったのに、お前のほうから切ってしまったのか？」

　なまじ一回はうまくいった、という思いがひそかな焦あせりを育てていたようだ。それはメリールウの中に生じた澱よどみに呼応して、ヴィクトールの胸にも近しいものを呼び寄せていた。

　何よりも強力な呪いの材料。悪魔も好む、心の暗くら闇やみ。

「なんならお前も、俺に夢中にさせて、証明してやろうか？　『魅了』の呪いの、恐ろしさを」

　冷却の術など必要ない。ヴィクトールから吹く北風が、瞬しゆん時じに二人の肌を凍いてつかせた。

　凍こおり付ついたメリールウのあごを後ろから伸びてきた手が摑つかんで固定する。無理やり振ふり向むかされた先にヴィクトールの素顔があれば、メリールウもディートリヒが残した呪いに堕おちるのか。

　ごくりと喉のどを鳴らしたメリールウだったが、触れてきた時と同じ唐とう突とつさであごを摑む手が離れた。

「……やめておこう。お前を失うのは、惜おしい」

　温度を失った声こわ音ねはただ乾かわいていた。

「第一、ここでお前が錯さく乱らん状態になれば、今度こそ二人とも落ちる。お前は無事だと思うが、俺に何かあれば、お前も心に傷を負うだろう」

　実体験の重みを持った言葉にぴんと来たメリールウは、おずおずと尋たずねる。

「もしかして、ヴィクトール様のお父様が亡なくなったのも、『魅了』の呪いのため……？」

　遠乗りの際の事故で亡くなったというヴィクトールの父。彼の「魅了」にかかっていた母は、夫にべったりくっついて離れなかっただろう。彼が死ぬ前までは。

　二人乗りの状態で母がベタベタしすぎてバランスを崩した。あるいは並へい走そうしていた母が距離を近づけすぎて、馬体が接触した。それゆえにヴィクトールの父は亡くなり、その母は呪いから解放されて去ったのだとしたら、あまりにも皮肉な結末だ。

「……そうだ。だから、今後は、これまでにも増して俺たちの距離に気を付けよう」

　傷付けてしまうほどに、近付きすぎないように。

「……ええ。そう、しましょう」

　まだ胸の中で心臓が不ふ穏おんに騒さわいでいるのを感じながらメリールウも同意した。

「では、そろそろ戻りましょうか。サフィールも心配しているでしょうし」

　さっきの一回転を目撃していたら、本気で気を失っているかもしれない。ヴィクトールもさすがに気まずいだろう、うなずくかと思いきや、彼は何かに気付いたようだ。

「誰か来るようだな」

　警戒を含んだ瞳が見つめるのは、黒鳥城へ続く山道だ。一台の馬車が登ってきているのがメリールウにも見えた。

「……もしかして、ヴィクトール様を追い回していた女性たち？」

「いや、それなら下の関所で停とまる。それに、あの馬車は、おそらく……塔に沿って身を隠かくしながら少し高度を下げられるか、ホリー」

「元に戻りましたね。分かりました」

　さっきちゃんと呼んでくれたのはただの偶ぐう然ぜんだったようである。言われるまま、向こうから見えないように塔の陰かげに隠れ、いぶかしげなサフィールを尻しり目めに地表へ近付いていく。

「やはりロベルト商店の馬車だ。妙だな、伝令を出したのは確かだが、来るのが早すぎる。定期便が来るのも毎週月げつ精せいの日のはず……」

　何度か聞いた名前だ。出入りの商人のようだが、ヴィクトールの言うとおりであれば、確かにおかしな話である。早くても明日になるだろう、というのが当初の見通しだった。

「俺が婚約者を作ったいう話が広まったせいかもしれんな。いずれにしろ、確認しなければ。とりあえず、一度サフィールのところへ戻ろう」

　ヴィクトールの命に従い、メリールウはもう一度塔に沿って高度を上げていった。







　程ほどなくやって来た馬車から降り立ったのは、フロックコートを着き込こみ、杖つえを手にした上品な老人だった。他の使用人たちとメリールウを従え、城から出て来たヴィクトールを見るなり、白くなった頭を深々と下げる。形式だけではない、心からの敬意がこもったしぐさだった。

「お久しぶりです、ヴィクトール様」

「どうした、ロベルト。やけに来るのが早いな」

　ヴィクトールの問いかけに、ロベルトと呼ばれた老人は気き遣づかわしげな眼をする。名前を冠かんしているということは、彼がロベルト商会の代表なのだろうが、ヴィクトールへの態度は下手な使用人たちより使用人らしい。

「なに、この間、ちょっとした騒ぎがあったでしょう。あれ以来、ネティラの娘むすめたちはヴィクトール様に婚約者ができた、と嘆なげいております。これは確かめねばならぬ、と思いましてね。途中で使者殿どのとも行き会えて、勘かんが当たっていたことにほっとしました」

　メリールウを発見した時の件だ。予想していた答えに納なつ得とくがいったらしく、ヴィクトールの声音が柔やわらかくなる。

「すまんな。屋敷が壊こわされるまで秒読みで、壊れた後は追い回されたので連れん絡らくする暇ひまがなかった。そちらから来てくれてありがたいが、お前もいい年だ。あまり無理をするな」

「とんでもありません。わが一族の繁はん栄えいは、サンロード伯はく爵しやくあってのこと……」

　そちらこそ謙遜しないでほしいとばかりに、ロベルトは一層深く頭を下げた。その眼がおもむろにメリールウを見やる。

「この方が書状にあった、例の『白き魔法使い』のご息女ですか」

　メリールウの正体まで包つつみ隠かくさず教えているということは、向けられる尊敬の念に相応ふさわしい信しん頼らいを置いている相手なのだろう。うなずいたメリールウに、ロベルトは恭うやうやしく頭を下げた。

「初めまして、私はスタンリー・ロベルトと申します。ロベルト商店という店で商あきないを行っておりますが、サンロード家の方々には並々ならぬ恩義を受けた身……どうぞ今後とも、よろしくお願いいたします」

「恩義、ですか」

　単にヴィクトールが領主だから敬うやまっているのではないようだ。メリールウが聞き返すと、ロベルトは意外な名を口にした。

「ええ。かの赤い悪魔、ディートリヒめより我が祖先を救っていただかなければ、私もこの世に存在しておりませんでした」

「……ディートリヒ」

　悪名高き「赤き魔法使い」は、サンロード一族だけではなく、ロベルトの一族にも爪つめ痕あとを刻んでいるようである。

「そうですか……あなたたちも、ディートリヒに何か……」

「はい。お恥はずかしいことながら、我が祖先は奴やつに殺されかけ、そこをサンロード伯爵に救っていただいたのです」

　それは、ただの謙けん虚きよさから出た表現ではなかった。

「しかも我が祖先は当初、貧しさゆえにひねくれており、正義のためにディートリヒに立ち向かうサンロード伯爵を小こ馬ば鹿かにしていたとか……！　そんな愚おろか者ものを、この方の祖先は助けて下さった!!　感謝してもしきれるものではありません」

　感に堪たえない、という様子のロベルトにヴィクトールは珍めずらしく苦笑を零こぼした。

「それは事実だが、助けたのは祖先であって俺じゃない。ロベルト、お前たちの献けん身しんに感謝はしているが、とっくに恩返しは終わっているはずだ。……こんな辺境にまで、ついて来なくてもよかったんだぞ」

「まあまあ、私どもが好きでしていることですから」

　なんとロベルトたちは、サンロード家が左さ遷せんされたオストアルゴにまで、彼かれ等らに尽つくさんとついて来たというのだ。さすがに驚いているメリールウに、ロベルトは穏おだやかに微笑みかける。

「申し訳ありませんが、女性用の衣服はもちろん、仕立屋の類いはさすがに連れて来ておりません。手て筈はずは整えてありますので、明日には別便が到とう着ちやくするでしょう。今はとりあえず、メリールウ様にはご挨あい拶さつのみということで」

「ええ、ありがとう」

　にっこり微笑むメリールウに、ロベルトもますます好こう々こう爺や然と笑って、

「それに、花はな嫁よめ衣い装しようも相応しいものを整えなければ。このロベルト、長年ヴィクトール様に相応しい女性をと切望しておりましたが……待った甲か斐いがありました！　二百五十年の時を超こえ、かのアセンブルのご息女をお迎むかえできるとは……!!」

「え？」

「……ロベルト、待て。先走るな」

　嫌いやな予感を覚えたらしく、ヴィクトールが機先を制した。

「確かに、彼女を婚約者としたのは事実だ。だが、それはあくまで、『魅了』にかかっている女たちを牽けん制せいする意味。実際の結婚を前提としている訳ではない」

　そこをはき違えるなと、彼は強調した。

「何度も言っているだろう。そういうことは、ディートリヒを倒し、『魅了』の呪いと手を切ってからだ。……余分なものを差さし挟はさまずに、女と向き合えるようになってからだ」

　父母の悲劇を繰くり返かえすつもりはないと、ヴィクトールは匂におわせる。これまでも何度か召めし使つかいたちとの間で交かわされてきたやり取りだ。アントニオなどであれば、すぐに引き下がっただろう。

「しかし、いまだにディートリヒの行ゆく方えすら分かっていらっしゃらないのでしょう？」

　ところがロベルトは、引き下がるどころか鼻息を荒あらくしてまくし立て始めた。

「……まあな」

「仮に奴の行方が分かったとして、です。メリールウ様は生きたエーテル貯蔵庫となっているそうですが、ご本人以外の方……要するにヴィクトール様がエーテルを使用し、魔法を使えるようになるまで、どれぐらいかかる目算なのです？」

　思わずメリールウはヴィクトールを見上げた。彼も同じ間合いでこちらを向き、ほぼ同時に瞳を逸らした。なにせ、つい先さき程ほど、初めてのケンカのようなものをしかけたばかりである。

「……分からん。だが、彼かの女じよ自じ身しんが強大な魔法使いなんだ。俺はサポートに徹てつするという方法も……」

「もしそれで、メリールウ様に何かあったらどうしますか！　ここはやはり、正式にご結婚を!!　そして一刻も早く、お世よ継つぎをッ!!」

　カッ！　と眼を見開いたロベルトの迫はく力りよくに怯えたのか、サフィールがモルダートンの背後に隠れた。

「お二人のお子様であれば、間違いなく強力な魔法使いでしょう。そして、お母様が持つエーテルも利用できるはず……!!　そのことをヴィクトール様も、お考えにはなっているはずッ!!」

「……やはり、ロベルト商店にあまり頼るのはよくないと思うな、私も……」

　客分として、一番公平な判断を下せるモルダートンにも、ロベルトに財源を任せるのはヤバいと感じてしまうらしい。これ以上貸しを作ると、彼の思う「サンロード伯爵」の型に無理やり当てはめられてしまいそうである。

「ロベルト。お前の言うことにも一理あるが、それはだめだ。俺は俺の子にまで、この呪いを引ひき継つぐ気はない」

　生あい憎にくと空気を読んで従うヴィクトールではない。まして話題は彼をディートリヒ討とう伐ばつに駆かり立たてる根源に繫がっている。ならばとロベルトは、メリールウに話を振ふった。

「いかがですか、メリールウ様！　あなた様もこの方に救われた身、言うなればロベルト一族と同じ!!　大きな恩を返すチャンス、これを逃のがす手はありません!!」

　さすが名うての商売人である。追い立てるような売り込みに、メリールウは笑顔で応じた。

「うーん、チャレンジ！」

「言うと思ったぁー！」

　サフィールが絶ぜつ叫きようしたが、ヴィクトールが口を開く前にメリールウは首を振った。

「と、申し上げたいところですけど……私の恩人であり、大切なお友達であるヴィクトール様が嫌がることはできませんわ」

　ロベルトの言うとおり、ヴィクトールには多大な恩がある。ただでさえ、失礼なことを考えて傷付けてしまったばかりなのだ。彼の気持ちを無視するようなことはできない。

「……エリー」

　思わず、というようにヴィクトールが口にした名前はやっぱり間違っているのだが、彼が感かん銘めいを受けたことは分かったので問題なかった。ロベルトもこれ以上押おしてもだめだ、と悟さとったようである。

「ですが、まずい状じよう況きようになっています。メリールウ様の存在は、すでに王家に伝わっているようです」

　押してだめなら引いてみろ。二人の仲を急いで進ませようとする理由を、彼はもう一つ持っていた。

「いずれ正式に通達が来るでしょう。ネティラの国王夫妻の視察の際、この方をお連れするように、と」

「……そこで難なん癖くせを付けて、ローリーを手に入れようとするというのか？」

　ヴィクトールも真しん剣けんに考えざるを得ない、と思ったようだ。うなるようなつぶやきを聞いて、メリールウは疑問を持った。

「私を、ですか？　ですが、今の世は、平和だと伺うかがっておりますが……」

「表向きはな。いまだ見付からないディートリヒを始めとした火種を、水面下で抑おさえているからこその平和だ。城一つ吹ふき飛とばしかねないお前の力、ほしがる奴は大勢いるだろう」

「私もたまに、何か勘違いした輩やからに誘さそいかけられるぐらいだからな。ましてメリールウ殿ほどの力、王家が求める可能性はある」

　旅先で嫌な目に遭あったことがあるようで、モルダートンは実感のこもった注ちゆう釈しやくを入れてくれた。サフィールも悪魔召喚実験の顚てん末まつを思い出したらしく、眼が泳いでいる。王家の側に悪意がなくても、「お騒がせサンロード」が何かやらかさないかと不安になって、大きな力を取り上げようと考える率も高そうだ。

「そうです。それを防ぐためには、いっそ大々的に花嫁としてお迎えしたほうが」

「だめだ」

　諸もろ々もろ吟ぎん味みした上で、それでもヴィクトールはロベルトの誘ゆう導どうに乗らなかった。

「連れて来いと言うのなら仕方がない。メアリーも蒸気機関車に興味があるようだしな」

「だいぶ近くなりましたね」

　つい名前のほうに興味を持ってしまったメリールウだが、心が少し温かくなった気がした。それを覚えていて、くれたのかと。

「だが、お前の力はまだ不安定で、娘たちを竜たつ巻まきで吹き飛ばしかけたこともある。ある程度仲が進展し、対応策を知っている俺抜きで会わせることはできないし、俺がいるなら王おう妃ひは同席できない。『魅了』の呪いが深くなるだけだからな」

「まあ、王妃様まであなたの呪いに……!?」

「……残念ながらな」

　彼女に追いかけ回された時のことでも思い出したのか、うんざりしたようにヴィクトールは息を吐はいた。

「もしかして、だから国王夫妻が、わざわざ視察に……？」

「それだけが理由ではないと信じたいが、王妃のたっての希望、という噂うわさは聞いている。ただの辺境となったオストアルゴに、ご夫ふう婦ふで足を運ぶ理由は少ないからな」

　ヴィクトールがディートリヒ討伐を急ぐのは、王妃に惚れられてしまったことも一因なのだろう。上官の妻との恋こいはおとぎ話でもよく扱われるが、大たい抵ていは悲ひ惨さんな末路を迎えると相場が決まっている。

「そのせいで俺は国王陛下に嫌われているが、あの方は話の分からん人ではない。きちんと説明すれば、お前は魔法使いの修しゆ行ぎようを積んでいる者でなくては扱えないと分かってくれるはずだ。……多分な」

　不安の残る言い方ではあるが、正直が取とり柄えのヴィクトールである。彼の不安を実現させないよう、自分にできるだけのことをしようとメリールウは決意した。

　彼等の様子を塔の陰から眺めていた炎カラスは、静かにいずこへかと飛び去った。
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　空へと差し出された長い指先に赤い足が絡からみつく。炎カラスの赤い嘴くちばしが動くたびに漏れるのは、只ただ人びとの耳にはしゃがれた鳴き声でしかないが、彼等を使し役えきする者には意味あるものとして聞こえるのだ。

「……フン、まさかとは思ったが、サンロードの末まつ裔えいの手に渡わたっていたとはな」

　ファミリアの一匹ぴきが運んできた情報を嚙かみ締しめて、その主は毒々しい笑えみを浮かべた。手て狭ぜまな小屋の中にあってなお、黄金と深しん紅くを基調とした美び貌ぼうはまぶしい。

「忌々しいジャーヴィスの子孫め。あの娘を使って、祖先のように私を討うつ気か。完全なる成功とはいえないものの、さすが私の施ほどこした術だけあって、一定の成果を出したようだからな」

　ここは彼の隠かくれ家がの一つだった。数多あまたの隠れ家の中では設備が悪く、立地も悪い。小さな小屋がやっと建てられる広さしかない無人島なのだ。

　派手好きで浪ろう費ひ家かで、目立つのが好きな彼にとってはすこぶる不本意な隠いん遁とん生活を強しいられてきたわけだが、仕方がなかった。百二十年前に食らった傷を安全に癒いやすには、ここが一番妥だ当とうだったのだ。

　じっと我が慢まんしてきた甲斐あって、傷はほぼ癒えた。世界からエーテルがほとんど消えたことも喜ばしい。禁きん呪じゆを用いて溜ため込こんだエーテルを使い、自在に奇跡を操ることはアセンブルにもパルメニスにもスーテラにもサンロードにもできない、彼だけの特権となったのだ。

　ただ一人の例外を除いては。

「もう少し、詳くわしい情報が必要だな。そのためには、危険を冒おかしてでももっと近付く必要がある。うまく懐に潜もぐり込こめれば、そのまま始末するのも利用するのも、たやすいからな……」

　発見されるのを避けるため、遠巻きに集めてきた情報には限界があるが、なにせ彼はこの世界に革命を起こした天才だ。ターゲットはすでに決まっていた。
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　ネティラはエーマ河の岸辺にある街だが、河の上にある街、とも表現される。厳密にはかつて治水のため、人工的に作られた巨きよ大だいな池の上にある。

「元は遊水池だったのだが技術が進み、もっと上流で河を二つに分けたので必要がなくなり、そのまま池として残された場所に築かれた街だ」

　闇やみの中、ガス光にぼんやりと光る町並みを眺めつつヴィクトールが説明してくれる。

「だから、こんなに運河が街中を走り回っているのですね……！」

　その横でゴンドラに揺ゆられながら、メリールウは広がる景色に興奮しきりだった。

　ネティラ内部の移動は、徒歩を除けばゴンドラで運河を渡るのが一般的である。国王夫妻が逗とう留りゆうしている町長の屋敷へも、これで来るようにとの案内だった。

　ロベルトが言ったことは事実だった。あれから二日後、国王夫妻から正式にメリールウを連れてくるよう、内々に命令が下った。そこで本日、スーテラ暦百二十二年四月の三度目の火か精せいの日、メリールウが目覚めてからちょうど一週間経たった日にネティラへやって来たのだ。

「こういう作りの街は初めてか」

「外に出かけることが、あまりなかったものですから……街へ出ること自体、初めてですわ」

　運河を基準とした作りは確かに珍しいのだろうが、あまり屋敷から出してもらえなかったメリールウである。全てが新しん鮮せんに感じられ、そして同時に、改めて突き付けられるものがあった。

「でも、文化が違っているのはよく分かります。本当に……二百五十年、経っているのですね」

　どこに行ってもエーテルがないに等しいことには慣れていたが、見回す景色の違い和わ感かんにはまだ少し慣れることができない。

　街灯として闇を払はらうガス灯。ネティラの路地は細いため規制されているそうだが、蒸気機関を利用した自動車も広まりつつあるという。魔法使いでなくても利用できるテクノロジーが、建物の作りや道行く人々の服装、そしてその思想にまで影響を及およぼしていることが肌はだ身みに染しみて感じられた。

　ヴィクトールの城は、ごてごてと派手派手しく飾かざり付つけられているが、その構造は古い城そのものだ。魔法使いらしさを追求したことに加え、住んでいる者が少なく、サーヴァントの手を借りられるためだろう。厨ちゆう房ぼうでは蒸気機関も利用されているそうだが、目立つところに二百五十年前との差さ違いはなかった。ヴィクトールやサフィールの服装も馴染んでいたが、この街に来ると彼等はひどく浮き上がって見える。

「ラリー」

「ああ、ごめんなさい、つい」

　うっかりとこの時代の人間に、そして従者に相応しくない発言をしてしまった。頭を下げようとしたメリールウは、ひっつめ髪をしまった帽ぼう子しが落ちそうになって慌てて押さえる。

「大丈夫ですか？　本当に」

　隣で浮かない顔をしているサフィールとメリールウは双ふた子ごのように同じ格好をしていた。正確に言うと、サフィールの服の替かえをメリールウが借りている状態である。

　国王はあくまで内密にメリールウと会いたい、とのことだった。そこでヴィクトールはメリールウに従者を装よそおわせ、こっそりと連れてきたという訳だ。

「呪いにかかった女と顔を合わさず、テリーを連れて会合の場所にさえ無事に辿り着ければなんとかなる。ああ、着くまではお前のことはキリーと呼ぶ。分かったな、コリー」

「……分かりました！」

　サフィールは連れていけないとの話だが、自分が呼ばれているのは分かるので問題あるまい。メリールウは笑顔で了りよう解かいした。

「最悪、これは罠わなで、着いた途と端たんにお前が拉ら致ちされる可能性もある。サーヴァントを連れてくることも禁じられたしな。万一の時は、構わず魔法をぶっ放して抵てい抗こうしろ」

「え、いいんですか？　ヴィクトール様。そんなことをしたら、僕らも反逆罪で捕まるのでは……!?」

「むしろそれが王家の狙ねらい、という可能性もあるな」

　ふむ、とヴィクトールは考え込み始めた。

「いや、お前の幸福を考えるなら、王家に行くというのもアリなのか……？　そのほうが俺の好感度は上がるのか……？」

「でも、私が王家に奪うばわれてしまったら、好感度が上がっていても魔法は使えないと思いますよ？」

　可能性を追求しすぎて袋小路ふくろこうじに入ってしまったヴィクトールを、メリールウはそっと引ひき戻もどした。

「王家で暮らすというのも、新しいチャレンジではありますけど……いきなり私を拉致する人って、大体ロクなことを考えていませんし」

　人にん間げん離ばなれした赤い瞳を、思い出す。

「ヴィクトール様さえよろしければ、少なくともディートリヒを倒すまでは、お側そばに置いていただきたいですわ」

「──もちろんだ。俺も、ずっとお前に側にいてほしい」

　迷いの晴れた眼でうなずいたヴィクトールは、その勢いで続けた。

「この間は、悪かった」

「いいえ、私のほうこそ……失礼なことを考えてしまって、ごめんなさい」

　呪いの存在を疑った訳ではなかったのですが。そう言いかけて、やめた。彼に理解を求めるべき話ではないのだ。

「……これで許してもらえるか？　ケンカも仲直りも、あまり経験がなくて、うまいやり方がよく分からんのだが」

　ヴィクトールだけでなく、サフィールからも不安そうな視線を寄よ越こされてメリールウは請うけ合あった。

「大丈夫です。少なくとも、私には伝わっております」

　うまい下手を考えると、正直なんとも言えないが、彼は対人経験が少ない上に生育環かん境きようが特とく殊しゆすぎるのだ。家庭教師経験者として、褒めて伸ばそうと思った。

「もしものことがあれば、王家の方々にもためらいなく魔法をぶっ放します。魔力とエーテルのコントロールはだいぶ精度が上がってきましたから、最悪ネティラをちょっと削けずってしまうだけで」

「ストーップ！　仲良くはなってきてるなーと思って傍ぼう観かんしていましたが、そろそろだめですからね!?」

　我慢しきれず割って入ったサフィールは、ヴィクトールに「声が大きい」と注意されてさらにキレた。







　果てしなく不安そうなサフィールをゴンドラに残し、メリールウはヴィクトールと共にネティラ町長の屋敷へと足を踏ふみ入いれた。古い貴族、つまりは魔法使いの屋敷を模しているとかで、どことなく生家を思わせる作りが緊張を促うながす。

　場所を提供した町長はカルーセンという名の男だん爵しやくだ。むっつりとした不ふ機き嫌げんそうな中年男性である彼は「ここでお待ちを」と広々とした応接間に案内したきり、顔を出そうとしなかった。仮にも相手は領主なのだが、ろくに挨あい拶さつもなしである。

「アントニオなども主に気安い振ふる舞まいをするものだ、と思っていましたが、今の時代は身分の上下の概がい念ねんもずいぶんと薄うすれたのですね」

　革かわ張ばりのソファにちょこんと腰かけたメリールウは、室内の調度品に視線をさまよわせながらつぶやいた。それが悪いものだとは思わない。むしろ革命をひそかに待っていたメリールウからするといい傾けい向こうなのだが、隣にかけたヴィクトールの答えには苦みが混じっていた。

「二百五十年前ほどではないが、まだまだ階級差の概念は強いぞ。あいつの場合は単純に、関わりたくないのだろう」

「ああ、国王陛下も出てくるようなお話ですものね……」

「いや、おそらくは内容は何も知らされていない。だからこそ不快感も募つのるのかもしれんが、単純に奴は魔法を信じていない。俺の呪いのことも、いまだに噓うそだと思っている」

「まあ……」

　ネティラの女性たちがあれだけヴィクトールへの愛に我を失う様を見ても、そんな風に考えてしまうのか？　驚きはすぐに伝わったようだ。

「……ネティラに出て来て分かっただろうが、今の世界は本当に魔法と縁えん遠どおくなっている。そのくせサフィールを生け贄に望んだ連中のような、付つけ焼やき刃ばで馬ば鹿かな真ま似ねをする奴らが後を断たたない」

　本物は歴史の彼方かなたに去り、醜しゆう悪あくな偽にせ物ものだけが横行している。その状況のため、一般の人々の眼には全ての魔法がうさんくさいものに映るのだとヴィクトールは語った。

「父のように城に引きこもり、領主として最低限の命令だけ出していればいいとも考えていたが、眼の届かないところで不正が横行していてな。ディートリヒを探し、倒すための協力もほしかった。そのためにネティラへも時折足を運ぶようにしたが、この仮面をしたままでは失礼だと言うので、仕方なく何度か外した」

「……だから、あの女性たちが……」

「……そういうことだ。奴ら、本当に女と顔を合わせないと効果が分からないと抜かしてな。俺に恥はじをかかせるつもりだったんだろうが、そのせいでカルーセンの末娘も、犠ぎ牲せいになった」

　様々な身分の女性たちが押しかけてきた姿をメリールウは思おもい描えがく。あの中には上等なドレスを着た女性もいた。おそらく彼女がそうなのだろう。

「！　そういえば、あの失礼な声……」

「どうした？」

「い、いいえ」

　──何が呪いだ、非科学的な！　母親に捨てられた理由がほしいだけだろうが。

　ずっと耳の奥に残っていた声の主が判明した。あれを言ったのは、カルーセン男爵だったのだ。ヴィクトールが騒ぎが起こしたと知り、駆かけ付つけてきたのだろう。

　あんな風に言われ続けていたから、ヴィクトールは魔法全ぜん般ぱんの説明をあっさりと飲のみ込こむメリールウを気に入ってくれたのだ。その分、疑われたと思ったら、傷付いたのだ。

「それでしたら、協力してくれてもよさそうなものですけど……、だめなんですね」

「かえって頑かたくなになってしまってな。俺がたぶらかした、と譲ゆずらない。娘のほうは俺との距離が離れれば冷静になるのだが、父親にかかった『常識』の呪いが解けない」

　それはいつの時代も、何よりも強力な呪いである。

「だから、ディートリヒを倒すしかないんだ、メルローズ」

　ちょっとひねりましたね、と言う前に、ヴィクトールはぎゅっとメリールウの手を握にぎり締しめた。

「行きがかり上、今回は俺が主でお前が従者という形にしたが、この関係に不満を持たないでほしい。お前が最後の希望だ。どうか俺に心を開き、その偉い大だいなる力でサンロード家の力と名めい誉よを取とり戻もどさせてほしい……」

「ええ、それは、努力しますけど……」

「後で俺が従者の役をやってもいい」

「人の面めん倒どうを見るのは不得手そうでいて、案外器用な方なので向いているかもしれませんね。でも、私、特にそれを望んでいる訳ではないので……」

　国王に何を言われるか分からないためだろうか。それとも、メリールウが男装しているせいだろうか。いつにも増して熱ねつ烈れつに迫られ、口ごもったところでノックの音が響いた。

「失礼する」

　断りを入れて入ってきたのは、夜会帰りと思しきイブニングコートに身を包んだ中年の男性だった。バイレール国王、ニコラウス・スーテラその人である。

「お招きありがとうございます、陛下」

　すばやく立ち上がったヴィクトールがマントを捌さばいて一礼した。格好こそいつものとおりだが、想定の百倍まともな挨拶だったのでメリールウはちょっとほっとした。ニコラウスも供を連れている様子はなく、差し当たって拉致される気配もない。

「こちらこそ、ヴィクトール。呼び出してしまってすまなかった。夜会の席で会えればよかったが、互たがいに色々と事情があるからな」

　年を重ね、煉れん瓦がのようにくすみ始めた赤い長ちよう髪はつを結んだニコラウスは意味ありげに微び笑しようする。

　ネティラに視察に来ている国王が参加する夜会である。本来ならば領主であるヴィクトールが主しゆ賓ひんとして立ち振る舞わねばならないが、なにせ彼には呪いがかかっている。最初の挨拶にだけ顔を出したが、以降はカルーセン男爵に一任。今までの時間は被ひ害がいを出さないよう、メリールウたちと一緒に街外れに用意された屋敷に引きこもっていたのだ。

「そちらが例の、アセンブルのお嬢じようさん……か？」

　男装姿の上、髪も引っ詰めているので、ニコラウスも判断に迷ったようだ。

「は、初めまして国王陛下、このような格好で失礼いたします。メリールウ・アセンブルと申します」

　頭を下げるメリールウを、ニコラウスは値ね踏ぶみするように見た。

「……なるほど。確かに、妙な魔力を感じるな。長年修行を積んでいるはずのヴィクトールより強いようだ」

「失礼ながら、陛下も魔法使いでいらっしゃるのですか？」

　それが分かるということは、最低限の素養はあるのだろう。素そ朴ぼくな質問を聞いてニコラウスはゆっくりと瞬まばたきをした。

「スーテラの血は引いている。しかし、あなたが本当に二百五十年前の人間であれば、分かるだろう？　スーテラはいつも、かつての王家であったパルメニスのオマケだったものな。あなたからしてみれば、我が一族が王家ということ自体、かなり意外なのではないかな？」

「……そうですね」

　試すような視線に少しばかりドキリとしたが、自分を疑っている国王の信頼を得る、というのも新たなチャレンジである。何よりカルーセン男爵とやらと違って、ニコラウスは疑っているだけだ。頭から噓と決めてかかっている風ではない。

　それに、この方だって。小さく呼吸を整え、メリールウは口を開いた。

「確かに、パルメニスは偉大なる治癒魔法の使い手でした。死者以外ならなんでも治せる、『輝かがやきの魔法使い』……」

　特に彼等が優すぐれていた治癒については、アセンブルなど足元にも及ばない名門だった。パルメニスがいまだに健在であれば、「魅了」の呪いも解呪できたかもしれない。治癒魔法がうまくいったので、近い系列である解呪魔法も試してみたのだが、生憎と歯が立たなかったのである。

　しかしパルメニスも歴史の彼方に去った。ディートリヒを倒すしかないのだ。決意を新たにしながら、意見を述べた。

「ですから、暦こよみがスーテラに変わっていると知った時は驚きました。でも、そこまで意外だとは思いません。パルメニスの陰に隠れがちだったのは、スーテラが得意とする強化魔法が時流に合わなかっただけです。逆に言えば、時流に合わない魔法でも、名門として名を馳はせていたスーテラ家の力は本物です」

「確かにお前が眠りに就ついた時代、肉体の強化は二流、純じゆん粋すいな魔法だけで事を成せてこそ一流という考え方が支配的だったからな。だが資料によれば、重傷者を治す場合は先にスーテラが肉体を強化して体力を確保し、パルメニスが治癒を施すという例も多く見受けられる」

　魔法や魔法使いの話だと、口を出さずにいられないのだろう。ヴィクトールまで横から口を出してきて、ニコラウスが眼を丸くする。

「なるほど。よくご存じだ。ヴィクトールもな」

「あ、申し訳ありません、つい。あの……風を吹かせるとか、チャレンジしましょうか？　今日は火精の日ですけれど、炎の魔法はあまり使ったことがなくて……もしかすると、ちょっと陛下を焼いてしまうかも……」

　一応言ってみるが、ニコラウスは笑って取り合わなかった。

「いや、構わない。あなたの魔力はいまだ制せい御ぎよが難しく、魔法使いの力を捨てた私などでは抑えられないと、散々脅おどされたからな。なあ、ヴィクトール？」

「……エーテルがない世の中になり、魔法使いの力を捨てたのは陛下だけではありません。サンロードも、この厄やつ介かいな呪いさえなければ、他家と同じ道を辿たどっていたことでしょう」

　ヴィクトールらしくない慎しん重ちような受け答えを聞いて、ニコラウスはますます楽しげにする。

「心配は要いらない、メリールウ。あなたのことは王家が所蔵している資料にも残っている。今回呼び出したのは、事の真しん偽ぎを確認したかっただけだ」

　なだめる言葉が逆に引っかかったようだ。ヴィクトールが態度を硬こう化かさせた。

「俺は、このような噓で人心を惑わせたりしません」

「分かっているが、お前の場合は惑わせるつもりがなくても、結果としてそうなることがあるからな……」

「……うーん、まあ、そうですね」

　これについては庇かばえない。ヴィクトールはちょっぴりショックを受けているような顔をしているが、メリールウはニコラウスに同意した。

「皮肉のつもりではないので安心してくれ。お前のほうで気の利いた条件を付けてくれてよかった。おかげで王妃も、しばらくはお前に会いたさに、うるさく騒いだりはしなくなるだろう」

　ニコラウスも気持ちが解ほぐれてきたようだ。ヴィクトールをピリピリさせている原因をストレートに持ち出してきた。

「……そうであるなら、幸いです」

　いきなり王妃が突とつ撃げきしてくることを警戒していたらしい。少し肩の力を抜いたヴィクトールだが、メリールウの件について言げん質ちを取るのは忘れない。

「彼女が強力な魔法使いであることはお分かりのようですね。王家で保護したい、という気はないと信じてよろしいですか？」

「あわよくば、という思いは正直あった。……魔法使いとして頂点に立つというのは、スーテラの悲願……いや」

　パルメニスのオマケ。いまだ消えない烙らく印いんを、あるいは未練を振りきるように、ニコラウスは軽く頭を振った。

「だが、会ってみて分かった。これは私、いや、魔法を手放した魔法使いの手に負える代しろ物ものではない。下手に手を出して、ディートリヒに眼を付けられても困るからな」

「やはり王家も、あの人は生きているとお考えですの？」

　メリールウがそっと口を挟むと、ニコラウスは「死んだという証しよう拠こはないのでな」と答えた。

「あいつは『魅了』の使い方からも分かるように、良くも悪くも型にはまらない魔法使いだ。何よりサンロードにかかった呪いが解けていない。警戒するに越こしたことはないだろう。もっとも、こんなことは、あなたのほうが分かっていようが」

「……そうですね」

　スーテラを軽視したように、二百五十年前の魔法使いたちが認める魔法は厳格に定義されていた。その定義は年々狭せばまり、階級が固定化されきったところにディートリヒが現れたのだ。創造者であると同時に破は壊かい者しやだった彼に、心しん酔すいした者も多かった……

「……とはいえ、魔法に対する関心は王都でも下がる一方だ。ディートリヒ退治に国庫から予算を出すことはできん。今しばらくは、ロベルト商店を頼るように」

「……分かっております」

　ロベルトの熱い情熱に駆かられた瞳を思い出したらしく、ヴィクトールはなんともいえない顔でうなずいた。

「あの城だの服だのにかける情熱を減らせば、もう少し支出は減ると思うのだが」

「そんなことをするぐらいなら、食事を抜きます」

　断言するヴィクトールをメリールウがたしなめる。

「だめですよ、ヴィクトール様。ご飯はちゃんと食べないと。アントニオがかわいそうですし、あなたが倒れてしまったら、私も悲しいです」

「ううん、お前が悲しむのなら、仕方がないな……食事を共にするのは、好感度を上げる基本だしな……」

　渋しぶ々しぶながら決意を翻ひるがえしたヴィクトールにニコラウスが眼を丸くする。

「ほう……、ほう、なるほど、なるほどな。お前はメリールウと、ずいぶん仲良くなったようだな」

　分かりやすい含みたっぷりの言葉にヴィクトールは真顔で応じる。

「ええ、彼女と心を通じれば、貯蔵されているエーテルを俺にも利用できるようになる可能性が高いので」

「そうなんです、陛下。私たち、お友達として仲良くなるチャレンジ！　をしているところでして」

　メリールウも同じ調子で声を揃そろえ、にっこり微笑んだ。

「私も安心しました。国王陛下は、思ったよりもヴィクトール様と仲良しでいらっしゃるのですね」

「……私は別に、ヴィクトール個人を嫌って遠ざけている訳ではないからな」

　あまりの邪じや気きのなさに、ニコラウスのほうがかえって口ごもってしまう。ヴィクトールはここぞとばかりに言い添そえた。

「そう言っていただけて、俺も安心しました。陛下のお立場上、妃ひ殿でん下かがあのような状態になってしまえば、俺を遠ざけない訳にもいかないでしょう」

「……そうだな」

　あまり煮にえ切きらない口調ながら、ニコラウスはうなずき、話を切り上げた。

「さて、ではそろそろ失礼するとしよう。ネティラとオストアルゴを楽しませてもらったぞ、ヴィクトール。失礼ながら評判は決してよくないが、『魅了』の呪いを割り引けば、お前がよくやってくれていることは分かっている」

「ええ、ヴィクトール様はいい領主でいらっしゃいますよね！」

　メリールウとの魔法実験にどっぷり浸ひたっているかに見えるヴィクトールであるが、領主としての仕事はきちんとこなしていることにメリールウは気付き始めていた。だからこそ彼の顔色はなかなか改善されず、心配ではあるのだが。

「……そうだな。メリールウ、あなたとヴィクトールがうまくいけば、こいつに惑わされている女性たちも解放されるかもしれん」

　王妃のことを思ってか、ニコラウスは少しだけ声の調子を落とした。

「では、またな、二人とも。ディートリヒの件、動きがあったら王家にも連絡してくれ」

「はい、必ず」

　ヴィクトールが一礼し、メリールウもそれに倣ならう。帰りも一応警戒は続けていたが、油断していたところに王家の手の者が差し向けられるようなこともなく、サフィールも連れて無事に黒鳥城へ戻ることができた。
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　ニコラウスとの会談が無事に終わった翌日の朝のことである。ネティラの端はしに用意された屋や敷しきの二階で、メリールウは久しぶりに人に着き替かえさせてもらっていた。

「まあ、さすがロベルト……すばらしい出来だわ」

「お褒ほめに預かり光栄です、メリールウ様」

　新しいドレスに身を包んだメリールウの全身を検分しつつ、ロベルトは感かん涙るいせんばかりだった。お針子たちがほっと安あん堵どの息を吐はく。

「国王陛へい下かのお召めしに間に合わぬと分かった時は、このロベルト、腹を切ってお詫わびせねばならぬと思っておりましたが……」

「大だい丈じよう夫ぶだ、ロベルト。今回は内々に、との約束だったので、どのみちサフィールの服を借りるつもりだった。もっと時間をかけてもよかったのだぞ」

　最初から間に合わせる必要などなかったのだと、ヴィクトールは念ねん押おしした。

　ロベルトにメリールウに似合うドレスを、あくまで普ふ段だん着るドレスを、と注文したのは確かである。だが、まだ注文してから日が経たっていない。魔ま法ほうの代わりにミシンが発明された現在であっても、しかもヴィクトールの注文に従ったドレスを一から作成するとなれば驚きよう異い的てきな速度だ。道理でお針子たちの眼めが充じゆう血けつしているはずである。

「申し訳ありませんヴィクトール様、時間がなかったからといって、決して手を抜ぬいた訳ではございませんで……!!　我わが商会に、そのような不心得者はおりませんッ!!」

「ヴィクトール様は、そういうことをおっしゃりたいのではないの。大丈夫よ、ロベルト」

　瞳ひとみと揃そろいの、すみれ色のドレスを彩いろどる精せい緻ちな刺し繡しゆうを撫なでながらメリールウは微笑ほほえむ。大商店の主あるじなのだし、と最初はロベルト様、と呼びかけていたが、「畏おそれ多おおい」と恐きよう縮しゆくされてしまうため、召めし使つかいたちと変わらぬ態度で接するよう心がけていた。

「あなたの情熱と忠誠心が込こめられた、とてもすてきなドレスですもの。感謝しています」

「うう、お優やさしいことです、奥おく様さま……！」

「奥様ではない」

　隙すきあらば先走るロベルトに、さすがのヴィクトールもため息を禁じ得ない様子だ。だがロベルトは、長年の献けん身しんによって彼かれの操縦方法も心得ている。

「ところでヴィクトール様、ヴィクトール様のお召めし物ものも、そろそろ新しくしたほうがよろしいのでは？　メリールウ様とお揃そろいで、このデザインなど、いかがでしょう」

「ふむ……なるほど。ビッキーとの仲も進み、いよいよ魔ま法ほう使つかいになれそうな手応えを感じているからな。ここは一つ、より魔法使いらしい服をあつらえるべきか……？」

　あっさり懐かい柔じゆうされかかっているヴィクトールを眺ながめてメリールウは苦く笑しようした。

「ヴィクトール様、ディートリヒのことを抜きにしても、魔法と魔法使いがお好きでいらっしゃるのよね」

「……魔法研究馬ば鹿かなんですよね。形から入るタイプだし。ああ、またこうやってロベルト商店への借りが増えていく……」

　サフィールも嘆なげきつつ同意する。ディートリヒ退治という大たい望もうを掲かかげ、幼い頃ころから魔法の研究に勤いそしんできたヴィクトールは、今や完全にそれが趣しゆ味みになっているようだ。嫌いや々いややるよりも効果は高いだろうが、時々手段が目的化しているのは傍はた目めにも明らかだった。

　そんな感想を持たれているとは露つゆ知らず、ヴィクトールの思いはドレスの先へと飛んでいく。

「衣い装しようを揃えたら、次は部屋だな。だが、俺おれの隣となりの部屋というのは、実験するにあたり大層便利ではある……」

「あの……別の部屋に移らなくては、だめですか？」

　反射的に口を開いたメリールウに、ヴィクトールは驚おどろいたような顔をした。

「移りたくないか？」

「ごめんなさい。ヴィクトール様のお母様のお部屋、というのは分かっておりますが……あなたがおっしゃるように、お隣となり同士、というのは便利ですし。他のお部屋ですと、周りに誰だれもいないでしょう……？」

　召使いたちの側そばでもメリールウはかまわないのだが、ヴィクトールもおそらく承知しないし、ロベルトがめちゃくちゃ怒おこりそうである。しかし客間などに移されてしまえば、生家でポツンと過ごしていた頃のようになってしまうだろう。

「もちろん、一日の大半はヴィクトール様たちと過ごせますけど……」

「そうだな」

　フッと微笑んだヴィクトールの眼は穏おだやかな感かん慨がいを帯びていた。

「俺も、あそこがお前の部屋になっていくのは、いいと思う」

　他の誰かと再さい婚こんし、新たな家族を得ている母がサンロードに戻もどることはないだろう。それでも彼かの女じよが出て行ったあの日のまま、部屋を残してあったのは、結局のところ未練を捨てきれなかったからだ。忍しのぶよすがだけでも、保存しておきたかったからだ。

　だが、悲しい思い出の残る部屋が新たな住人の色に染まっていくのなら。それはメリールウにとってもヴィクトールにとっても、喜ばしいことに違ちがいなかった。

「しかし、こうして似合うドレスに身を包むと、お前は可か愛わいいな」

「え？」

　不意打ちに固まったメリールウの全身を、ヴィクトールはしげしげと眺めやる。

「母上のドレスは、正直着られている感じが強かった。サイズを合わせるのも限界があるしな」

「それは……そうですね。私も着たことのない系統の服だったので、お目汚よごしを……」

「そうでもないぞ。日ごとに工く夫ふうしているのがよく分かった」

「ええ、だって、私のせいでドレスの格を落とすのはよくありませんし……」

　初日から今まで、着るたびに新たなやり方を考案し、少しでも自分に合うようにしてきたのは事実である。ヴィクトールからの感想は最初以外は特になかったが、悲しい思い出の残る服を着ていても気にならないなら十分だと考えていた。そこまで汲くみ取とってくれているとは思わなかった。

「昨日の男装姿も悪くなかったが、あれを見た後だからかもしれんな。上品さと愛らしさを余計に感じる。群を抜いた美人だという訳ではないが、見ていると心が安らぐというか、安心するというか……女を見てこんな気持ちになる日が来るとはな」

　着道楽の気のあるヴィクトールである。八割ぐらいはドレスの出で来き映ばえについての感想だとは分かっているが、なにせ彼は正直が取とり柄えで美意識が（偏かたよっているものの）高いのだ。褒め言葉も、噓うそではない。

「うん……？　なんだか、お前と繫つながっていく感覚があるな。そういえば、一回魔法を使えたあの時、俺はお前を褒めたのだった……」

　そして、学習能力が高い。これ以上の攻こう撃げきを浴びないうちにと、メリールウはほてり始めた顔を隠かくしながら叫さけんだ。

「ヴィ、ヴィクトール様だって、とってもかっこいいんですから!!」

　いつも鷹おう揚ような彼女らしくない大声に、その場の全員の注目が集まってくる。ますます頰ほおが熱を持っていくが、もう後には引けない。攻撃は最大の防ぼう御ぎよだ。

「豪ごう華かな装そう飾しよくがお好きなようですけど、それをばっちり着こなしていらっしゃるのはさすがです！」

「まあ……、な。先祖伝来の容姿を損そこなうことがないよう、気を配ってはいる。しかし、この仮面を着けていると、かっこいいかどうかはよく分からなくないか……？」

　さすがのヴィクトールも少し押され気味だが、お世辞ではないかと疑われている様子だ。「そんなことはありません」と、メリールウはますます声を張り上げた。

「確かに目鼻立ちは隠れていますが、手入れのいい髪かみや、品のいい唇くちびるの形はよく分かります！　あなたほど手足が長くなければ、マントを翻ひるがえす姿も様になりませんし!!」

　メリールウもだんだん自分が何を言っているのか分からなくなってきたが、勢いを止める訳にはいかない。……彼を魔法使いには、しないほうがいい。

「眼に見えるところだけではありません！　あなたは私の恩人！　サフィールの恩人でもあります!!　呪のろいによって冷たい仕打ちを受けながらも、乗のり越こえようとチャレンジする姿に私も胸打たれて……！」

「ちょ……ちょっと待て!!」

　堪たまりかねたように、ヴィクトールが待ったをかけた。

「お互たがいを褒め合うのは、好感度を得るのに有効な気もするが……やめよう。その……、照れる」

　仮面のせいで表情は分かりにくいが、その眼はメリールウから外れて窓のほうを向いている。

「そ……そうですね、ここはお互い、痛み分けということで……！」

　そちらがやめてくれるなら、メリールウだってこれ以上恥はずかしい思いをしたくない。今こそ冷れい却きやく術じゆつを使うべきでは、と思いながら赤くなった頰を押さえて押おし黙だまった。

「なんと美しい夫ふう婦ふ愛あい……これはお世よ継つぎが楽しみです」

「ロベルトさん、落ち着いて下さい。あなたが下へ手たに口を出すと、せっかく順調な仲が壊こわれてしまうかもしれません。お二人に任せるべきだと、アントニオさんもおっしゃってますから……」

　今いま頃ごろ黒こく鳥ちよう城じようで気を揉もんでいるはずのアントニオの名前を出して、サフィールがそっと止める。これ以上ロベルトが暴走しないうちに、速すみやかにネティラを出るべきだろうと主に進言しかけた矢先だった。

　一階から激しい物音が聞こえてきた。乱暴にドアを開く音に続き、複数の足音が階段を駆かけ上のぼってくる。それはあっという間にメリールウたちがいる部屋に辿たどり着ついた。

「な、なんですか、あなたたち」

　お針子たちが震ふるえながらも気き丈じように言い立てる。侵しん入にゆう者しやは一見そのあたりにたむろするゴロツキのような、人相を粗そ末まつな服装で隠した五人の男たち。そして彼かれ等らの一番後ろに、地味なコートと目ま深ぶかに被かぶった帽ぼう子しで同じように顔を隠した婦人が一人。

「まさか……国王の手のものか!?」

　ロベルトも気色ばむ。

「昨今の若い者は情けない！　こんな連中を、むざむざ通してしまうとは……くそ!!」

　王家の出方を怪あやしんでいたロベルトは、この屋敷に自分の息のかかった用心棒を置いていた。一階で見張りをしていたはずの彼等が、こうも簡単に突とつ破ぱされたことを嘆きながら自分の杖つえを手にする。

「待て！」

　果か敢かんにも自分から殴なぐりかかろうとしたロベルトをヴィクトールはさっと押おし留とどめた。その眼はゴロツキたちを押おし退のけ、進み出てきた女性に向けられている。

「ヴィクトール……会いたかった」

「……妃ひ殿でん下か……！」

　コートと帽子を取り、現れ出いでた王おう妃ひカタリーナの顔を見てヴィクトールが表情を歪ゆがめた。

「あ、あら、まあ、この方が王妃様……？」

　まさかの事態にきょとんとするメリールウを、カタリーナは嫉しつ妬とに歪んだ瞳で見つめた。

「お前がヴィクトールをたぶらかした魔法使い……アセンブルの娘むすめですね」

　年の頃は夫と同じ、四十代といったところか。ちぢれた黒くろ髪かみに縁ふち取どられた顔は理知的で、若い娘には持ち得ない美を感じさせたが、妬ねたみがその全てを台無しにしている。

「妙みような事故で強い能力を得たそうですが、図ずう々ずうしい。しょせんは『期待外れ』の『失敗作』。そもそもアセンブル自体、大した魔法使いでもないくせに！　何が『白き魔法使い』よ、イヴリンの子供はお前を含ふくめ、ろくな力を持たなかった。『黄金の魔法使い』一族に取り入ろうなどと、よくも思い上がって……!!」

「黄金の魔法使い」とは、かつてのサンロード家の尊そん称しようである。太陽を紋もん章しようとしているあたりから付いた名だ。アセンブル家に「白き魔法使い」という尊称を定着させようと、母が躍やつ起きになっていたことをメリールウは思い出していた。

「……誤解です、妃殿下。彼女はあくまで貴重な資料、並びに聡そう明めいな友人であって、そのような関係ではありません」

　冷静にヴィクトールが否定しても、カタリーナの眼にある粘ねばついた炎は消えない。

「ヴィクトール、何度も言ったでしょう。私のことは、カタリーナと名前で呼んで。あなたの前では、私は王妃ではないのだから」

「申し訳ありませんが、俺にとってのあなたは妃殿下です。……女性の名前を無む闇やみに呼ぶと誤解させてしまうので、控ひかえるようにしていると、俺も何度も申し上げたでしょう」

　それがメリールウの名をさかんに呼び間ま違ちがえる一因でもあるようだ。苦々しくつぶやいたヴィクトールは、抱だきつかんと手を伸のばしてくる彼女の手首を摑つかんでドアのほうへ引っ張った。

「お帰り下さい」

「いいえ、帰らない。やっと会えたのですもの。あなたに救われ、愛の呪いを受けてしまったこの命……私はあなたのものよ、ヴィクトール！」

　カタリーナは言うことを聞かない。会見が叶かなわなかったからと、国王である夫の眼を盗ぬすみ、忍んでくるだけの覚かく悟ごを決めているのだ。あっさり引き下がるはずがなかった。

　だが、それに応じねばならぬ義理はヴィクトールにはない。

「お帰り下さい！　ロベルト、陛下に連れん絡らくを!!」

「承知いたしました!!」

　ロベルトが慌あわてて階下へ急ぐ。ゴロツキたちが止めようとしてきたが、ヴィクトールが一人に足をかけて転ばせ、もう一人の腕うでを摑んで壁かべに叩たたきつけた。アントニオに殴なぐり合あいでも負けない、と言ったのは事実であり、恵めぐまれた体格を使った肉にく弾だん戦せんにも通じているようだ。

「くそ、研究馬鹿の引きこもりじゃなかったのかよ……！」

　転がされて悪態を吐つくゴロツキにヴィクトールは怒ど鳴なり返す。

「妻や恋こい人びとを盗とられた、と騒さわぐ連中と散々やり合ってきたからな！　暴走したサーヴァントを止めるためにも体力がいる!!」

「さすがですヴィクトール様!!」

　惜おしみない称しよう賛さんを贈りつつ、ロベルトも杖に仕し込こんでいたソードステッキを振ふり回まわして応戦する。騒ぎを聞きつけ、階下より上がってきた用心棒たちも含めてもみ合いになった。カタリーナたちをやけに簡単に通過させたのは、王家の名を出されて咄とつ嗟さの判断ができなかったためらしい。

「嫌いや、嫌よ、私は帰らない!!　あなたと一いつ緒しよにいたいの、ヴィクトール!!」

　階段でぐちゃぐちゃと争っているのをバックに、カタリーナは金切り声を上げて抵てい抗こうを続ける。「魅み了りよう」の呪いに突つき動うごかされているせいか、ヴィクトールもなかなか彼女を振ふりほどけないようだ。

　王妃相手だから、という遠えん慮りよも働いているのだろう。メリールウも判断に迷ってしまう。

「ええと……どう、しましょうか。さすがに妃殿下を吹ふっ飛とばすのはまずいわよね……？」

「それは絶対にまずいと思いますけど、あああ、でも、でも、どうしましょう、うわ！」

　オロオロしていたサフィールがゴロツキの一人に羽は交がい締じめにされた。後ろからぐっと首を絞しめられ、がくりと首を垂れる。

「サフィール！」

　眼を剝むいたヴィクトールの隙を突ついて、カタリーナがその腕の中に飛とび込こむ。引ひき剝はがされる前に、彼女は押おし殺ころした声でつぶやいた。

「私を受け入れてくれなければ、あなたのお母様はどうなると思う？」

　腐くさってもカタリーナは王妃。ヴィクトールが知らない、おそらくはあえて知ろうとしていない母親が誰と再婚し、どんな暮らしをしているか摑むのはたやすいだろう。

　まだ階段の攻こう防ぼうは続いているが、室内は水を打ったように静まり返った。勝利を確信したカタリーナが、ふん、とメリールウを見て鼻を鳴らし、ゆっくりとヴィクトールの唇に自分のそれを近づけていく。

　次の瞬しゆん間かん、ヴィクトールは遠慮のない力でカタリーナを突つき飛とばした。

「帰れ！」
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　初めて会ったあの日、「魅了」の呪いに堕おちた女性たちに取り囲まれていたヴィクトール。あれだけ切せつ迫ぱくしていた状じよう況きようでも赤あかん坊ぼうに気を配り、躊ちゆう躇ちよを覗のぞかせていた彼が初めて見せた剝むき出だしの怒いかりに、メリールウまで飛び上がってしまった。

「帰れ！　出て行け!!」

　響ひびき渡わたる怒ど号ごうに怯おびえたか、ゴロツキたちも倒たおれた仲間を引きずりつつ、王妃を取り囲むようにして退たい却きやくを始める。取り急ぎメリールウは、もう用はないとばかりに床ゆかに放置されていたサフィールに駆かけ寄よった。

「サフィール、しっかりして！　すぐに治ち癒ゆを」

「い、いえ、僕ぼくは大丈夫です……それよりも、ヴィクトール様が……」

　一いつ瞬しゆん意識を失っただけで済んだようだ。サフィールはすぐに目覚め、気き遣づかわしげにヴィクトールを見つめた。

　カタリーナたちが去った部屋の中央に、ヴィクトールは独り立っている。騒そう動どうでめくれたマントを忌いま々いましげに翻す様は、正まさしく魔ま王おう。仮面によって他者と切きり離はなされた、孤こ独どくの王だった。

「……帰る」

　色のないつぶやきが形の良よい唇から漏もれる。

「城へ戻る。早く支し度たくをしろ」

「は、はい、ただいま!!」

　サフィールが部屋の外にすっ飛んでいく。ロベルトたちも国王へ連絡をしに行ったらしく、階下は静かだ。あれだけうるさかった屋敷の中にはなんの音もない。

「……あの、ヴィクトール様……」

「黙だまっていろ」

　有う無むを言いわせぬ口調で命じられ、メリールウも口をつぐむしかなかった。







　黒鳥城へ戻る道すがら、ヴィクトールは終始無言を貫つらぬいた。

　ネティラへ行く時は、やれ気候は変わっているかだの、あの花は二百五十年前も咲さいていたかだの、どうでもいい質問を次々とされた。しゃべりすぎて喉のどが痛くなるぐらいだったが、全くしゃべらないというのも沈ちん黙もくが痛い。誰とも触ふれ合あわず過ごす日々には慣れていたつもりだったが、気付けば現在の暮らしにすっかり染まっている自分をメリールウは痛感した。

　無言の道行きがどうにか終わり、夕ゆう闇やみに染まりつつある黒鳥城へ着いた時、馬車から降りる際にヴィクトールは手を貸してくれた。しかしその後すぐ、足早に城の中へ入っていってしまった。

「俺は部屋に戻る。食事はいらん。誰も来るな」

　何も知らずに出で迎むかえてくれたアントニオとモルダートンに簡潔に言い捨て、その背中は城の奥おくに消えた。

「おいおい、なんだありゃ。レディを置き去りにして……ケンカでもしたのか？」

「仲良くなる過程で、ケンカをすることもあるが……一体どうした。私のカードも、どうしていいか困っているようだぞ」

「違うんですよ、実は王妃様がいきなり訪ねてきて……」

　怪け訝げんそうにしているアントニオとモルダートンの誤解を解くべく、サフィールが説明を始める。みるみる顔色を変えるその横を通り、メリールウも城の奥に進み始めた。

「む、待ちたまえメリールウ殿どの、どこへ行く？」

「ヴィクトール様と、ちょっとお話をしようと思いまして」

　その答えに男性陣じんはさらに血相を変えた。

「ちょ、待て、待つんだレディ！　サフィールに聞いた限り、王妃様に馬鹿でかい地じ雷らいを踏ふみ抜ぬかれた直後だ。近寄らないほうがいい!!」

「そうだ、やめたまえ。私のカードも危険を告げている!!」

　口々に止めてくれるのはありがたいのだが、メリールウは小さく笑って拒きよ否ひした。

「大丈夫です。いざとなれば、私のほうが強いし」

「いや……、そりゃ……、まあ、そうなんだが」

「だからこそ、止めている面もあるのだが……」

　城ごとヴィクトールを吹ふき飛とばされては堪らないと、歯切れの悪くなる二人を安心させるようにメリールウは微笑んだ。

「今までは、ヴィクトール様のお気持ちに添いたいと思っていたけれど……これ以上、恩人を苦しめるのはよくないわ」

　カルーセンとの確かく執しつ、カタリーナとのやり取り。穏やかな黒鳥城の暮らしだけでは分からなかった、「魅了」の呪いの真なる恐おそろしさがメリールウに心を決めさせていた。

「実験私体の正しい使い方について、お話しするチャレンジをしてきます」

「……正しい使い方、ですか？」

　何かを察したのか、復唱するサフィールに笑いかけて、

「悪いけど、邪じや魔まをしないで。でなければ、ヴィクトール様より先に、あなたたちを吹き飛ばすことになってしまうから。あ、でも、その前に」

　ヴィクトール様と王妃様について聞きたいことがあるの、と彼女は一同を見回した。







　心のこもった説得が通じたようだ。メリールウを邪魔する者は誰もおらず、首しゆ尾び良よくヴィクトールの部屋まで辿り着くことができた。

　何をするにも便利な隣の部屋同士、朝はいつもヴィクトールがメリールウを迎むかえに来てくれるのだが、メリールウがヴィクトールの部屋を訪ねるのはこれが初めである。

　ノックはしない。しても開けてくれないだろう。他の部屋と比べても一際仰ぎよう々ぎようしく飾かざり立たてられた扉とびらは重く、メリールウの本来の腕わん力りよくでは骨が折れたが、ここにはサーヴァントの見張りがいないだけ良しとしよう。

「強化魔法を修得すべきかしら……」

　スーテラ家の方の力ちから添ぞえがあれば楽勝だったんだろうけど、と思いつつ、なんとか扉は開いた。しょっぱなから破は壊かい行こう為いに及およばずに済んだことに感謝しながら、部屋の中を覗のぞき込こむ。

「ヴィクトール様、失礼しま……」

　扉の開閉音に気付いたヴィクトールが振ふり返かえる。その顔を覆おおう仮面は、文机ふづくえの上に無造作に投げ出されていた。

「……なんで来た！」

　息を吞のんだヴィクトールは彼らしくもない慌てぶりで仮面を装着しようとした。だが、もう遅おそい。

　仮面を着ける時に邪魔だからだろう。かき上げた痕こん跡せきのある艶つややかな黒髪、はっきりとした眉まゆ、その下で輝かがやく鋭するどい緑眼。彫ほりの深い男らしい美び貌ぼうは、ばっちりメリールウの視界に入ってしまった。

「誰も来るなと言ったはずだ。どうして、いつも物分かりのよかったお前が、よりによって、なんで……!!」

　取り乱した声が消えていく。その場に立たち尽つくしたまま、ヴィクトールはぽつりと言った。

「……すまん」

　仮面の脱だつ着ちやくでわたわたしたせいか、少し乱れた前まえ髪がみを無意味に撫でつけるしぐさは後こう悔かいに満ちている。

「もう、俺が何を言っているか分からんだろうが……すまなかった。俺は、こんなつもりでは……」

「あのー」

「お前のことは気に入っていた。女であっても、魔法使いの知識と常識を持ったお前との会話は心ここ地ちよかった。もしもこの呪いが解けたなら、本当にお前と結けつ婚こんしてもいいかと思うぐらいには……もちろん、お前さえよければ、の話だが」

「あのですね、ヴィクトール様」

　盛せい大だいに落おち込こんでいるところ悪いのだが、誤解は早さつ急きゆうに解かねばならない。メリールウはあえて空気を読まずに声をかけた。

「大丈夫、みたいですけど」

　いぶかしげにヴィクトールがこちらを見やる。なるほど、これは美形だ。明るい光を振りまくようなアントニオとは系列の違う、威い圧あつ感かんと迫はく力りよくに満ちた姿は美び丈じよう夫ふといった表現が相応ふさわしく思えた。

　このお顔立ちならこの衣装もよくお似合いね、と改めて思う。「俺に惚ほれるなよ」なる警句にも説得力は増す。

　それだけだった。

「私、全然ヴィクトール様に惚れてる感じ、しないんですけど」

「……なに？」

　ヴィクトールもメリールウが抱きついてもこなければ、熱に浮うかされたような発言をしないことに気付いた様子だ。

「本当か？」

「ええ」

「俺だぞ？」

「そうですね」

「この顔だ。この、眼だ」

「はい」

「全てをなげうって、ほしいとは思わないのか？」

「とってもハンサムだとは思いますけど、それ以上の感情は湧わいてこないです」

　自然体で応じるメリールウの声に力りきみはない。これまで見てきた女性たちのように、血走った眼をして鼻息を荒あらくもしない。彼女が「魅了」にかかっていないのは明らかだった。

　とはいえ、長年の悲しい習慣ゆえにまだ警けい戒かいが解けていないらしい。メリールウが一歩近付くと、ヴィクトールは無言で二歩後ろに下がった。構わずもう一歩踏ふみ出だして、説明を開始する。

「あの、実はですね……私、最初にお会いした時、あなたの素す顔がおを拝見しておりまして」

「……なんだと？」

「その時は、一瞬だったから『魅了』を受けなかったのかと思っていたんですけど……やっぱり、大丈夫だったみたいです」

　足を止め、正気であることをアピールするように微笑んでみせる。ヴィクトールも思い当たるところがあるようで濃こい眉を寄せた。

「確かに、眼が合ったような覚えはあった。だからこそ、厳重に拘こう束そくした上で目覚めを待った……」

　その指先が黒い星のアザを突つき刺さす太陽のピアスに触ふれる。

「しかし……、そうか。お前には、すでにディートリヒの呪いがかかっているようなものだしな。あるいは、強力な魔法使いであるせいか……？」

「……分かりませんけど、いろいろな要素が絡からまっているのだと思います。他の人はおそらくだめだと思うので、試ためさないで下さいね？」

　メリールウも大おお振ぶりのイヤリングが揺ゆれる耳元に触れながら言うと、「当然だ」との返事が返ってきた。

「……よかった」

　少し厚めの唇から、ふう、と大きな息が吐はき出だされる。しみじみと閉じた瞳の端にできた薄うすいしわが、彼の安堵の深さを物語っていた。

　ただし、今のはただのアクシデント処理である。メリールウが彼の言いつけを破って訪ねてきた、そもそもの理由にはまだ至っていない。

「ところでですね、ヴィクトール様。今後の方針について、恐らくあなたが嫌がりそうな提案をさせていただきたいのですが、聞いていただけますか？」

　柔やわらかな空気を断たち割わる不ふ穏おんな発言に、ヴィクトールは思いきり眉を寄せた。迫力のある美貌が露あらわになったことで不ふ機き嫌げんさが余計にはっきり分かる。二百五十年の眠ねむりに就つく前のメリールウであれば怯えたところだが、今は臆おくせず答えを待てた。

「……嫌だと言ったら？」

「このまま飛んで、どこかに行きます」

　手元に箒ほうき型アーティファクトはないが、一人で城を出る程度なら可能だ。

「それはだめだ！」

　逃にがさないとばかりに、がっしり手首を摑まれた。「魅了」の呪いにかからないと分かった今、メリールウに対する遠慮は消きえ失うせた様子だ。

　されるがままに引き寄せられながら、メリールウも口を開く。──彼には悪いが、これは絶好の機会でもあるのだ。これからも、こんな風に強く求められ、必要としてもらうために、内心の恐れを隠してきっぱりと宣言する。

「私の中のエーテルを使うことは諦あきらめて下さい。ディートリとは、私が戦います」

「……なんだと？」

「ヴィクトール様が、魔法使いに憧あこがれていることは分かっています。その夢を叶かなえて差し上げたいと思って、これまでは仲良くなるチャレンジと私の魔ま力りよくを磨みがくチャレンジを平行してやってきました。ですが、どっちつかずはどちらも中ちゆう途と半はん端ぱになってしまいます。ある程度仲良くはなれたと思いますし、心を通わせるチャレンジは切り上げて、私を強くするほうに集中しましょう」

　意外そうな顔を見上げ、その考えに至った理由を説明すると、ヴィクトールは頭のいい人だ。筋が通った理り屈くつだと納なつ得とくはしたようである。

「だが、それでは、お前だけがあいつと……」

「ええ」

　もちろん承知の上のチャレンジだと、メリールウは請うけ合あった。むしろ、一人で戦わせてもらえなければ困るのだ。

「ヴィクトール様もご存じでしょう？　私の力は、すっかり安定したようです。よほど大きな魔法を使わなければ、眠くなることもありません。このまま集中的に鍛きたえていけば、ディートリヒが見付かる頃には、きっとあの人にも勝てると思うんです」

　それもヴィクトールは分かってくれたようだった。しかし、肝かん心じんのところが納得できないと、その眼は語っていた。

「……俺に惚れている訳でもないくせに、どうしてそこまでしようとする？　衣食住の世話は確かにしてやっているが、それだけだ。お前の言うように、お前の魔力もエーテルもかなり安定してきている。どこへなりと飛び去って、その力で大陸に覇はを唱えることもできると思うが……」

　ディートリヒのようにか。それも悪くないチャレンジね、と一瞬考えたメリールウであるが、生憎あいにくとここでやらねばならないことが残っているのだ。

「ヴィクトール様は命の恩人です。その恩をまだ返しきっておりません。それに……」

　──すばらしい！　純じゆん粋すいな感かん嘆たんの声は、耳の奥に大切に取ってある。

「私の力を、褒めて下さったから。認めてもらえるって、嬉うれしいことです」

『期待外れ』の『失敗作』扱あつかいされてきたメリールウにとって、純粋に魔法の能力を認めてもらえるのは初めてのことだった。あつらえてもらったドレス姿を、褒めてもらえたことも。まあ、なんでも二百五十年ぶりではあるのだが。

「いきなり二度と会えなくなることだって、あるんですから。返せる恩は返しておかないといけないな、と思いまして。そうしないと、申し訳ない気持ちも……」

「どうしてだ？」

　不意に聞き返されて、メリールウは一瞬動どう揺ようした。観察力に長たけた瞳がじっとこちらを見ている。仮面越ごしでないせいか、鋭い視線が心の底まで食い込んでくるように思えた。

「それは、その……あなたは、先さき程ほど言いましたように、恩人ですから。恩人に恩返しをしないまま、また百年ぐらいぐっすりスヤスヤしてしまったら申し訳ないじゃないですか。それに……」

　視線の圧に耐たえかねて、メリールウもついに決意した。

「この間のこと、なんですが。私は決して、あなたの呪いの存在を疑った訳じゃないんです。ただ……」

　一息ついて、本音を口にする。

「私、正直に申し上げて、愛される呪いってすばらしいものじゃないかしら、なんて思ってしまっていたんです。だって、その、私、『期待外れ』呼ばわりされていて、お母様にも……だから……、ご、ごめんなさい」

　ずっと喉につかえていた言葉を口にすると、さすがのヴィクトールもなんとも言えない顔をした。罪悪感による冷ひや汗あせが全身を濡ぬらすのを感じながら、「ですから」とやや語調を強める。

「ヴィクトール様のお母様の運命まで歪めてしまった呪いと、早く手を切ることに全力を注ぎましょう。私もこれまでよりもっと、協力しますから」

「──ああ、そうだな」

　この件について、何も隠かくし立だてはできないと悟さとったようだ。観念したように息を吐き、ヴィクトールは文机に腰こしを下ろした。息苦しい応おう酬しゆうによる疲つかれは見えるが、かすかに持ち上がった口くちの端はしには満足感が漂ただよっている。

「……俺の母は、呪いさえ絡まなければ聡明な人だった。父より領主に向いているぐらいだった。やたらと『魅了』の呪いを振りまくまいと、外に出ないことを徹てつ底ていしていた父の補ほ佐さを務めていた。ある程度の距きよ離りを置けば、それぐらいのことをする余よ裕ゆうは生まれるようだ」

　記き憶おくを辿たどる瞳が苦く曇くもった。

「各地の荘しよう園えんの詳しよう細さいなデータを解かい析せきし、常に最適化に勤しんでいた。……だからこそ、呪いなんぞに支配されたことが我が慢まんならず、父が死んですぐに出て行ってしまった」

「ヴィクトール様の勤勉さや実験好きは、お母様譲ゆずりですのね」

「……ああ」

　何か言いたげな顔をしたヴィクトールであるが、感動が上回ったようである。表情を和やわらげて、

「お前は本当に、すばらしい魔法使いだ、エリー、アリー、リリー、いや……」

「メリールウです。メリーとお呼び下さいな」

　初めて会った時のように自己紹しよう介かいすると、ヴィクトールも「メリー」と繰くり返かえしてくれた。呪いが利きかない相手である以上、まともに名前を呼んでも問題ない、と思ってくれたようだ。

「感謝する、メリー」

　敬意のこもった言葉を、眼と眼を合わせて受け取る。こうやって異性とまともに顔を合わせ、心を交かわす喜びを彼はずっと奪うばわれ続けていたのだ。

　頭の中にダリルの無む邪じや気きな笑えみが浮かぶ。可愛い私の妹。知らない間に死んでしまった、もう二度と会えない、私の妹。

「いい子」

　自然に手が伸びていた。艶やかな黒髪を優しく撫でると、散々ベタ褒めされた時より驚いた顔のヴィクトールがぎょっとしたように立ち上がった。高い鼻の先が赤く染まっている。
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「な、何をする……!?」

「あ、ごめんなさい、つい。妹のことを思い出してしまって」

　手の届くところに頭が来たので、反射的にやってしまった。ひょいと手を引っ込めたメリールウの謝罪を聞き止め、ヴィクトールは啞あ然ぜんとした様子で復唱する。

「……俺を妹扱いしたのか？」

「あ、えーと、弟！　弟もいましたから!!」

　言い直してみたが、あまりフォローにならなかったようだ。微び妙みような表情を見やり、メリールウはさらにフォローを追加した。

「あの、ごめんなさい、ヴィクトール様のほうがかっこいいです」

「それはそうだろうな」

　持ち上げると、あっさり受け止められた。事実ではあるし、まあ動揺は収まったようであるし、後の話にも繫がりやすい話題が出たところでと、メリールウは話を元に戻した。

「とにかく、ディートリヒを倒して『魅了』の呪いを完全に払ふつ拭しよくしましょう。そして、あなたに相応しい花はな嫁よめを見付けましょう」

「……なに？」

　途と端たんにヴィクトールの眉み間けんに縦じわが刻まれた。不安も無理はないがと、メリールウは力づける。

「大丈夫です、ヴィクトール様。あなたは呪い抜きでもすばらしい方。国王陛下もおっしゃいましたよね？　あなたご自身に人を惑わせるつもりがなくても、結果としてそうなることがある、と」

　ニコラウスの複雑そうな態度を思い返しながら、指し摘てきした。

「ヴィクトール様も、お気付きでしょう？　王妃殿下は、あなたの『魅了』にかかっている訳ではありません」

「……気付いていたか。さすがだな」

　少しばかり気まずそうに、ヴィクトールもその事実を認めた。単にあなたは俺に惚れているのかなどと、ストレートな指摘をすると王妃はもちろん、国王を侮ぶ辱じよくすることにもなりかねないと思って黙っていたようだ。

「だって、あなたを追いかけ回していた女性たちと、態度がずいぶん違いましたもの。知性も理性も奪われている人は、あなたを脅おどすなんてできませんわ。しかも、あんな近い距離にいて」

　雄お叫たけびを上げながら突とつ進しんしてきた女性たちに加え、先程召使いたちに聞いた情報も併あわせて考えれば、大体の事情は見当がついた。

「理由は妃殿下自身もおっしゃっていましたね。ヴィクトール様、あの方の命もお助けになったのですね」

「大したことではない。たまたま俺が王宮に行った時、妃殿下が暗殺されそうになっていた。だから助けた。それだけの話だ。当時は仮面を付けていたので、問題ないと思ったのだが……」

「……割と大おお事ごとでは？」

　簡単に言ってくれるが、それは国家と人生を揺るがす大イベントである。

「まあな。あまり公おおやけにしてはならんとのことで、一いつ般ぱんには伏ふせられている」

「いえ、それは好きになっても仕方のないシチュエーションだと思う、という意味なんですけど……サフィールだって、曲がりなりにも命を救われたから、ずっとお仕えしているんでしょうに」

　先程のサフィールは気き恥はずかしいのか、当時のことをあまり思い出したくないのか、ヴィクトールに仕えている事実に疑問を覚え始めているのか、本人は言葉少なであったが、アントニオとモルダートンが教えてくれた。サフィールの時と同じように、ヴィクトールはカタリーナを救ったのだと。そして、当たり前のようにさっさと領地に戻った彼を追いかけ回しているのだと。

「なぜだ。眼の前で殺されそうになっている女子供がいれば、普ふ通つうの男は助けるだろう？　腹が減れば食事をするのと同じようなことだ」

「ヴィクトール様は、実験に夢中になられると、おなかが空すいても食べないではありませんか」

　控えめなメリールウの突つっ込こみはあまり耳に入っている様子はない。

「確かに、母の時と違うとは思っていたが……そんな当たり前のことをした程度で惚れるのか？　女心というのは、よく分からんな。先祖伝来のこの顔が美しいのは事実だが」

　顔がいい以外の自覚はないらしい。このアンバランスさが深みにはまらせる一因なのでは、とメリールウは思ったが、理解してくれそうにないので雑な相あい槌づちで終わらせることに決めた。

「恋こいってそんなものじゃないですか？」

「そうなのか。参ったな。美貌ゆえ女に好かれ、男に嫌きらわれるのかと思っていたが、この程度のことで惚れられてしまうとは……むしろ、世の中の男どもは何をしているんだ？　どうしてああも、モテないモテないと嘆く？　俺のように美しくなくても地位がなくても、できることはあるだろうに」

　この場にアントニオがいないことに感謝した。いたらきっと、壮そう絶ぜつな論戦が巻き起こっていただろう。今度はヴィクトールのほうが椅い子すに縛しばり付つけられるかもしれない。

「助けない方もいますし、助けられれば気持ちが動くのは普通ですよ。私だって、ヴィクトール様が命の恩人だと分かった時はありがたく思いましたし」

「……そう、それだ」

　よく分からん、という態度を取り続けていたヴィクトールがにわかに食いついてきた。

「それならどうして、他の女を探せなどと言う。お前は俺の……、婚こん約やく者しやじゃ、ないか。ずっとそれを、受け入れてくれていたじゃないか」

「婚約もですけど、婚約破は棄きもしたことがないですから、新しいチャレンジは嬉しいんです。それだけですわ」

　微び量りようの悲しみが混じった問いをメリールウはさらりと受け流した。

「ヴィクトール様こそ、どうして……ああ、そうか。私とあなたの子供であれば、私が持っているエーテルは使えるかもしれませんけど……ですが、ご自身の代で決着を付けたいのでしょう？　呪いを、引ひき継つがせないように」

　彼の執しゆう着ちやくも分かるのだが、両親にとってはチャレンジの一いつ環かんでしかない結婚で生み出される子供が気の毒である。母に去られたヴィクトールにはその痛みが分かるのだろう、瞳を伏せて押し黙った。

「ヴィクトール様はとってもかっこいいし、優しい方ですもの！　『魅了』の呪いさえなくなってしまえば、心から好き合える方がきっと見付かりますわ」

「……『魅了』の呪いが利かない女なら、問題ないんじゃないか？」

　今のうちに、とはっぱをかけるメリールウを半ばで遮さえぎり、ヴィクトールが口を開いた。

「そういう人が見つからなかったから、今まで人を寄せ付けなかったんでしょう？　でも、諸悪の根源さえなくなれば、あなたなら選び放題ですわよ。ですから、まずはディートリヒ退治に、レッツチャレンジ!!　私、もっともっとがんばりますね!!」

　その時、かすかな物音がした。はっとして振ふり向むいたメリールウの横をヴィクトールが風のように駆かけ、ドアを開く。そこには赤い巻き毛の少年の慌てた顔があった。

「あら、サフィール。どうしたの？」

「あ、ご、ごめんなさい、僕、どうしても気になってしまって……お気になさらず、どうぞ続けて下さい」

　主とメリールウの対話を放っておけなかったようである。その忠義に微笑んだメリールウは、小さな頭を優しく撫でてやった。

「サフィールは本当にいい子ね。でも、ナイーヴなお話だし、私はここで失礼するわ。ちょっと眠くなってきたし」

　今日は特に魔法を使った訳ではないが、王妃とのやり取りに沈黙の馬車移動など、精神的な疲ひ労ろうが溜たまっていた。ヴィクトールも疲れているだろうし、ロベルトのようにぐいぐい押せばいいというものではない。少し時間を置いて、ゆっくりと考えをまとめてもらうには適したタイミングだ。

「それではご機き嫌げんよう、ヴィクトール様」

　ペコリと頭を下げてメリールウが退出する。「もう、子こ供ども扱あつかいしないで下さいよ……」と、白い頰をふくらませて零こぼすサフィールの顔をちらりと見てから、ヴィクトールは彼にも退出を言い付けた。

「俺も少し休む。お前も下がれ、サフィール」

「……分かりました」

　聞きたいことのありそうなサフィールであったが、出て行かざるを得ない空気を感じたようである。渋しぶ々しぶと扉の向こうに消えた。

「……だから、『魅了』の呪いが利かない女なら、もういると……ああ、どうしたんだ俺は、くそッ!!」

　一人残されたヴィクトールは、せっかく整えた前髪を美意識に反してグシャグシャとかき乱した。







　王妃の件はすぐに国王の耳にも入ったらしい。激げき怒どする可能性もあったが、ニコラウスは冷静だった。カタリーナに何を吹ふき込こまれても動じず、正式な謝罪のための使者を寄よ越こし、「もちろん、ヴィクトールの母君の身の安全は保証する」と明言してくれた。

「ですが、『魅了』の呪いが存在する以上、また同じようなトラブルが繰り返されるでしょう。そのためには一刻も早く、ディートリヒを倒すことです。そして、輝かしき『黄金の魔法使い』一族のお世継ぎを我々に……！」

　カタリーナも口にしたサンロード家の二つ名を引っ張り出し、興奮した口調で語ったのはロベルト本人ではない。彼の情熱に洗脳、もとい感化されているらしき使いの青年だ。

　ロベルト自身は彼と同等の情熱を持った女性を見付けられないとかで、独身のまま生しよう涯がいを終えることになりそうだが、対応したアントニオは「ああいうのを何人も抱かかえてるんだから、ロベルト商店は後百年は安あん泰たいだと思うぜ」と肩かたを竦すくめて評した。ただしその表情には、過去に同じようなことを言われた時特有の苦みはなかった。

　ヴィクトールと長く生活を共にしてきた使用人たちは、主人なりの美学や苦く悩のうをある程度理解している。ロベルトたちの無邪気な願望も分かるし、お家いえ断絶を望んでいる訳でもないが、ヴィクトールが嫌がることを強要するのも気が引けていた。

　ところがメリールウが「発見」され、彼女と触れ合ううちに、ヴィクトールの心境には変化が生じたようである。

「どうだ、やはり私の占うらないはよく当たるだろう！」

　使い込まれたカードを片手に、モルダートンは大層ご満まん悦えつである。

「確かにな。レディのことを気に入ってきているとは思っていたんだ。まさかこんなに、めちゃくちゃ分かりやすいことになるとは思わなかったが……」

　聞き手のアントニオは、届いたばかりの大きな箱をサーヴァントたちと一緒に運びながら複雑な顔をしている。

　三日前、ヴィクトールが疲れきった様子で部屋に戻っていった段階では、モルダートンのカードはじりじりと進み始めていた二人の関係に暗雲が立ちこめてきたと告げていた。

　最悪の事態も考えていた使用人たちであったが（主にカッとなったヴィクトールが返かえり討うちに遭あうことを危き惧ぐしていた）、メリールウは特に何事もなかったかのようにしれっと帰ってきた。「早めに眠りたいので、夕食の準備をして下さる？」と欠伸あくび混じりに要求する彼女をアントニオたちに任せ、ある予感に突き動かされてカードを展開したモルダートンに降りた天てん啓けいは、現在も変わっていない。

「そうだな。初めておっさんの占うらない師しとしての才能を信じる気になったぜ」

　攻撃魔法などと違って、結果が分かりにくい占いである。魔法を理解したとはいえ、占いについては正直うさんくさいという思いが拭ぬぐえないアントニオだったが、今は違った。なにせ彼等がいる一階広間の中央部にて、モルダートンの正しさを端たん的てきに示す光景が延々と展開されているのだ。

「さすが『黄金の魔法使い』一族の末まつ裔えいですわね。これだけの数のサーヴァントを、一糸乱れず制せい御ぎよするなんてすばらしいですわ」

「まあな」

　広間の真ん中に陣じん取どり、指揮者よろしく数十体のサーヴァントにせっせと荷物を運ばせているヴィクトールは、メリールウの率そつ直ちよくな賛辞に嬉しそうにうなずいた。

「ですが、彼等はヴィクトール様の血を媒ばい介かいにして操あやつっているんですよね」

　喜んでいるのは分かっているが、単に褒められて嬉しいのだろうと思っているメリールウはヴィクトールの体調を心配し始めた。

「大丈夫ですか？　こんなにたくさん、一度に動かして。確かにお荷物が多いようですが、全てディートリヒ退治についての資料なのでしょう？」

　ディートリヒを見付け、倒す。メリールウの進言を受け、その目標に全力を注ぐ、と決めてしまえばヴィクトールの行動は早い。彼の隠れ家探しに必要な資料をロベルト商店にかき集めさせ、ここまで運ばせたのだ。

「生せい鮮せん食品の類たぐいはないようですし、何日かに分けて少しずつ移動させても……それに、あまりロベルト商店に借りを作るのはよくないのでは？　ディートリヒを倒す前に、あなたが倒れてしまってもいけませんし……」

「俺は体が丈じよう夫ぶだし、体力もあるので心配は無用だ」

　答えがここで終わりなら、いつものヴィクトールと変わりない。しかし今の彼は、ちらりとメリールウを見てからこう付け足すのだ。

「それに、これはお前に、俺の力を見てもらいたいのでやっている」

「まあ……」

　意外な返答ではあったようだ。メリールウは軽く眼を見開いた。

「現代でも、サンロード家の方々はこれだけの力を有されて……いえ、ヴィクトール様の日々たゆまぬ努力があってこそですね。エーテル濃のう度どがこれ程ほどに低い世の中ですのに、さすがです」

「そうだろう。見直したか？」

　ヴィクトールは何やらソワソワしながら聞いてきた。

「ええ、すてきですわ。ディートリヒと戦う際、これだけのサーヴァントを動かせるとなれば、相当な戦力になります！」

　メリールウはヴィクトールの唐とう突とつな力の披ひ露ろうを、来たる戦いに際しての情報としか認にん識しきしていなかった。

「……他に何か、ないか」

「え？」

「俺に惚れたとか、ないのか」

「あ、ええ、大丈夫ですよ。心配なさらないで」

　大振りのイヤリングを揺らし、メリールウは精せい悍かんな顔を見上げて微笑んだ。眼と眼を合わせて会話していても、確かに彼女に「魅了」が及んでいる様子はない。残念な程に。

「そういえば、私に呪いが利かないと分かってから、ずっと仮面を外していらっしゃいますね。やはりあれを着けていると、息苦しいんですか？　風の魔法を使えば、もう少し呼吸を楽にできるかもしれませんけれど……あら？」

　変わりない態度でしゃべるメリールウの手を、突とつ然ぜんヴィクトールが握にぎった。

「仮面を外しているのは、俺の素顔の良さを生かしたいからだ」

　堂々と言い切れるだけの美を、その姿は確かに有していた。服装は例の魔王もどき状態なのだが、禍まが々まがしい仮面に隠されていた力強い美貌は衣装に負けていない。

「メリールウ。『魅了』に惑わされず、俺と向き合ってくれる強く優しい魔法使い。お前が好きだ。だから、お前にも」

「はい、ありがとうございます！」

　かすかに眉まゆ根ねを寄せた真しん摯しな告白を、メリールウはあっけらかんと受け入れる。

「認めていただけた上に、好きになってもらえて嬉しいです。だから心配なさらないで。私一人でもきっとディートリヒに勝てるよう、がんばりますから!!」

　いまだに気持ちを通わせようとしてくれるのは、メリールウ一人では危ない、自分も魔法を使えるようになろうと努力してくれているのだろう。やっと名前を覚えてくれたことも含めて大変ありがたいが、その話はもう終わったはずだ。

「ですから、各おの々おのの役目を果たしましょう。私ももっと強い魔法が使えるようにチャレンジし続けます!!　ヴィクトール様も、決戦の際にはサーヴァントによる補助、よろしくお願いします!!」

　ファイト！　とばかりに小さな拳こぶしを握にぎり締しめる彼女を静かに見下ろしたヴィクトールは、「ちょっと待っていてくれ」と言い残し、いつしか作業の手を止め固かた唾ずを吞のんで見守っていた召使いたちの側へと近付いていって、端的に報告した。

「また、だめだった」

「うん、そうだな……」

「……よくがんばった。よくがんばったぞ、ヴィクトール殿……」

　アントニオとモルダートンが、左右からポンポンと肩を叩いてやる。メリールウに背を向けたまま、ヴィクトールは落らく胆たんの影かげが落ちた端たん整せいな顔をうつむかせた。かける言葉がないのか、主に合わせて移動したサフィールも黙って下を向いている。

「俺の能力は可能な限り披露したつもりだ。オストアルゴで得られる税金、農産物の生産量、馬や羊の数、動かせる兵力……しかし、いずれも決定打にはなり得なかった」

「うーん、持ち物で勝負するってのは悪い方向じゃねーんだが、あんたそのへんを全部一覧にして渡わたしたんだっけ？　きっとそれも、レディはディートリヒと戦うための情報だと思ってるんじゃねーの？」

　アントニオの言葉をヴィクトールは否定しない。サーヴァントの能力披露と同じやり取りが行われていたようである。

「分かっていた結果なら、なんでこんなにウジャウジャとサーヴァントを使って見せたんだよ。新しく作ったやつもいるだろ？　見たことねーのが混じってるぞ」

「全てを出しきって、一つ一つ可能性を潰つぶしていかないと、二度手間になってしまうからだ。とりあえず、この手はだめだ、ということだ。一歩前進はした」

　きっちりとメモを取りながらの学者的な感想に、アントニオはなんとも言えない表情をする。

「そうみたいだな。無闇にステイタスに食いついてこられても、それはそれで引くが……俺には譲るものの、十分見た目もいいのに、てんで利いている様子がねーし……」

「お前より俺のほうが美しいと思うが、告白については、そのようだ」

「その件については、またじっくりと話し合おうぜ？　それはそれとして、ドストレートに告白しても、あの調子で受け流されちまうしな……」

「……そのようだ」

　さすがに意気消しよう沈ちんした様子のヴィクトールのメモをアントニオは覗のぞき見みした。十回目の告白、失敗と書いてあった。

「三日で十回もあの調子で告白して失敗してんのかよ!?　ハートが強すぎねえか!?」

　知ってたけど！　と眼を丸くするアントニオに、ヴィクトールは真顔で言う。

「メリーには回りくどい言い方は通じないだろうから、はっきり好きだと言え、とアドバイスしてくれたのはお前だろう」

　日ひ頃ごろからレディのことなら俺に任せろ、と豪ごう語ごしているアントニオだ。必要とあらば専門家を頼たよることを躊躇しないヴィクトールは、メリールウへの気持ちの変化を自覚するやいなや、即そく彼に相談した。その結果が、ご覧の有あり様さまである。

「モルダートン、何かないのか。恋占いは得意分野なんだろう？」

　さすがのアントニオも、仮面を外したヴィクトール相手に十回も愛を告白されたというのに、こうもメリールウの態度が変化しないとは予想外だった。弱った彼は別の専門家に話を振るが、「私も他の手立ては思い付かない」との答えがあった。

「占いの結果をどう捉とらえ、どう行動するかは、その人次し第だいだからな」

「……これだから占いってのは、フワフワして当てにならねーんだよなぁ」

　はぁ、とため息を零したアントニオは苛いら立だったように言った。

「いっそ、とっとと手ぇ出し……あー、ごめんごめん、今のなし！　だめだからな!?　これはフリじゃねえぞ、絶対だめだからな!?」

　無む駄だに行動力のある主に迂う闊かつなアドバイスをすると、あっという間に実行される可能性がある。慌てふためくアントニオだったが、ヴィクトールは生き真ま面じ目めに首を振った。

「それは、だめだ。──受け入れてくれるかもしれんから、だめだ」

「……まあな」

　その様がありありと想像できてしまったのだろう。モルダートンが苦笑する。

「ちなみに、一度押おし倒たおしてはみたのだが、出で会あい頭がしらにそれに近い体勢だったことしか思い出してくれなかった」

「もうやってみてたのかよ！　よかったな、吹っ飛ばされなくて!!」

　予想より行動力のあったヴィクトールにアントニオは驚くやら呆あきれるやらだ。その横でモルダートンはふむ、と考え込んでいる。

「ところでだな、ヴィクトール殿。貴き殿でんは自身のステイタスだの顔面だのは散々提示してみせたようだが、メリールウ殿ご本人について、詳くわしいことは聞いたか？」

「もちろんだ。毎日一緒に実験を繰り返し、日々新しい情報を更こう新しんしている。思ったよりも精神に作用する術の素養が高いようだ。攻撃魔法は風以外は使ったことがないそうだが、俺の見立てでは」

「いや、そうではなくてな」

　案の定な答えに苦笑いして、モルダートンは首を振る。

「彼女のほうもステイタスではなく、こう……思い出などをだな」

「過去の世界についても、いろいろと話を聞いて」

「もっと個人的な話だ！　家族のこと、友達……はいなかったそうだが、何かあるだろう、何か!!」

　お互たがいにカタログスペックを開示し合うだけでどうするのか。男女の仲とは、そういうものではないだろう。普段の落ち着きを保てなくなったモルダートンのアドバイスによって、ヴィクトールは何かを得たようである。

「家族のことなら、一通り……いや。……一理あるな」

「それもそうだ。レディというのは、ささいな身の回りのことでも話を聞いてほしがるものだからな。もっとこう、一見ディートリヒと関係ない話とかを振ってみろよ」

　アントニオも同意を示す。

「もう少し情報を揃えてもらえれば、私の占いも精度が上がるかもしれんしな。チャレンジだ、チャレンジ！」

　メリールウの口くち癖ぐせを真ま似ねたモルダートンに背中を押され、ヴィクトールはもう一度メリールウの側に行った。







　サーヴァントたちの統制された動きに見み惚ほれていたメリールウに、戻もどって来くるなりヴィクトールは言った。

「メリー。お前の家族について聞きたいのだが、いいか」

「ええ、いいですけど。ですが、大たい抵ていのことはお話ししたかと思いますが……？」

　この手の話題を振られること自体は初めてではない。初めてではないからこそ戸と惑まどうメリールウに、ヴィクトールは今までとは違う問いを投げた。

「お前の父親、ユアンのことなのだが」

「……お父様は、前にも申し上げたように、アセンブルの分家から迎えられた方です」

　そう、ユアンについて聞かれるままに答えたことはあるのだ。ただし当主イヴリンについて散々質問された後の、完全なオマケとしてであった。

　振り返ってみれば、父は常にそのように扱われていた。アセンブルの名を挙げよう、「白き魔法使い」の称しよう号ごうを定着させようと必死の母の背中にひっそりと隠れ、目立たない。今や堂々と素顔を晒さらしているヴィクトールとは正反対の、淡あわい影のような人。

「ということは、血統は同じか。一族の中で血を重ねたということは、イヴリンはアセンブルの素養をそのまま強化することを願ったのだな」

「そのようですね。私には、あまり詳しく話してくれませんでしたけど……」

「お前が、……その、アレだったので、家の行く末に繫がるようなことは教えてもらえなかったのか」

「──そうですね。私、『期待外れ』でしたから」

　気を遣つかってくれた感かん触しよくがあったが、もうみんな死んでしまったのだ。メリールウどころか、母の名さえ人々の記憶から消えてしまっている現状を思えば、今さら傷付いたりはしない。

「……ならば、今度はお前の弟や妹たちについて聞いてもいいか」

「いい、ですけど。ですが、ヴィクトール様のほうがよくご存じでしょう？　結局アセンブルからは、それほど優ゆう秀しゆうな魔法使いは出なかったようです。素養は悪くなかったと思うのですが、私なんかが家庭教師じゃ、あの子たちの才能を引き出せなかったみたいですね」

　ぐーすか眠っている間にアセンブルの家がどうなったかも、ある程度は聞いている。イヴリンは方々に手を回し、有力な魔法使いたちと婚こん姻いん関係を結ぼうとしたが、弟てい妹まいたちも結局は母の期待に応じられなかった。家名を高めることに熱心な魔法使いたちの期待に沿うものでもなく、アセンブルと同等かそれ以下の家の者との結婚しかできなかったと。カタリーナに馬鹿にされても、仕方がない。

「家庭教師？」

　しかしヴィクトールは、意外な単語に食いついてきた。

「お前、弟妹たちの家庭教師をしていたのか。初耳だ」

「……ええ、まあ。私のような『期待外れ』にも、お母様は役割を用意して下さったのです」

　少しばかり早口に告げたメリールウは、次の質問が来る前に自ら尋たずねた。

「あの、私の家族について、これ以上お聞きになりたいことはありますか？」

「ああ、それは……」

「……正直に申し上げておきますね。私、あまり私の家の中の事情は、お話ししたくないです」

　ヴィクトールに空気を読んで質問をやめてくれ、と言っても無駄なことは分かっているので、メリールウはかなりはっきりと断言した。

「私がどんな魔法使いかは、今の私を見れば分かると思います。中途半端な不老不死の術も絡んでいますし、家族の素養については除外して考えていただいたほうがいいかと」

「しかし」

　こと魔法については、執しつ拗ようなほどの追究をしてくるヴィクトールである。食い下がる彼に焦あせったメリールウは、しどろもどろにつぶやいた。

「こ、これ以上、踏ふみ込こんだことをお聞きになるなら、私、ヴィクトール様を嫌いになってしまうかも……」

　言い終えて、我ながら悪手だと思った。ヴィクトールにこんな理屈が通用するはずがないし、そもそも心を通わせる必要はないと話したところではないか。

「すまない。もうやめる」

　だが、ヴィクトールは言下にメリールウの拒否を受け入れてくれた。思わぬ対応に、かすかに揺れる瞳に、なんだか罪悪感を刺し激げきされてしまう。

「……ご、ごめんなさい。その、今日は一人で、魔法の訓練をしていますね。新しく分かったことがあれば、後でご報告します」

「分かった」

　殊しゆ勝しようにうなずいたヴィクトールからそそくさと離はなれ、メリールウはほっと息を吐いた。

「……変わった方ね、本当に」

　最初から変わった男ではあったが、ここ数日の彼は以前にも増して突とつ拍ぴよう子しもない行動が増えた。これも「魅了」の呪いのせいだろうか。いずれにしろ、一刻も早くディートリヒをどうにかせねばと、誓ちかいを新たにするメリールウだった。







「……すまん。本当に、すまん」

　たくましい肩をわずかに落とし、無言で近付いてきたヴィクトールにモルダートンは自分も肩を落として謝あやまった。

「……いや、お前のアドバイスを受け入れたのは俺だ。この話題には、慎しん重ちようにならねばならんことも分かった。さらに一歩前進だ」

「いいってことよ。今日は俺が、なんでも好きな物を作ってやるからな……ていうか、ちゃんと食えるか……？」

　食欲が出るだろうか、と心配したアントニオは、今後の方針について提案した。

「とにかく、ディートリヒを倒して『魅了』の呪いを解くことだよ」

　先にこのゴールを決めるべきだ、と彼は断言する。

「一つの目的を共有し、クリアできれば親密度もグーンと上がる。その上で、呪いのない状態での真っ向勝負!!　レディの態度もディートリヒの術の作用かもしれねーんだ、あいつを倒してから改めて策を練ろうぜ！　なっ!!」

　男相手には珍めずらしく、バチンと華か麗れいなウインクまで決めてやったというのに、ヴィクトールの反応は薄い。

「……ああ、そう、だな」

　なにせ通算十回目の告白が儚はかなく散った後だ。ヴィクトールでもすぐさま気持ちを切きり替かえろ、と言われても難しいのだろうとアントニオは気にしなかった。

　ただ、そこまで沈黙を守っていたサフィールは、じっと主の煮にえ切きらない表情を見つめていた。







　一通りの荷運びを終えたヴィクトールは、広間を出て自室に向かった。そこには一番先に眼を通すべき、と判断した資料の山が運はこび込こまれている。

　魔法の研究最優先の生活を送るヴィクトールである。ディートリヒ退治が一番の理由ではあるが、今や彼自身の趣味にもなっていた。

　普段なら一も二もなく飛びつくところだが、どうにも気が乗らない。それで今、もっとも読みたいと思っていた一冊を手に取り、パラパラとめくっている彼に、付き従ってきたサフィールが思いきったように呼びかける。

「ヴィクトール様」

「なんだ？　サフィール、どうした」

　最年少ながら、一番ヴィクトールと付き合いが長く気心の知れた相手だ。本から眼を上げずに返事をした。

　ちなみにヴィクトールが読んでいるのは、王都ラドニスタにて若い女性が夢中で読んでいると聞く小説だ。ここに描えがかれているような恋が彼女たちの夢なのだそうだ。目下の問題には、きっと力になってくれることだろう。

「ふむ、なるほど。やはり女は、金があって地位があって顔のいい男が好きか。子供の将来を思えば当然だな。俺も大体はクリアしているはずだが、もっと財産が必要か？　……ネティラ以外の街にも、蒸気機関車の運行許可を出してやるか……見目がいいだけのアーティファクトを売りさばく方法も……メリーとの結婚が確定すれば、ロベルト商店は惜しみなく金を出してくれるんだが……」

　ブツブツとつぶやくヴィクトールにめげず、サフィールは言葉を重ねる。

「あなたは本当に、メリールウ様がお好きなんですね」

「ああ、好きだ。……あらゆる意味で、あんな女には、もう二度と会えない」

　メリールウがそれを聞いたなら、「確かに、二百五十年ぐーすか寝ねているような人はそういないでしょうね」と笑え顔がおで受け流すことであろう。聡明なヴィクトールはそこまでシミュレーションしてしまったようだ。薄く落ち込む主に、サフィールは畳たたみかけた。

「ずばり聞いちゃいますね。ヴィクトール様、本当にディートリヒを倒す気でいます？」

　ページをめくる手が止まった。

「あなたを好きになる前にディートリヒを倒しちゃったら、メリー様はここにいる理由がなくなりますもんね」

　ヴィクトールの緑眼が小説を離れ、静かにサフィールを睨にらみつけた。いつもの仮面姿にも迫力があるが、秘されていた美貌の圧はさらに強い。

　だが強きよう烈れつな威圧にも、普段は臆おく病びようさが目立つ少年は怯ひるむ様子を見せない。やがてヴィクトールのほうが先に眼を逸そらした。

「……妃殿下は、なぜか知らんが呪い抜きでも俺のことを好きらしいが、あの女は違う。俺の全てを否定しないが、だからといって特とく別べつ扱あつかいもしてくれない」

　なんでもチャレンジ！　と元気よく安やす請うけ合あいしてくれるとばかり思っていたら、肝心のところでスルリと手をすり抜ぬけるのだ。

「その上に、ディートリヒを除けば現存する魔法使いとして最強といっていいだろう。いつまでこの城に留めておけるか分からん。……深追いすれば、逃げられてしまうかもしれない」

「あなたのお母様のように？」

　禁きん忌きのワードは難なくサフィールの唇を滑すべり落おちた。日常とかけ離はなれた発言に眉をひそめたヴィクトールがはっと身じろぐ。

『あなたの父親のことを格別に憎にくんではいませんよ、ヴィクトール。私とは違う、温ぬくもりを持った優しい人だった。違う出会い方をしていれば、本当に好きになっていたかもしれない』

　そう言って母が出て行ったのは、父の葬そう儀ぎが終わった直後だった。

『ですが、私にもプライドがある。ええ、分かっています、悪いのはあなたたちサンロード一族ではなく、逆さか恨うらみの呪いを残したディートリヒという魔法使い。だけど、呪いによる結婚も出産も私の意思ではなかった。ここでの暮らしは、今となっては悪い夢としか思えないの。さようなら』

　この間のメリールウのように、そっと息子むすこの頭を撫でて、彼女は去った。振り返ることはなかった。風の噂うわさに、別の男性と再婚したと聞くまでに数年もかからなかった。

　素の状態の母とヴィクトールの性格はよく似ている。もっともヴィクトールの眼に映る母は、常に父大好きで彼にべったりくっついている状態。いまいち実感がなかったが、父の語る母はそういう女性だった。

　だから、去り際の母が語った理屈は分かる。怒りも分かる。ヴィクトール自身、彼女をいつまでも留めておくことに疑問を感じていたのだ。

　長じるにつれ、理り詰づめでものを考える性質が強くなってきたヴィクトールは父に聞いたことがある。子孫を残さねばならないから、どなたかを妻に迎えねばならなかった、という理由は分かります。ですが、跡あと継つぎはもう僕がいます。母上を解放して差し上げるべきでは？

　面と向かって言った瞬間、現在のヴィクトールとよく似た父の顔に浮かんだ、捻ねじれるような曖あい昧まいな笑み。そう簡単にはいかないんだ、と語った彼は数年後、遠乗りの際の事故で亡なくなった。

　過ぎる「魅了」に精神を汚お染せんされた母と共にいれば、いつかこうなることぐらいは理解していたはずだ。息子を置いていったあたりからも、危険だと考えていたことが分かる。

　無理やりにでも距離を置いて、母を解放してやればよかったのだ。そうできなかった理由が、今のヴィクトールには理解できる。できるようになってしまった。

　父は母を愛していた。

　愛していたから、呪いが解けた彼女が激怒し、自分を捨てることを予見していた。だから生きている間は、彼女を解放できなかったのだ。

　深しん紅くに輝くサフィールの瞳が、その理解を、恐れを、増ぞう幅ふくさせている。

「一つ提案があるんです、ヴィクトール様。──いっそあなたのお父様のように、愛する人を手に入れるために『魅了』の呪いを利用する、というのは、いかがでしょうか？　あなたを苦しめてきたディートリヒを、倒す前にうまく使ってやるんですよ」

　十やそこらの少年とは思えぬ、妖あやしい色いろ香かさえ漂わせながら、「サフィール」は薄く微笑んだ。
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「やっぱりディートリヒの隠かくれ家がは、強力な魔法使いの住まいだった場所に集中しているようですね」

　実験室のテーブルに近きん隣りん一帯の地図を広げ、メリールウは考え込んでいた。

　地図の上にはピン留どめの印がいくつもあるが、それは明らかに一定の地域に集中している。加えて魔法使い全ぜん盛せい期きの知ち恵えを持つ瞳ひとみを通せば、かつての名家の城や邸てい宅たくがあった場所に固まっているのだと分かる。

「……アセンブルの家の側そばには、なかったんですね。実験体程度ならとにかく、所有する土地はあの人のお眼鏡めがねには叶かなわなかった訳ですか」

　一族の立場を改めて確かく認にんし、ふう、とため息をつく。

　ヴィクトールと少しばかりギクシャクするやり取りがあってから、もう四日が過ぎていた。本日は四月最後の月げつ精せいの日。明日で出会ってから丸々二週間ということになる。

　サーヴァントの大おお盤ばん振ぶる舞まいで運はこび込こんだ資料と共に、ヴィクトールはサフィールと一いつ緒しよに自室へ引きこもっている。アントニオが適てき宜ぎ食事を届けてはいるが、受け取るのもサーヴァントであり、中で何をやっているのかと気を揉もんでいた。

『私が確認チャレンジをしてきましょうか？』

『いや、レディ、俺おれも心配ではあるが、気持ちが分かるところもあるから……ヴィクトール様の傷心が癒いえるまで、そっとしておいてやろうぜ！』

　メリールウの提案は、なぜか慌あわてた様子で却きやつ下かされてしまったのであったが。向こうから呼び出されない以上は各自で研究を進めるのがいいだろうと思い、本日はモルダートンと共にディートリヒの隠かくれ家が捜さがしを行っているのである。

　もっとも地図を見ながら考え事をしているのはメリールウだけで、モルダートンはさっきからカードを展開しては片付け、片付けては並べて、を繰くり返かえしている。

「ううむ……だめだ。この間から、どうにも、邪じや魔まされている」

「あの人の隠れ家に張られている隠いん微びの結界は、そんなに強力なものなのですね」

　ディートリヒがヴィクトールの祖先に敗やぶれてから百年以上が経過しているはずなのだが、占うらないを阻そ害がいするだけの力をまだ維い持じしているのか。感心してしまうメリールウであるが、モルダートンは「いや、恋こい占いをしているんだ」と首を振ふった。恋占い以外は不得手だそうで、ハナから占いで隠れ家捜しをする気はないらしい。

「ヴィクトール殿どのが煮に詰つまって妙みようなことをしでかさないか、不安を覚えて占っているのだが、何度やっても霧きりがかかったようではっきりとした結果が出ないのだ。これは、もしかすると……」

　眉み間けんにしわを寄せるモルダートンに釣つり込こまれ、身を乗り出した瞬しゆん間かん、どん、と鈍にぶい音が聞こえてきた。

「あら？　……まさか、また、誰だれか……」

　また王おう妃ひか、はたまた今度こそキレた国王などが押おしかけて来たのではないか。メリールウは思わず腰こしを浮うかせたが、再びどん、どん、と鈍い振しん動どうが響ひびき、天てん井じようからパラパラと細かな欠片かけらが降ってきた。

「いや……メリールウ殿、これは上だ！　ヴィクトール殿、一体何の実験をしているのだ……!?」

　モルダートンも立ち上がり、実験室を飛び出した。メリールウも後を追う。

　その直後、城全体を一ひと際きわ大きな振動が貫つらぬき通とおした。

「きゃ……!?」

　メリールウは慌てて手近の壁かべにしがみつく。咄とつ嗟さのことで、風の結界などを張って防ぼう御ぎよする暇ひまがなかった。ただでさえ今日は月精の日、全ての魔ま法ほうの効能が低下する日である。

　少しすると振動自体は収まったが、破は壊かい音おんや何かが落下する音は絶え間なく続いている。頭上からの振動は消え、代わりに今度は下から騒さわぐ声が聞こえてきた。

「一体何が……、これは!?」

　メリールウの先に立って駆かけ出だしたモルダートンは絶句する。

　本館の四階と五階は吹ふき抜ぬけで繫つながっている。現在彼かれ等らがいるのは三階なのだが、巨きよ大だいな力の通過によって空あいた穴が、廊ろう下かの途と中ちゆうから一階までを強制的に吹き抜けさせていた。

「まさか、ディートリヒの襲しゆう撃げき……!?」

　青い顔をしてつぶやいたメリールウは、モルダートンと眼めを合わせてうなずいた。

「急ぎましょう！　神の光よ、我わが翼つばさとなれッ!!」

　飛行魔法によって得た浮ふ力りよくを分わけ与あたえるべく、モルダートンに背中から抱だきつく。「緊きん急きゆう事態なので、ヴィクトール殿が妬やかないでくれると嬉うれしいのだが……」などと独り言を言っている彼かれの体重も支えて、メリールウは城を貫つらぬく穴を降りていった。







　あっという間に辿たどり着ついた先は一階の広間だ。まずは状じよう況きようを見ようと、天井付近に留とどまってあたりを見回したメリールウは大きく眼を見開いた。

「え、え……？　ディートリヒ……じゃない。ヴィクトール……、様……？」

　瓦が礫れきと化した元天井が飛び散り、無残な姿となった広間の中央にすっくと立っていたのは、深しん紅くのマントを翻ひるがえす高こう慢まんな金きん髪ぱつ青年ではなかった。ヴィクトール・サンロード、この城の主あるじその人だった。

　ただし、顔以外のところが劇的にいつもと違ちがう。

「ど、どうされたのですか、そのお姿は……？　新しいお衣い装しようは、一段と派手というか、ちょっと露ろ出しゆつが激しすぎるのでは……？」

　顔はヴィクトールで間ま違ちがいない。ただしやや乱れた黒くろ髪かみをかき分けるようにして、頭の両側面から捻ねじれた二本の角つのが生えている。背にはまるで竜りゆうのような、皮ひ膜まくを張った巨大な翼が備わっていた。これのせいで服が裂さけたらしく、肩かたから胸むな元もとにかけてのたくましい筋肉が露出している。

　呼びかけに反応し、メリールウを見やる瞳は緑。ただし重たい金色のヴェールを一枚被かぶせたような、ぬるりとした艶つやを帯びていた。

　そこに感情はない。元々表情豊かとは言えない青年であるが、出で会あい頭がしらからメリールウに対しては好こう奇き心しんの煌きらめきを隠さなかった瞳には、寒気のするような無関心しかなかった。

　ベースは人。そこに力の象しよう徴ちようである角と翼を埋うめ込こんだ、禍まが々まがしくも背筋が凍こおるような美しさと恐おそろしさを持った存在。神の光に祝福された人間を妬ねたみ、隙すきあらば自分と同じところまで堕おとそうと企たくらむ存在について、何度か書物で読んだ覚えがある。この存在を呼び出すために、サフィールは生いけ贄にえにされかけたのだとも聞いている。

「と、とりあえず私を降ろしてくれ、メリールウ殿」

　声もなく見つめていると、モルダートンがソワソワと声をかけてきた。

「そ……そうですね。この高度を二人分キープし続けていると、そのうち眠ねむくなって落下しそうですし……」

　魔ま力りよくの放出と維持をずっと行わねばならぬ、という性質上、下へ手たな攻こう撃げき魔法より疲ひ労ろうするのは事実だ。ショックで飛んでいた眠ねむ気けがじわじわと忍しのび寄よってくるのを感じたメリールウは、取り急ぎ広間の隅すみに着地した。

　その途と端たん、モルダートンはまっすぐにヴィクトールに向かって駆け出した。

「モルダートン様!?」

　何か策があるのか。それとも、自分を庇かばうつもりなのか。驚おどろいて呼びかけたメリールウの声に打たれたように、モルダートンはビクリと肩を震ふるわせて立ち止まった。

「ぐっ、いかん……！　違う、だめだ、私はヴィクトール殿のことは顔はいいし才能もあるが、研究馬ば鹿かで全てを台無しにする気の毒な若者だとしか思っていないはず……!!」

　口ではそう言いながら、その足はヴィクトールの側へ行こうと、ジリジリと動き続けている。

「すばらしいぜ、ヴィクトール様……あんたはまさに、俺の理想だ……」

　不意にアントニオの声が聞こえてきた。天井の破は片へんの端はしからにゅっと突つき出でた腕うでが、瓦礫を押おし退のけて本体の脱だつ出しゆつを助ける。

　たまたま広間にいたようだが、そこへヴィクトールらしきものが強行突とつ破ぱで降りてきたため、吹ふき飛とばされて瓦礫の中に埋うもれていた様子だ。体のあちこちに怪け我がをしており、手当てが必要な状態に見えたが、本人はそれどころではないようである。

　フラフラとヴィクトールの側へ歩いて行くその眼は蕩とろけ、まるで恋する乙女おとめだ。ヴィクトールに恋する女性たちと同じ顔、同じ瞳。

「俺と系統は違うが美しい顔、たくましい胸むな板いた……いや、んな訳ねーだろ、俺はレディが……ああ、でも、離はなれられない……畜ちく生しよう……!!」

　ヴィクトールの胸にもたれかかるギリギリで踏ふみ止とどまり、アントニオは煩はん悶もんしている。スケコマシのプライドで自じ我がを保っているようだが、長くは抗あらがえないだろう。

「う、うう、嫌いやだ、私はロベルト殿みたいになるのはごめんだ……!!」

　アントニオの変化を目まの当あたりにしているというのに、モルダートンの頭に浮かぶのは、サンロードへの盲もう信しんに駆かられたロベルトであるらしい。結構余よ裕ゆうがあるのでは？　と一いつ瞬しゆん思ったメリールウであるが、錯さく乱らんしかけているゆえ、とも考えられる。

「一体、どうして……しかも、こんな魔力……あっ!?」

　男性にさえ及およぶほどの「魅み了りよう」を振りまくヴィクトール。彼を中心として、物理的な圧力として感じられるレベルの強大な魔力の海が広がっている。その海がさざ波立ったと思ったら、アントニオとモルダートンがそれぞれ別の方向に吹ふっ飛とばされた。

「な、何をなさるんですか、ヴィクトール様……!?」

　メリールウにこそ被ひ害がいは及ばなかったが、壁に叩たたきつけられた二人は脳のう震しん盪とうでも起こしたのか、ぐったりとして動かないではないか。

　しかも非難を浴びせても、ヴィクトールは何の反応も示さない。金の釉うわ薬ぐすりを塗ぬられた緑の瞳で、無感動に一いち瞥べつするだけだ。気け圧おされて、思わず一歩後ろに下がったメリールウははっとした。

「そうだわ、サフィールは!?」

　常にヴィクトールの側にいるはずの少年はどうなったのか。まさか、すでに。

「ここにいますよ」

　呼びかけに応じ、少年の声が突とつ然ぜん響く。驚いて振ふり向むけば、はたしてすっかり見慣れた姿がそこにあった。

「──違う。あなた、誰？」

　瞬間的に体勢を立て直し、二歩下がる。声も容姿も、特とく徴ちよう的てきな赤い巻き毛も確かにサフィールではあるのだが、違う。素養があるという話ではあったが、サフィールはこのような、妖よう気きにも似た魔力を帯びていたりはしない。

「はは、さすがにヒントを出しすぎたか」

　嘲あざける声は、まだサフィールのままだった。同時に少年の輪りん郭かくがブレたように思えた。

　金色の靄もやがゆらりと立ち上る。それは見る間に凝こって、深紅を基調とした豪ごう勢せいな衣装に変わる。

　作り物めいて美しい顔にはまった赤い双そう眸ぼう。生まれ持った素養だけでは超こえられない壁を乗のり越こえるため、「彼」は両の瞳をアーティファクト「イーヴィル・アイ」に取とり替かえているのだという逸いつ話わを久しぶりに思い出した。ヴィクトールにかかった呪のろいが瞳を媒ばい介かいとするのも、そのせいだろう。

「久しぶりだな、小こ娘むすめ。言っただろう？　私たちは、必ずまた会うと」

　イヤーフックで飾かざり立たてられた耳を見せつけるようにかき上げるしぐさも嘲ちよう笑しようも、遠い記き憶おくと合がつ致ちする。どさりと床ゆかに倒たおれたサフィールという殻からを脱ぬぎ捨すて、現れ出いでた「赤き魔法使い」ディートリヒは、メリールウが眠りに就つく前と同じ姿を保っていた。







「ウアアアアアアア！」

　獣けもののような咆ほう吼こうが半はん壊かいした広間の中に響ひびき渡わたる。怪かい物ぶつに変じたヴィクトールがいきなり顔を歪ゆがめ、激しく叫さけび始めたのだ。

　思わずそちらを向いたメリールウを尻目に、ディートリヒは命じた。

「やかましいぞ、サンロードの末まつ裔えい！　感動の再会に水を差すのではない!!」

　妙に愉たのしげな命令が下った途と端たん、ヴィクトールは頭を庇ってその場にしゃがみ込こんだ。主の鞭むちを食らった奴ど隷れいのように。

　実際、似たような状況なのであろう。メリールウにはディートリヒから精神に作用する魔法が逬ほとばしり、ヴィクトールを拘こう束そくするのが分かったのだ。──ヴィクトールをこのような状態にしたのが、彼だからだ。

「……サフィールは、どうなったんですか？」

　ぴくりとも動かない少年を見下ろして尋たずねると、ディートリヒはなぜそんなことを聞くのか？　という顔をする。

「わずかしか魔力の素養を持たない、なんとも窮きゆう屈くつな器うつわだったからな。隠かくれ蓑みのの役目が終われば、器を維持する必要もなくなる」

　大方予想通りの回答だった。体を引ひき裂さかれたりしなかっただけマシかもしれないが、メリールウには分かる。

　ディートリヒの言うように、彼という巨大なエネルギーの塊かたまりを身の内に抱かかえ続けることは並みの魔法使いであっても大変な苦行。生気の抜ぬけた青白い頰ほおや、開きっぱなしの瞳どう孔こうを見れば、少年の末路は一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「他に質問はないのか？　このガキについて、これ以上の質問は無意味だと思うが」

「……そう、ですね」

　軋きしむ胸に満ちた重い空気を吐はいてから、メリールウは質問を変えた。

「ヴィクトール様に、何をしたの」

「愚おろかなサンロードの末裔が望むようにしてやったのさ」

　我が意を得たりとばかりにディートリヒはうなずいた。万ばん全ぜんを期して翻されたマントが鮮あざやかに眼を射る。

「私が残した『魅了』の呪いを嫌けん悪おしながら、いざその呪いを失うとなれば、拒きよ絶ぜつされる可能性に怯おびえる哀あわれなボウヤ。かわいそうなヴィクトールを、『誰よりも強きよう烈れつな魅了を振りまく悪魔』にしてやった!!」

　高笑いするディートリの瞳は復ふく讐しゆうの悦えつ楽らくに満ち満ちて、吐はき気けがするほど美しかった。

「空の落とし穴にも興味があったようだからな。あそこの住人に変えてやったのだ、ありがたく思うがいい。今なら生身で行けるぞ？」

　悪魔の両眼を抉えぐったもの、とされる「イーヴィル・アイ」が赤々と燃える。クク、と喉のどを鳴らしたディートリヒは床にくずおれたままのヴィクトールを面おも白しろそうに眺ながめやる。

「ふふ、しかし、美しさと醜しゆう悪あくさの見事な混合物だ。このまま貴様を、我がファミリアとして隷れい属ぞくさせるのも悪くないが……」

　因いん縁ねんの敵の末裔だ。それをファミリアに貶おとしめるのは、魔法使いとして最高の侮ぶ辱じよくではあろう。早くも勝者の傲ごう慢まんさを窺うかがわせたディートリヒであるが、慢まん心しんゆえの敗北は彼に教訓を与あたえていた。

「だが、サンロードの連中に甘あまい顔を見せるとロクなことにならんと私も学習した。ジャーヴィスの奴やつも、面白がって戦いを長引かせたりせずに、とっとととどめを刺さすべきだったわ!!」

「サンロードに残されている資料によると、むしろ生き汚ぎたない戦いをして、長引かせたのはあなたのようですけど……」

「やかましい、相変わらず無む駄だ口ぐちの多い小娘め！　案ずるな、最終的な勝者の証言によって歴史は書き換かわるのだ!!」

　メリールウの突っ込みに乗せられたディートリヒの魔力が高まる。攻撃の予備動作を感じ取ったメリールウは、急いで風の結界を張ろうとした。

「まあいい。貴様は完全な成功例ではないが、なかなか面白い結果が出たようだからな」

　怒いかりに任せて攻撃魔法をぶっ放してくるかと思いきや、意外にも彼はメリールウに対する攻撃をやめた。ただし、魔力の昂たかぶりを抑おさえる様子はない。

「だから、そこで見ているがいい。お前を拾い、なぜだか気に入ったことにより、みじめな末路を迎むかえる男の最さい期ごをなァ!!」

「イーヴィル・アイ」が輝かがやきを増す。ディートリヒを象徴する深紅が彼の全身を染め上げたような錯さつ覚かくを覚えた。

　百二十年前の雪せつ辱じよくを果たす時が来た。その歓かん喜きに支配された、格上の魔法使いを止める術すべを、メリールウは他に持たなかった。

「もうやめて、お父様!!」







「──ほう」

　燃え上がるようだったディートリヒの魔力が収まった。同時にその眼に、ひどく興味深そうな光が揺ゆれ始めた。感情が動いた時の癖くせなのだろう、また髪かみをかき上げて、
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「驚いたぞ。いつ気付いた？」

「……なんとなく、違い和わ感かんを覚えていました、ずっと。僭せん越えつながら、弟てい妹まいたちよりも高い魔力の素養を持っている私を、母はなぜか『期待外れ』の『失敗作』扱あつかいするものですから」

　きっと努力が足りないのだ。そう思って勉強に励はげみ、魔法の修しゆ行ぎように打うち込こめば打ち込むほど、イヴリンはヒステリックに責め立ててくる。

　そのくせ本当に失敗すると、口では怒りながらも喜ぶのだ。まるで、「期待外れ」の「失敗作」こそが、望みの結果であるように。

「決定的になったのは、あなたに拉ら致ちされた、あの時です」

「なるほど。私に会いたがっていたものな、お前は。実際に顔を合わせて、血の共鳴を感じたという訳か？」

「それもありますが、正確には私があまりにも簡単に拉致されたこと自体に疑問を覚えていました」

　感心しているディートリヒに素っ気なく首を振る。

「あなたが禁きん呪じゆの実験のために、魔法使いの子息をさらっていることは噂うわさになっていました。当然母もそれを聞いており、弟たちや妹たちについては警備を厳重にしていました」

　拉致された子供たちは、大たい抵ていが無残な姿で見付かるのだ。普ふ通つうの親なら警けい戒かいするのが当たり前である。

「でも、私については、なんの対策もされていなかった。私を、態ていのいい理由でさらわせたかったから。消して、しまいたかったから」

　おかしな話だが、ディートリヒが名家の子供ばかりを誘ゆう拐かいするため、彼にさらわれることが一種のステイタスのように思われていた時期でもあった。イヴリンの行動の裏には、そのような理由もあったのかもしれない。

　可か愛わいいダリルが「メリー先生」と呼ぶのは正しかった。正しかったからこそ、つらかった。お前は半分しか姉ではないのだと、常に指し摘てきされているような気がして。

「大した洞どう察さつ力りよくだ」

　甘い期待を交えない「娘むすめ」の推理に、ディートリヒはますます感心している様子である。「イーヴィル・アイ」を爛らん々らんときらめかせ、

「気に入ったぞ、メリールウ。お前は高飛車なばかりで実力の伴ともなわない母親とは違うようだな。見た目の華はなには欠けるが、大切なのは魂たましいの格だ。己おのれの力を信じ、王者として堂々と振ふる舞まえば、人は自然と従う。もっと魔法使いらしい、格の高い衣装を身に着ければ、さらに箔はくが付くだろう」

　薄うす々うす感じていたことだが、彼とヴィクトールの服ふく飾しよくに対するこだわりは近いようだ。

「我が娘よ、私と一緒に来い。今度こそお前も、完全な不老不死にしてやろうではないか!!」

　トレードマークの赤いマントをばさりと翻す姿もよく似ている。やるせなさを覚えながら、メリールウは静かに問うた。

「ねえ、お父様。どうして私があなたの娘だって、教えてくれなかったのですか？　……このアザで、すぐに分かりましたよね？」

　母がくれたイヤリングを、ディートリヒの血族であることを示すアザを隠すためのイヤリングを、指先で軽く弾はじく。

「別れを切り出した時、イヴリンに魔法で契けい約やくさせられたのでな。私たちの仲自体を、自ら口にせぬようにと。あの女、あの手の魔法に関してだけは私より腕が良かった。その程度の力を持っていなければ、子作りに利用したりしなかったが」

　子を成すためだけの仲だったのだと、彼は事も無げに答えてくれた。

「だが、元よりそんなことをペラペラ吹ふい聴ちようするつもりはなかった。お前の出来はまずまずだったが、私の期待には届かなかったのでな」

「期待外れ」が私の子などと、恥はずかしくて言えんだろう？　そう、父だと認めた唇くちびるで薄うす笑わらう。

「イヴリンめ、愚かなことに私にベタ惚ぼれでな。チャンスがほしい、次の子こそは、とうるさかったが、お前の不出来を見て、子孫作りなどというつまらん真ま似ねに力を割さいている場合ではないと感じた。私自身が永遠に若く強く美しくあれば、手下はいくらでも調達できる。血の繫がりにこだわる必要はない」

　母のことだって、別に愛していた訳ではないと、彼は言外に匂におわせる。イヴリンが自分に冷たかった理由を、メリールウはやっと正確に理解した。

　ディートリヒの言うように、母は本気で彼のことが好きだったのだろう。だからこそ、子を成したのだろう。

　しかし生まれてきた娘はディートリヒの望みに沿わぬ、「期待外れ」の「失敗作」。それでいて、正式に迎えた夫との間に産んだ子よりは素養の高い、なんとも中ちゆう途と半はん端ぱな存在。母の高いプライドをやすりがけする、そこにいるだけで不快な娘。

　血の気の引いた指先を握にぎり締しめるメリールウに、ディートリヒはすっと手を差し出した。キラキラと輝くような美び貌ぼうが頰を照らす。

「謝罪しよう、我が娘よ。お前は予想を超えてすばらしい結果を出した。今のお前とならば、父子で頂点に君臨するというのも、悪くない」

　すばらしい、と。

　ヴィクトールが褒ほめてくれる声が脳のう裏りを過よぎった。

「……ふ」

　引き結んでいた唇から息が漏もれる。それを聞きとがめ、ディートリヒはかすかに眉まゆをひそめた。

「泣く必要はないぞ？　イヴリンがお前を疎うとましく思っていたことは分かっているだろう。それよりも、私に選ばれた喜びに感謝を」

「ふ、く、はは、あははははははははははははははは!!」

　図ずう々ずうしい言葉を押し退けて、メリールウの口から飛び出したのは大笑いだった。目め尻じりに涙なみだまで浮かべ、ケタケタと笑い転げる娘にディートリヒがなに、と顔を歪める。

「──今度こそ娘として愛して下さるかと思って、お父様と呼びかけましたけど、このチャレンジは失敗だったようですね。ああ、おかしい！　何を期待していたのかしら、私!!」

　めくるめく状況にかき回され、乱れ、いっそまた眠ってしまいたいとすら思っていた心が冷たく整理された。眼の端を拭ぬぐい、凜りんと背筋を伸のばしたメリールウは、ディートリヒをまっすぐに睨にらみつけた。

「ディートリヒ、あなたと大陸に覇はを唱える気はありません。ヴィクトール様を元に戻もどしなさい！」

「……残念だ。見事な素養を開花させたと思ったが、しょせんは不出来な娘よな」

　肩を竦すくめ、ディートリヒはあっさりと手を引っ込めた。メリールウの答えは予測の範はん囲い内だったようだ。

「まあいいだろう。差し当たって、今のお前の最大の価値は私が蓄たくわえ続けた莫ばく大だいな量のエーテルだ。正しく生きたアーティファクト。実にすばらしい」

　すばらしい、すばらしいと、母と違ってディートリヒは気前よく言ってくれる。あくまで彼が利益あり、と認めた範囲内の話ではあるが、信しん奉ぽう者しやの中には甘い響きに惑まどわされた者も多かっただろう。

　お母様も、きっとその一人だったのだとメリールウは考えた。他家との勢力争いに疲つかれ果はてた胸に、蠱こ惑わく的てきな毒はより染しみ通る。二百五十年前、同じように誘さそいかけられていたら、メリールウだってもっとグラグラと揺れたに違いなかった。

　仮定の話は無む駄だである。あれから二百五十年が経たち、誰も予測し得なかった実験結果を出したことによって、ディートリヒはメリールウに価値を見み出いだした。

　それはヴィクトールも同じだ。だが、彼が子供のように瞳を輝かせながら口にした「すばらしい」は、今しがた聞いたばかりの父の声とは、あまりにも違う響きを持っていた。

「私が休養を取っている間に、盗人ぬすつとどもが隠れ家を暴あばき、溜ため込こんでいたエーテルもアーティファクトも随ずい分ぶんと盗ぬすまれてしまったようだからな。まだまだ残ってはいるが、あれは独どく占せんしてこそ真の価値がある」

　交こう渉しよう決けつ裂れつとなった途端、ディートリヒを取り囲む魔力が再び増大していく。

　それだけでは、エーテルが失われた現在の世界で魔法を使うことはできない。蒸気機関車が薪たきぎを燃やさねば走ることができないように。

　しかしディートリヒは禁呪を乱発し、エーテルをかき集めて回っていた張本人。具体的に何かは分からないが、エーテルを貯蔵したアーティファクトを体のどこかに身に着けているのだろう。凶きよう悪あくな魔法が見る間に形を成していく。

「優すぐれた魔法使いはただ一人でいい。蒸気の力などに溺おぼれ、魔法を忘れた今の世の人間どもを支配し、私が世界の頂点に立つ！　神に成り代わってやる!!」

　炎えん熱ねつが生み出した上じよう昇しよう気流に乗って、ディートリヒが空中に浮き上がる。神を目指す男の魔力によって、神の忘れ形見が凶悪な奇き跡せきを具現化させる。

「さあ、これが『赤き魔法使い』たる私の炎ほのおだ。受け取れ!!」

　彼の二つ名は服装だけに由来しない。炎の魔法の使い手として、擬ぎ似じ的てきな飛行さえ可能とするディートリヒの右に出る者はいない。深紅に光る「イーヴィル・アイ」移植時の激痛に打ち勝ったことにより、彼はその力を手に入れた。

　まして今日は月精の日。人間の魔法使いが力を失う分、悪魔が勢力を増す日である。

　視界を覆おおい尽つくすほどに巨大な炎が降ってくる様は、最も早はや隕石メテオと表現してもよかった。必死になって風の結界を張って防いだが、斜ななめ上に突つき出だした右手の先は焦こげ付つき、ヴィクトールが用意してくれたドレスの裾すそが焼けて嫌な臭においをまき散らす。

　しかもディートリヒは、次々に新たな攻撃を繰くり出だしてくる。防御が間に合わず、吹き飛ばされて床に倒れたメリールウを見下ろして彼は高々と笑った。

「這はいつくばって許しを請こうなら愛を与えてやるぞメリールウ、我が娘よ!!　なんならお前にも、『魅了』の呪いを授さずけてやろうか!?」

　メリールウが「魅了」の呪いを羨うらやましがっていたことまで知っているのだ。ヴィクトールから聞き出したのだろうが、激しい羞しゆう恥ちの炎が頰をヒリヒリさせた。

　マリーベルなら。

　サリーなら、エリーなら、アリーなら、ケリーなら、モリーなら、メーテルなら。

　メリールウ以外の誰かに生まれ変わっていれば、きっときっと、こんなことにはならなかった。

「……いっそ目覚めたらパセリかセロリになっていたのが、一番平和だったかもしれないわね」

　ふ、と気の抜けた笑いに弛し緩かんした唇を引ひき締しめ、立ち上がる。光の島へ辿り着き、星になっていればもっとよかったかもしれないが、現実は違うのだ。メリールウはメリールウの課題に立ち向かわねばならない。

　恩人を救わねばならない。

　彼とディートリヒがやり合うことになれば、ディートリヒの娘であるとバラされてしまうかもしれない。……この人にも嫌きらわれてしまうかもしれない、と怯え、一人で戦うと宣言したツケは支し払はらわなければ。

　ディートリヒの、一大傑作として。

「神の光よ、我がために逆巻け！」

　今までやってきた魔法の実験とは違う。実戦だ。しかも相手はディートリヒだ。遠えん慮りよは要いらないどころか、遠慮していれば再び眠りに突つき落おとされてしまう。持てる最大限の魔力を集約させ、母が得意とした風の攻撃魔法を放とうとした。

　おそらくはメリールウにも炎の魔法の素養は遺伝しているが、きつく母に戒いましめられていたため、眠りに就く前から使ったことがなかった。今使えばどうなるか、チャレンジしてみたい気もするが、ディートリヒと一対一でやり合う自体が大きすぎるチャレンジである。不確定要素を持ち込むべきではない。

「疾とく、強く……ッ……っく、ぅ」

　その思いから使い慣れた風の魔法を放とうとしたが、魔力の充じゆう溢いつと反比例して、まぶたが重さを増す。睨みつけているはずのディートリヒが、薄うす靄もやの彼方かなたへ消えていく。

「おや、どうした。眠くなってきたのか？」

　これもヴィクトールから聞き出していたのだろう。攻撃の手を止め、空中で足を組んだディートリヒがからかってくる。

「日常使い程度の魔法なら楽々と操あやつれるようになっていたようだが、このディートリヒ相手では出だし惜おしみはできんからな。負ふ荷かが大きくなりすぎたか」

　クスクスと笑う声さえも遠い。ともすれば崩くずれそうになる膝ひざを叱しつ咤たしつつ、メリールウは再び詠えい唱しようを始めた。

「また風か？　しかも、そんな低級魔法しか使えなくなったか……、なに？」

　ばっ、と血ち飛沫しぶきが飛ぶ。

　強い眠気に邪魔されながら生み出した複数のかまいたちが、メリールウの二にの腕うでを切きり裂さいて消えた。若じやつ干かん狙ねらいが甘く、髪の一部も一緒に切れたが構わない。鮮せん烈れつな痛みが、押おし寄よせてきた睡すい魔まを追おい払はらう。

「まだ、私のチャレンジは終わっていません。神の光よ、我がために逆巻け！　疾く、強く、大いなる嵐あらしと化し、地の果てまで追い散らせ……!!」

　暴風が切られた髪をさらにかき乱す。広間の天井まで届くような竜たつ巻まきを前にして、本物のサフィールなら泡あわを吹ふいて倒れそうだが、ディートリヒは呆あきれたように息を吐いた。吹ふき荒すさぶ風に上昇気流の制せい御ぎよを乱されるような様子もない。

「……肝きもが据すわっているな、小娘。あくまで父に逆らうか。せっかく拾った命だというのに……」

　金の髪をかき上げ、つぶやく声に焦あせりはない。かすかな憐あわれみさえ漂ただよわせながら、「イーヴィル・アイ」が鋭するどく輝いた。

「だって私、妙な薬を飲んだ時に、絶対死んだと思っていましたから！　一度も二度も大して変わりませんわ!!」

「……生きたアーティファクトというのは厄やつ介かいだな。ただの容いれ物ものと違って、腹を割いて中身を取り出す訳にもいかんだろう。また眠らせてやるぞ、小娘！　もう二度と目覚めん眠りへ堕おちろ!!」

　圧あつ倒とう的てきな魔力が深紅のマントをはためかせる。痛みの力を借りても制御で精せい一いつ杯ぱいなメリールウの魔力を、父のそれは押おし潰つぶさんばかりに広がっていく。

　しょせんは禁呪の失敗により、偶ぐう発はつ的てきに与えられた力。全力で振るうことのなかった魔力もエーテルも、まだ完全にはコントロールできていない。

　いいや、たとえコントロールできていたとしても、悪魔的な素養の研けん磨まに心血を注いできたディートリヒには勝てないだろう。目的の善悪はさておいて、父は努力の人だ。母に見放されるのが怖こわくて、「期待外れ」を演じていた自分とは違う。

　分かっている。価値があるのはチャレンジだ。わずかでもいい、可能性があることへの挑ちよう戦せんならばやる意義はあるが、勝ち目のない戦いへ挑いどむのはただの蛮ばん勇ゆう。命の浪ろう費ひでしかない。

「……いいえ、私は殺されはしないでしょう。少なくとも、当面は」

　ディートリヒは生きたアーティファクトとしてのメリールウに価値を見出している。再び眠らされたとしても、人格のないエーテルの器とされたとしても、命ある限り、牙きばがある限り、嚙かみついてやる。

　チャレンジは終わらない。終わらせるものか。母を馬鹿にされ、サフィールを殺され、アントニオとモルダートンを傷付けられ、ヴィクトールを悪魔にされた仇あだを討たないうちは、まだ終われない……!!

　悲ひ愴そうな決意を固めているメリールウの耳に、ごっ、と鈍い音が響いた。







　さっきまで空中に陣じん取どって高笑いしていたディートリヒが、ガラス戸にぶつかった間ま抜ぬけな鳥のように床にはたき落とされている。

　さながら悪い夢でも見ているかのようだ。いや、助かったのだから、いい夢なのだろうか？　混乱しながら、メリールウは恩人の顔を見た。

「……え？　……あら、ヴィクトール、様……？」

「うまくいった」

　ヴィクトールはいまだ角も翼も生えっぱなしの悪夢的な姿のままだ。しかし瞳の金の濁にごりは晴れており、唇から出るのも咆吼ではなく人間の言葉だ。

「見た目は……その……悪魔のまま、ですけど……正気で、いらっしゃる……？」

「ああ、思ったより制御に時間がかかったが、想定通りだ」

　長い爪つめの伸びた手をためつすがめつ開閉しながら、彼は聞き慣れた冷静な口調で応じる。メリールウも釣つられて気持ちが落ち着くのを感じていた。

「サフィールの中にディートリヒが入り込んでいたことに……、気付いていらしたの？」

「お前に頭を撫なでられても、反応が薄いことが気になっていた。タイミングからして、お前との結けつ婚こんについて吹聴して回ったのも奴やつなのだろう。王妃を焚たき付つけ、彼かの女じよが雇やとったゴロツキにでも紛まぎれ込こんで、サフィールに乗り移ったのだろうな」

　あの、サフィールを締しめ落とした男だ。変わらぬ色の瞳が忌いま々いましそうに歪む。

「とはいえ、現在では奴のほうが魔法使いとしての実力は上だ。下手なつつき方をして、直接の戦せん闘とうに持ち込まれると勝ち目が薄い。表面上は騙だまされているフリをしながら、万一のことがあってもいいように、魔ま除よけのタリスマンを飲のみ込こんで防御していた」

「……服の中に仕し込こんでいたものは囮おとりか、小こ賢ざかしい。ジャーヴィスよりは頭がよくなったと思っていたが……」

　打ち付けたらしい額を押さえ、ディートリヒが立ち上がる。彼もまた、ヴィクトールの警戒を予想していたらしいが、囮に油断して体内のものまでは見み抜ぬけなかった様子だ。乱れた髪をかき上げるしぐさにも、イライラがはっきりと表れていた。

　はっと身を強こわ張ばらせるメリールウを庇う位置にヴィクトールは立った。大きな翼で武装した背は、ある意味いつもより頼たのもしい。

「その小賢しさに足元を掬すくわれたのだ、貴様は。それもこれも、我が祖先がお前と戦ってくれていたゆえ。『魅了』を呪いとして使うような、普通の魔法使いにはない発想ができるお前を相手にするのは、準備をしてし過ぎることはない」

「……皮肉のつもりか？」

　迂う遠えんな皮肉であるように受け取られたようだが、なにせヴィクトールは正直者だ。

「いや、俺はある程度、貴様を認めてもいる」

　それは本音なのだろう。噓うその濁りのない声で言った後、一転して顔付きに厳しさが増す。

「だが、我が一族に辛しん酸さんを舐なめさせたことは万ばん死しに値あたいする。サフィールや召めし使つかいたちを害したことは決して許さない」

　サフィールはもちろん、アントニオもモルダートンも目覚める様子はないのだ。何かの術の作用かもしれないが、最悪彼等は、もう。

「そして、メリーへの仕打ちの数々は、這いつくばって謝あやまらせる!!」

　大きな翼が力強く空を打つ。それによって生まれた突とつ風ぷうに強打され、ディートリヒが顔を庇いながら後ずさった。

　なにせ己のファミリアとすることも考こう慮りよに入れるほどの力を与えたのだ。悪魔の力を借りた者同士であれば、丸ごと悪魔化しているほうに軍配が上がる。今のヴィクトールの相手は、さすがのディートリヒも困難なようである。

「……やはりあなたは、私がディートリヒの娘であることにも、気付いていらしたのね……？」

　吹き荒ぶ風に消えそうな声でメリールウは問いかけた。疑われているような気は、ずっとしていたのだ。

「──『期待外れ』にしては、お前は優ゆう秀しゆうすぎた。禁呪と長き眠りによってエーテルの器と化し、魔力量が増大した結果だとしても、それをコントロールできなければ暴走を招くのみ」

　魔力も魔法も、ただ強力であればいい、というものではない。制御できない力は本人を滅ほろぼしてしまいさえする。

「イヴリンがただの『失敗作』に自分の子供の家庭教師を任せるとも思えないしな。『魅了』の呪いが効かないのも、術者であるディートリヒの血族ならば納なつ得とくがいく。耳のアザも同様だ。お前の趣しゆ味みとは思えないイヤリングで隠しているのは、ディートリヒとの血けつ縁えん関係を隠いん蔽ぺいするためだろう。以上のことから、イヴリンはディートリヒとの間にお前をもうけたが、そのことを秘密にしたいのだと判断した」

　スラスラと挙げられた理由は、一つ一つは状況証しよう拠こであるものの、それだけ集まれば真実に辿り着くのは難しくなかったのだろう。とても納得できた。

　仇の娘である自分に対し、彼がよくしてくれた理由も推測できた。

「……そこまで分かっていて、私をここに置いて下さったのは、ディートリヒをおびき寄せるため……？」

「──……！　誤解だ、ッ!!」

　勘かん違ちがいを否定しようとしたヴィクトールの向こうから熱波が押し寄せてくる。一瞬の隙を突ついて、ディートリヒが攻こう勢せいに転じたのだ。

「フン、さすがと言ってやろう、サンロードの末裔め。だが忘れるな、そこの小娘と違い、貴様に与えた能力は想定していたもの！　剝はぎ取とる方法も用意してある!!」

　熱波に紛まぎれ、先さき程ほどヴィクトールを打うち据すえた精神の鞭に似たものが振るわれたのが分かった。メリールウは咄嗟にヴィクトールにタックルしたが、共にもんどり打って転がった体を、鞭の一部が通り過ぎていった。

「……っ、ぐ……!!」

　苦く悶もんの声がヴィクトールの唇から漏れる。

　メリールウを庇い、彼女を腹の上に乗せた格好で仰あお向むけに倒れているヴィクトールが背にした翼の上半分が消えている。角も片方が半分から溶とけるように消しよう滅めつしていた。

　変わったのは姿だけではない。その身から放たれていた魔力がごっそりと減じている。

　顔色を変える二人を見やり、ニヤリと笑ったディートリヒが再び上昇気流を生み出して空中に浮かび上がった。攻撃する際により高い位置を取るのは兵へい法ほうの常道だが、単に相手を見下ろすのが好きなのだろう。そういう、嗜し虐ぎやく的てきな笑えみだった。

「愚かな娘よ。私に愛されたいのなら、父の言うとおりにすればいいものを!!　神の光よ、炎と化せ！　熱く激しく、乱れ踊おどれ舞まえ……!!」

　嘲りが空気を焼く。ディートリヒの指揮に合わせて降り注いできたのは、拳こぶし大の無数の隕石だ。

　メリールウを抱いて起き上がったヴィクトールが傷付いた翼を羽ばたかせる。同時にメリールウも風の結界を展開した。二人で力を合わせることで、どうにかディートリヒの操る隕石を防ぐことはできた。

　とはいえ、いくらも保たないことは明白である。早さつ急きゆうに別の策を講じる必要があるが、そのためには誤解を解くのが先決だと、ヴィクトールが口火を切った。

「やつをおびき寄せるために、お前をここに置いた訳ではない。そもそも俺もお前も、共にやつの標的だ」

「……そうですよね。たとえ私が、別のところにいたとしても、あの人は来たでしょう」

　ヴィクトールはそんな男ではないと、メリールウは認にん識しきを改めた。彼の言うように、自分の目覚めを知ればディートリヒは来ただろう。

　すばらしいアーティファクトの回収をしに。

「また会いたいとは、思っていたんです。……今の私なら、娘として愛してくれるかもしれないと思って……でも、チャレンジに失敗してしまいましたね！　残念!!」

　状況はよくない。ならせめて、暗い空気をどうにかしようと茶化してみたが、ヴィクトールの真顔は崩れなかった。

「チャレンジしないことこそが、もっとも成功を遠ざける、と言っただろう」

　そこでわずかに眉をひそめたのは、メリールウを責めるためではない。自分のていたらくを思い出したせいだ。

「……俺にも、母のことなど、心情的に挑戦しづらい分野はある。だがお前は真っ向からチャレンジした。結果が思うように出なかったとしても、チャレンジはした。それはすばらしいことだ」

　裏表のなさにだけは定評がある男だ。ヴィクトールの褒め言葉は、穏おだやかな外面の下で静かに膿うみ続けていた心にもすんなりと染みてくる。

　母も、父も、本当の父も、誰もくれなかった承しよう認にんを、彼は当たり前のように与えてくれる。

「それにな、メリー。お前がディートリヒの子ではないか、と考えた最大の理由は、何か理由がなければお前が愛されないなどということはないだろう、と思ったからだ」

　それはちょっと、買かい被かぶりすぎではないだろうか。目覚める前の私は、本当に空気みたいな存在でしたから……と言おうとしたが、心からそうと信じているヴィクトールの眼を見ると、つまらない反論は溶けていった。

「……私」

　やっと会えた本当の父に実験体となることを強要されて以来、目覚めた後も妙な昂こう揚ようが続いていた。

　真綿で首を絞しめられるように、だらだらと浪費していた生が父母の思おも惑わくに振ふり回まわされて突然の終わりを迎えたこと。かと思ったら、一いち族ぞく郎ろう党とう死に絶えていたこと。変化のない生活に順応するため、自ら麻ま酔すいがけしていた心が状況の激変を受け入れるためには必要な措そ置ちだった。

　もういいと、伝わる熱が語りかけてくる。痛いものは痛いでいい。つらいものはつらいでいい。

　笑ってごまかさなくていい。

「私、私……私」

　コントロールを失った感情は全部涙に換わってしまい、まともな言葉として出て来ない。それを責めるでもなく、無理に話させようともせず、ヴィクトールは長い爪で傷付けぬようにそっと彼女の肩を抱いた。

　そうして、何事か決意した顔でディートリヒと相対する。

「ディートリヒ。一つ聞きたいことがある。貴様がそのように力を求めるようになったのは、母親を魔法使いに殺されたからだと文ぶん献けんで読んだことがあるが、本当か？」

　突然の質問に、メリールウは抱かれた肩をビクリと竦めた。それは、初めて知る話だった。

「きっかけがそれだったことは、否定せんな」

　いったん攻撃の手を休め、ディートリヒはあっさりと認めた。

「しかし、魔法使いとして目覚め、己を研磨していくうちに考えが変わった。アレは努力を知らぬ怠たい惰だで脆ぜい弱じやくな人間だった。唯ゆい一いつの功績は、この私を産み出したことぐらいだ。無様な死に方をして、当然だった」

「──なるほどな」

　平へい坦たんな声でヴィクトールが相あい槌づちを打つ。ディートリヒもそれ以上のことは言わず、再び魔力を高め始めた。

　一度手を休めたのは、大きな攻撃をするための前振りに過ぎなかったようだ。黄金の髪も「イーヴィル・アイ」も黒い星のアザも、炎の照り返しを受けて全てが紅に染まっている。その姿は正しく、「赤き魔法使い」。

「やむを得ん」

　苦く渋じゆうに満ちたヴィクトールの声が聞こえた。それはつまり、苦渋に塗まみれつつも反はん撃げきの糸口となるチャレンジが残っている、ということだろう。

「ヴィクトール様、私に手伝えることがあれば、なんでも……、え、あら……？」

　意い気き込ごんで呼びかけたメリールウの肩がぐっと引き寄せられる。ヴィクトールの顔が近い。ものすごく、近い。彼の眼に映った己の間抜け顔が見えるほどの距きよ離りだ。

「一か八かだ。……すまない」

　かまいたちで切り裂いた髪をそっと払はらわれ、頰を手で包つつみ込こまれる。初めて触ふれた他人の唇は、少しばかり血の味がしたが、驚くほどに柔やわらかかった。

　啞あ然ぜんとしていたメリールウの心臓は一瞬拍はく動どうを止めたように感じられたが、次の瞬間バクバクと激しい活動を始めた。初めてのキスのときめきというより、それを触しよく媒ばいにした変化が起こっている。自分とヴィクトール、二人の間で。
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「神の光よ、雷土いかづちと化せ」

　厳おごそかにつぶやいたヴィクトールの指先で小さな雷かみなりが鳴った。

　詠唱したのは彼だ。詠唱により編まれた魔力も彼のものだ。しかしそれに応じ、奇跡を具現化したのは、メリールウの体内に貯蔵されている神の忘れ形見。

「よし、いけるな。神の光よ、我が命と化せ!!　激しく、正しく、我が敵を討うち滅ぼせ……!!」

　続け様の詠唱に応じ、城内のそこかしこから集まってくる影かげがある。

　ヴィクトールが操るサーヴァントたちだ。彼等を操る素養は高いサンロード家であるが、エーテルがないに等しいこの時代、血を媒介にして単純労働に従事させることしかできなかった。

　口付けの儀ぎ式しきが成った今は違う。ただでさえ、メリールウに見せるためとの名目でサーヴァントたちは増産されていた。そんな彼等が、せいぜい中級とはいえ雷らい光こうの攻撃魔法さえ駆く使ししながら、ディートリヒ目め掛がけて殺さつ到とうしていくではないか。

「馬鹿な、貴様、どうやって……!?」

　驚きよう愕がくするディートリヒに次々と撃うち込こまれる稲いな妻ずま。雷を操る魔法自体が高位なのだが、一つ一つは「赤き魔法使い」にとっては「イーヴィル・アイ」の視線で霧む散さんさせられるようなものである。

　ただし、集団になると話は違う。束ねられた閃せん光こうは巨大な槌つちとなり、ディートリヒ目掛けて振り下ろされた。

　劣れつ勢せいを悟さとり、ディートリヒは慌てて逃にげ出だそうとするが遅おそい。窓へ辿り着く前に撃ち落とされ、焦こげたマントの端を踏ふみつけられて退路を断たたれてしまった。

「……偉えらそうにしてる割に、やられ役が似合いますよね、あの人」

　普ふ段だんが偉そうだからこそ、一際溜りゆう飲いんも下がるということだろうか。どっちでもいいかしら、と思いながら、メリールウは眠りの底へと沈しずんでいった。




　いつか見た炎カラスが、ヨロヨロとどこかへ飛んでいく幻まぼろしを見た気がした。
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　目覚めて最初に視界に飛とび込こんできたのは、真しん剣けんに謝罪するヴィクトールだった。

「申し訳なかった」

　ぼんやりと瞳ひとみを巡めぐらせると、逆転劇が始まってからそう時間は経たっていないようである。焼やけ焦こげたような匂においはまだ強く、破は壊かいされた床ゆかや天てん井じようからは煙けむりが上がり続けていた。自身もあちこち壊こわれたサーヴァントたちが、修復のためにせっせと立ち働いている。

「婚こん約やく者しやの身であるとはいえ、意思確かく認にんをせぬまま口付けに及およぶことは許されない。だが、他に打てる手がなかった」

「いえ、あの、それはいいんですけど……」

　古くからある情を通じるための儀ぎ式しきによって、ヴィクトールにもメリールウが溜ため込こんでいるエーテルを使えるようになったのはいい。彼かれと彼のサーヴァントたちがガンガンエーテルを使ったために、眠ねむってしまったこともいい。そうしなければ、二人揃そろってディートリヒに殺されていたに違ちがいない。

　見る限り「赤き魔ま法ほう使つかい」の姿は見えない。危機は去ったと考えていいのだろうが、それなら一点、おかしなところがある。

「ディートリヒ、いなくなりましたけど、お姿は変わりませんね……？」

「そのようだな。命いのち冥みよう加がな奴やつだ、また逃にげられてしまった……」

　メリールウが意識を失う直前に見た炎ほのおカラスは幻まぼろしではなかったのだろう。ファミリアを呼び寄せ、サフィールにしたようにそちらに乗り移って逃げたのだ。

　今回も術者が死ななかったためか、ヴィクトールの悪あく魔ま化は解けていないようである。ふう、と無念そうに息を吐はいたヴィクトールがソワソワと視線を送ってくる。

「……ところで、どうだ。この姿の魅み了りようなら、お前にも利きくか？　……俺おれに、惚ほれたか？」

「え、いいえ。やはり、元がディートリヒの魔ま法ほうだからでしょうね。特に何も」

　同性でものべつまくなしに堕おとすような、強きよう烈れつな魅了も残っている様子である。が、原理が元の呪のろいと同じなので、相変わらずメリールウは特に何も感じない。

「……そうか」

　がっかりとさっぱりが入り混じった、複雑なため息がヴィクトールの唇くちびるから漏もれる。

「やはり、こんなもので人の心を動かすのは間ま違ちがっているな。なら、こちらは消しておこう」

　最終的にはさっぱりが勝った様子であるが、瞳の底に落らく胆たんが残っている。それに気付いたメリールウは、ようやく自分の態度が誤解を生んでいたのだと理解した。

「あの、ディートリヒのことがバレたらどうせ嫌きらわれてしまうだろうと思って、今まで曖あい昧まいにしておりましたけど……私、最初からヴィクトール様のこと、好きでしたよ。命の恩人ですし、他にもいろいろと、よくして下さいましたし」

「……!?　そ、そうか！」

　やにわにヴィクトールの声が跳はね、瞳から翳かげりが払ふつ拭しよくされた。良くも悪くも裏表のない、実験大好きな子供の輝かがやきが緑眼を満たす。

「感謝する、メリー。……『魅了』抜ぬきで俺を好いてくれて、嬉うれしい」

　毎度ながらストレートな言葉が、口付けを交かわしたばかりの唇から零こぼれ落おちる。そのせいか妙みように鮮せん明めいに感じられて、一いつ瞬しゆん胸が騒さわいだ。

「やはり俺のように、地位のある美しい男が女に好かれないはずはない！　限定的にだが、魔法も使えるようになったことだしな!!」

「いえ、メリー様の心を摑つかんだのは、そういうところとはちょっと違うと思うんですけど……」

　控ひかえめに突つっ込こむ声は、よく聞き知ったものだった。

「まあ、サフィール……!?　よかった、無事だったのね!!」

「ええ、なんとか……」

　トレードマークである巻き毛を含ふくめ、戦場の床に放置されていたせいで薄うす汚よごれているサフィールであるが、命に別状はなさそうだ。まるで生気のなかった頰ほおにも艶つやが戻もどっている。

「身代わり鏡が、無事に役目を果たしてくれたようだな」

　それは東の塔とうの中で見た、一見手鏡のような形のアーティファクトである。最後に映した相手に代わって砕くだけ散ちり、死を防いでくれる貴重品だ。特に暗殺を警けい戒かいする魔法使いには人気のある逸いつ品ぴんで、奪うばい合あいで死者が出るという本ほん末まつ転てん倒とうな事件もよく起こっていた。

「お前は何かと危険なものを呼び寄せるようだからな。万一に備えておいてよかった」

「……そうみたいですね。あなたといるのが、一番危険なんでは？　という気がヒシヒシとしていますけど……また助けられたことは、事実ですから」

　ヴィクトールの従者をやっていなければ、ディートリヒに乗っ取られることもなかったのは確かだ。それでも世話焼きの少年は、主あるじを見限るつもりはなさそうだった。

「それはそうと、ヴィクトール様。あの、もしかしてずっと、そのお姿のままで過ごすんですか……？」

「だとすると、仮面どころか、服もまた作り直さないといけねーな。どっちみち、ロベルト商店の連中が来るだろうから、頼たのめるだろうが」

　こわごわとした問いかけに言い添そえたのは、多少フラつきながらも近付いてきたアントニオである。ディートリヒとの戦いの最中に目覚めていたらしく、怪け我がを負った箇か所しよにはぼろきれと化したエプロンで簡単な手当てがしてあった。魔法使いたちの戦いの邪じや魔まをしないよう、様子見していたらしい。

「だろうな。この騒ぎを聞きつければ、すぐにやって来るだろう」

　似たような格好で近寄ってきたモルダートンがため息をつく。

「ああ、きっと、今のヴィクトール様にもぴったりの服を仕上げるだろうぜ……」

「違いないな。彼かれ等らの忠誠心だけは、たとえディートリヒであっても動かせないに違いない……」

「──ちょっと、ちょっと、確認させて下さい!!」

　このまま雰ふん囲い気きに流されてなるものかと、役立たずの大人たちを尻しり目めにサフィールは声を張り上げる。

「ヴィクトール様、ほんっとーにそのお姿で今後も過ごされるおつもりですか!?　そこまで意識がはっきりされている上に、悪魔化自体も半分解けているじゃないですか。その気になれば元に戻れるのでは!?」

「ああ、そういえば、男性にまで累るいが及ぶような『魅了』はご自身で解除されましたものね」

　メリールウ自身に影えい響きようがないのと、直後のやり取りに気を取られて失念していたが、そういえばそうだ。血に刻まれた呪い自体は、幸か不幸か消えていない様子だが。

「無論、可能だ。悪魔としての力はかなり失われてしまい、残っているのは見てくれのみだからな。だが、人と魔まが溶とけ合あったこの姿……いかにも、強力な魔法使いではないか。衣い装しようをあつらえるため、ロベルトに借りを作る必要もない」

　出で会あい頭がしらから空の落とし穴への憧あこがれを語っていたヴィクトールである。力を求めて悪魔と契けい約やくしたり、自らが悪魔になろうと研究を重ねた魔法使いがいたのも事実だ。ある意味、魔法使いらしい嗜し好こうではあろう。

「ヴィクトール殿どの、あなたが形から入るタイプなのは重々承知しているが、ものには限度があるのではないか？　いくら仮面を着けていても、その姿でネティラになど出かけたら、今までとは別の意味で大おお騒さわぎになるぞ？」

「妃ひ殿でん下かの一件を聞きつけたのだろう。カルーセンには当面顔を出さないでくれ、と言われているからな。いっそ影かげ武む者しやを立ててもいい。それならこれ以上の犠ぎ牲せいを出さずに済む」

　クリアする方法はある、とヴィクトールは事も無げに言い切った。

「そうですね。そのお姿で生きていかれる、というのも、なかなか新しいチャレンジではありますわ」

　ヴィクトールは気に入っているようだ。ならばいい、とメリールウも思うのだが、

「ですけど、頭にそんな角があったら、もう撫なでて差し上げることもできなさそう……」

「元に戻ろう」

　途と端たん、ヴィクトールはあっさりと元の姿に戻った。

「角……いや、この手は、繊せん細さいな動きをするには相応ふさわしくないからな。魔法の実験にも……お前に、触ふれるのにも」

　長い爪つめを失い、激戦による火傷やけどの痕あとが目立つようになった手がそっとメリールウの切られてざんばらになった髪かみを撫でる。途端にメリールウの言語能力は失われた。

「……わ、私……」

「ああ、俺たちの治ち療りようは構わないぞ。一度に大量のエーテルを吸い上げてしまったので疲つかれているだろう。全員、命に別状はないようだからな。お前は少し休むといい。サフィール、一度死にかけたお前もだ。アントニオとモルダートンも休きゆう憩けいしていろ」

　微笑ほほえんだヴィクトール自身は、ボロボロの姿のままできびきびと命じた。

「ひとまずは瓦が礫れきを片付けて、最低限の通行ができるようにしよう。ロベルトたちが来てくれるなら、修理の相談は……」

　ヴィクトールの命令に応じ、広間の中はせっせと動き回るサーヴァントたちでいっぱいだ。だがメリールウの眼めは、ヴィクトールだけを映していた。

「ヴィクトール様……」

「あのー、メリールウ様」

　柔やわらかな微笑みを浮うかべているメリールウに話しかけてきたのはサフィールである。だめな大人たちの中で長年過ごしてきた少年は、何か気付いてはいけない事実に気付いてしまったようだった。

「聞いておきたいんですけど、ヴィクトール様のことを好きって、どういう意味の好きですか……？」

「え？　死んだも同然の私によくしてくださる、いい方だから好きだなって……研究馬ば鹿かなところとか、どことなくお父様に似ていますし」

　感動の余よ韻いんに浸ひたっていたメリールウは、ついうっかりと口を滑すべらせてしまった。

「ごめんなさい、今のは内ない緒しよにしておいて。さすがのヴィクトール様も、気分を害されるかもしれないわ」

「いや、研究馬鹿という事実においての相そう似じは受け入れると思います。そんなことより、こ、恋こい人びととしては……？」

　さすがサフィールはヴィクトールをよく理解している。それよりも、と畳たたみかけられて、メリールウは困ったように笑った。

「……お父様の実験を受け入れた段階で、恋こいなんて諦あきらめてしまったわ」

　絶対死んだと思ったのだ。命も恋も、ないものと考えるのは当然である。

「それに、私は年上の頼たよりになる男性が好みなの」

　叶かなうなら、淡あわい影かげのように存在感の薄うすかった義理の父とも違う、力と引ひき換かえに人間らしい情を失った本当の父とも違う、優やさしい人に守ってほしかった。

「その点、今の時代に生きる全ての方は、みんな私より二百歳さいは年下でしょう？　ヴィクトール様も、あなたたちも、孫……じゃない、ひ孫……でも足りない、そうね、玄孫やしやごぐらいかしら？　ちょっとぐらいのヤンチャも可か愛わいくて、一いつ生しよう懸けん命めいがんばっている姿がいじらしく思えると、ついつい頭を撫でてしまいたくなるわ」

　もう二度と会えない弟てい妹まいたちより年下なのだ。十代も二十代も関係ない。四十、五十は青二才。こちとら二百五十歳を優に過ぎているのだから、国王だってロベルトだって、みんなまとめて可愛い子供たちである。

　だからこそ、ヴィクトールの変化が喜ばしく映るのだ。これならきっと、すてきな女性が見付かるだろう。笑え顔がおで結ぶと、サフィールは頰ほお肉にくをヒクヒクさせた。

「それも絶対、ヴィクトール様に言わないで下さいね……？」

　はああ、と深いため息をついたサフィールは、えらく張り切った様子でサーヴァントたちを使し役えきしている主を見やる。どうやら、「疲れていても、これだけ大勢のサーヴァントを操あやつれる俺」アピールをしているようだ。気の毒さに胃を押おさえた少年は、全てを忘れて眠りに就つくために広間を出て行った。

「そうよ。みんな、孫より年下の、可愛い子供たちだもの」

　まだ柔らかな感かん触しよくの残る唇を、メリールウはそっと押さえる。

「ヴィクトール様は、いいように勘かん違ちがいして下さったみたいだけど……お父様にもお母様にも愛されない私のことなんて、ヴィクトール様みたいなすばらしい方が、本当に好きになってくれるはずがないものね」

　いつものように笑ったメリールウは、「ねえ、やっぱり瓦礫、吹ふき飛とばしましょうか？」と言いながらヴィクトールたちに近付いていく。

　口付けは情によって成り立つ儀式。片方が一方的に仕し掛かけた行こう為いであっても、もう片方が受け入れねば、エーテルの使用権の譲じよう渡となど成立しない。彼かの女じよがそれに気付くまで、まだまだ時間がかかりそうだった。

「まーでも、あれだよな」

　怪け我が人にん同士、モルダートンと並んで壁かべに寄りかかったアントニオは、ニヤニヤしながら水を向ける。

「ああ、ディートリヒの邪魔がなくなった以上、私のカードにはしっかりと出ている」

　ニヤリと笑い返したモルダートンは、少し角の折れてしまったカードの端はしをそっと撫でやりながら応じる。

　折しもうっかりと瓦礫に足を取られたメリールウをヴィクトールが抱だき留とめたところだ。暗殺者に狙ねらわれた王おう妃ひを当たり前に助ける彼である。恋する相手であればなおのこと、なんでもないようにメリールウの腰こしに腕うでを回したまま、サーヴァントたちに指示を出し続けている。

「あ、あの、ヴィクトール様……このままでは瓦礫も吹ふっ飛とばせないので、放していただけないですか……？」

「そうだな」

　言われるままに解放してやりながら、ヴィクトールはうなずいた。

「あまりお前に触れていると、また口付けをしたくなってしまう」

「えっ!?　だ、だめです！」

「もちろんだ。一度目が戦せん闘とう中ちゆうの不意打ちだったのだから、二度目こそは互たがいにきちんと着き飾かざって、意思確認をしてから行わねばならんだろう。ああ、それは外に出してくれ」

　サーヴァントへ命令する横で、顔を真まっ赤かにしたメリールウは憤ふん懣まんやるかたない様子だ。

「も……、もう！　本気じゃないくせに、年上をからかって、悪い子!!　女性とのお付き合いについては、私もしっかり教育しますからね!?」

　プンプンと怒おこるその顔は、しっかり者の姉ぶった十六歳の少女でしかないのだった。
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　今回はファンタジーラブコメだよ！　小お野の上がみ明めい夜やです。「２５０年後に目覚めたら、求きゆう婚こんされました魔ま法ほう使つかいは恋れん愛あい初心者につき」を手に取っていただき、誠まことにありがとうございました!!




　魔ま法ほうが出てくる話は前にも書いたことがあるのですが、今回は魔法の源が失われてしまった世界が舞ぶ台たいであるため、かなり勝手が違ちがいました。それゆえに生まれるドラマを楽しんでいただければと思います。




　ヒロインのメリールウは基本的には穏おだやかでしっかり者のお姉さんタイプなのですが、寝ねている間にいろんなものを失ってしまったがために、ちょいちょい暴走してしまうシーンもあったりします。ヒーローのヴィクトールもその暴走を止めないどころか、むしろ喜んでしまう性た質ちなので、突つっ込こんでくれる周りの人たち（主にサフィール）がいつも大変そうでした。

　サフィールをはじめ、黒こく鳥ちよう城じようの住人たちは、なんだかんだ気が良くて彼かれ等ら同士の掛かけ合あいも楽しかったです。そんな彼等の生活を支えているのはロベルト商店なのですが、振ふり返かえってみると、あれ、ロベルトが一番ヤバい人なのでは……？　彼のためにも、主役カップル（予定）はさっさと正式にくっついて、安心させてあげてほしいですね……。

　ディートリヒは、清すが々すがしい悪役で書いていて結構楽しかったです。彼とヴィクトールの祖先の対決模様も一度書いてみたい。ジャーヴィスはヴィクトールとはまた別種の天然で、ディートリヒをめちゃくちゃイライラさせていたんだろうと思います。




　主張の激しいキャラたちを、麗うるわしく創造してくださった加か々が見み絵え里り様、ありがとうございました！　ヴィクトールも私の脳内で満足そうです。担当の安やす井い様、今作も大変お世話になりました。

　読者の皆みな様さまにおかれましては、少しでも楽しんでいただけますように。また次の本でお会いできますことを願っております。


小野上明夜
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